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はじめに

このマニュアルは，トランザクショナル分散オブジェクト基盤 TPBrokerの運用方法について
説明したものです。
TPBrokerでは，ORB機能，OTS機能，および ADM機能を使用してシステムの運用を行いま
す。このマニュアルでは，これらの機能のうち，ORB機能のトラブルシュート，ORB機能の運
用に必要な拡張機能，TPBrokerとほかのプログラムプロダクトとの連携方法，およびバージョ
ンアップ時の移行について説明しています。

■対象読者
システム管理者，システム設計者，またはオペレータで，TPBrokerを使用して分散オブジェク
トコンピューティング環境を運用する方を対象としています。
次の知識がある方を対象としています。
• C++または Java
• OTS
• CORBA
• TPBrokerに関する基本的な知識
• Microsoft Cluster Service（Microsoft Cluster Serviceと連携させる場合）
• HAモニタ（HAモニタと連携させる場合）
• HACMP（HACMPと連携させる場合）
• JP1/ServerConductor/Deployment Manager（JP1/ServerConductor/Deployment Manager
と連携させる場合）

■マニュアルの構成
このマニュアルは，次に示す章と付録から構成されています。

第 1章　TPBrokerの運用の概要
このマニュアルで説明する TPBrokerの運用の概要について説明しています。

第 2章　ORBのトラブルシュート機能
ORBのトラブルシュート機能について説明しています。

第 3章　ORBの拡張機能
ORBの拡張機能について説明しています。

第 4章　Microsoft Cluster Serviceとの連携
TPBrokerとMicrosoft Cluster Serviceとの連携方法について説明しています。

第 5章　HAモニタとの連携
TPBrokerと HAモニタとの連携方法について説明しています。
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第 6章　HACMPとの連携
TPBrokerと HACMPとの連携方法について説明しています。

第 7章　JP1/ServerConductor/Deployment Managerとの連携
TPBrokerと JP1/ServerConductor/Deployment Managerとの連携方法について説明していま
す。

第 8章　メッセージ
TPBrokerの運用時に出力されるメッセージについて説明しています。

第 9章　Cosminexusのバージョンアップ時の移行
Cosminexusのバージョンアップ時の TPBrokerの移行について説明しています。

付録 A　用語解説
このマニュアルで使用する用語について説明しています。
II
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■関連マニュアル

● HAモニタのマニュアル
• 高信頼化システム監視機能 HAモニタ AIX(R)編（3000-9-130）
• 高信頼化システム監視機能 HAモニタ HP-UX編（3000-9-131）
• 高信頼化システム監視機能 HAモニタ Linux(R)編（3000-9-132）
• 高信頼化システム監視機能 HAモニタ メッセージ（3000-9-134）

● JP1/ServerConductor/Deployment Managerのマニュアル
• JP1 Version 8 JP1/ServerConductor/Deployment Manager（3020-3-L53）

● Cosminexusのマニュアル
III
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• Cosminexus アプリケーションサーバ V8 システム構築・運用ガイド（3020-3-U04）
• Cosminexus アプリケーションサーバ V8 リファレンス 定義編（3020-3-U16）

なお，このマニュアルでは，次のマニュアルを省略して表記しています。マニュアルの正式名
称とこのマニュアルでの表記を次の表に示します。

■読書手順
このマニュアルは，利用目的に合わせて直接章を選択して読むことができます。利用目的別に
次の流れに従ってお読みいただくことをお勧めします。

マニュアルの正式名称 このマニュアルでの表記

TPBroker Version 5 トランザクショナル分散オブジェクト基盤 
TPBroker ユーザーズガイド

TPBroker ユーザーズガイド

VisiBroker Version 5 Borland (R) Enterprise Server VisiBroker 
(R) デベロッパーズガイド

Borland Enterprise Server 
VisiBroker デベロッパーズガイド

JP1 Version 8 JP1/ServerConductor/Deployment Manager JP1/ServerConductor/Deployment 
Manager

高信頼化システム HAモニタ AIX(R)編 HAモニタ

高信頼化システム HAモニタ HP-UX編

高信頼化システム HAモニタ Linux(R)編
IV
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■このマニュアルでの表記
このマニュアルでは，製品名称および名称を次に示す略称で表記します。

略称 製品名称および名称

AIX AIX 5L V5.2

AIX 5L V5.3

AIX V6.1

HP-UX（IPF） HP-UX 11i V2

HP-UX 11i V3（IPF）
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IPF Itanium(R) Processor Family

Java JavaTM

Linux Red Hat Enterprise Linux(R) AS 3

Red Hat Enterprise Linux(R) AS 3（IPF）

Red Hat Enterprise Linux(R) AS 4

Red Hat Enterprise Linux(R) AS 4（IPF）

Red Hat Enterprise Linux(R) ES 3

Red Hat Enterprise Linux(R) ES 4

Red Hat Enterprise Linux(R) ES 4（IPF）

Red Hat Enterprise Linux(R) 5

Red Hat Enterprise Linux(R) 5（IPF）

Linux（AS3） Red Hat Enterprise Linux(R) AS 3

Solaris Solaris 8

Solaris 9

Solaris 10

VisiBroker Borland(R) Enterprise Server VisiBroker(R)

Visual Studio 2005 Microsoft(R) Visual Studio(R) 2005 Academic Edition

Microsoft(R) Visual Studio(R) 2005 Professional Edition

Microsoft(R) Visual Studio(R) 2005 Professional Edition with MSDN Premium 
Subscription

Microsoft(R) Visual Studio(R) 2005 Professional Edition with MSDN 
Professional Subscription

Microsoft(R) Visual Studio(R) 2005 Standard Edition

Microsoft(R) Visual Studio(R) 2005 Team Edition for Software Architects

Microsoft(R) Visual Studio(R) 2005 Team Edition for Software Developers

Microsoft(R) Visual Studio(R) 2005 Team Edition for Software Testers

Microsoft(R) Visual Studio(R) 2005 Team Suite

Windows 2000 Microsoft(R) Windows(R) 2000 Advanced Server Operating System

Microsoft(R) Windows(R) 2000 Datacenter Server Operating System

Microsoft(R) Windows(R) 2000 Professional Operating System

Microsoft(R) Windows(R) 2000 Server Operating System

Windows Server 
2003

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, Enterprise Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, Standard Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, Enterprise Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, Standard Edition

略称 製品名称および名称
VI
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Windows 2000，Windows Server 2003，Windows Server 2008，Windows Vista，および
Windows XPで機能差がない場合，Windowsと表記しています。
また，下記に示すプログラムプロダクトで仕様差がない場合，TPBrokerと表記しています。
• Cosminexus TPBroker
• TPBroker
• TPBroker Developer
• TPBroker Client

また，ご使用になるプログラミング言語または OSによって説明が異なる場合，次の記号を使用
しています。

なお，環境変数の設定を説明する文中で，Windowsと UNIXの両方が考えられる場合，UNIX
の表記を示し，その後ろにWindowsの表記を（　）で囲んでいます。
例　${VBROKER_ADM}/../logj（%VBROKER_ADM%¥..¥logj）
　
このマニュアルで使用する英略語の一覧を示します。

Windows Server 
2008

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008, Standard Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008, Enterprise Edition

Windows Vista Microsoft(R) Windows Vista(R) Business

Microsoft(R) Windows Vista(R) Enterprise

Microsoft(R) Windows Vista(R) Ultimate

Windows XP Microsoft(R) Windows(R) XP Professional Operating System

記号 意味

（C++ ORB） C++言語，または TPBrokerで提供する C++インタフェースを使用する
ORB機能に該当

（Cosminexus TPBroker） Cosminexus TPBrokerに該当

（Java ORB） Java言語，または TPBrokerで提供する Javaインタフェースを使用する
ORB機能に該当

（UNIX） すべての UNIXプラットフォームに該当

（Visual Studio 2005） プログラムプロダクト「P-2A64-F124，P-2A64-F224，P-2A64-F324」に
該当

（Windows） Windowsに該当

英略語 英字での表記

ADM Administration

API Application Programming Interface

略称 製品名称および名称
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CORBA Common Object Request Broker Architecture

CPU Central Processing Unit

CTM Cosminexus Component Transaction Monitor

DB Database

DBMS Database Management System

DHCP Dynamic Host Configuration Protocol

DLL Dynamic Linking Library

DNS Domain Name System

DTP Distributed Transaction Processing

EB Enterprise Bean

EJB Enterprise JavaBeansTM

ES Embedded System

FIFO First-In First-Out

GIOP General Inter - ORB Protocol

GUI Graphical User Interface

HACMP High Availability Clustering Multi-Processing

ID Identification

IDL Interface Definition Language

IIOP Internet Inter-ORB Protocol

IOR Interoperable Object Reference

IP Internet Protocol

J2EE Java 2 Enterprise Edition

JSP Java Server Pages

LAN Local Area Network

LIOP Local Inter-ORB Protocol

MSDN Microsoft Developer Network

OAD Object Activation Daemon

OMG Object Management Group

ORB Object Request Broker

OS Operating System

OTS Object Transaction Service

OTSCRM Object Transaction Service Communication Resource Manager

PID Process Identification

英略語 英字での表記
VIII
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■図中で使用する記号
このマニュアルの図中で使用する記号を，次のように定義します。

■文法の記号
このマニュアルで使用する記号の意味を示します。
ただし，C++言語および Java言語のインタフェースやコーディング例の説明は，それぞれの言
語の文法規則に従います。これらの記号の意味は適用されません。

POA Portable Object Adapter

QoS Quality of Service

RM Reliable Messaging

RMI Java Remote Method Invocation

SDK Software Development Kit

SQL Structured Query Language

TCP Transmission Control Protocol

TCS Transaction Context Server

UAP User Application Program

UDP User Datagram Protocol

UTC Universal Time Coordinated

UTF UCS Transformation Format

VM Virtual Machine

文法記述記号 意味

| この記号で区切られた項目を選択できることを表します。
（例）admstop -f 1|2
これは，-fオプションに 1か 2のどちらかを指定できることを表します。

英略語 英字での表記
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■常用漢字以外の漢字の使用について
このマニュアルでは，常用漢字を使用することを基本としていますが，次に示す用語について
は，常用漢字以外の漢字を使用しています。
宛先（あてさき）　個所（かしょ）　汎用（はんよう）　必須（ひっす）

■ KB（キロバイト）などの単位表記について
1KB（キロバイト），1MB（メガバイト），1GB（ギガバイト），1TB（テラバイト）はそれぞれ
1,024バイト，1,0242バイト，1,0243バイト，1,0244バイトです。

{   } この記号で囲まれている複数の項目のうちから一つを選択することを表
します。
（例）{-t|-T トランザクショングローバル識別子 }
これは，-tと -T トランザクショングローバル識別子のうち，どちらかを
指定することを表します。

... この記号で示す直前の項目を繰り返し指定できることを表します。
（例）tslsrm -o ファイル名 [,ファイル名 ]...
これは，-oオプションのファイル名を繰り返し指定できることを表しま
す。

～ この記号のあとにユーザ指定値の属性を表します。

<<   >> ユーザが指定を省略したときの省略値を表します。

<   > ユーザ指定値の構文要素を表します。

((   )) ユーザ指定値の指定範囲を表します。

<英数字 > 英字と数字（0～ 9）で指定することを表します。

<文字列 > 任意の文字の配列で指定することを表します。

<パス名 > 記号名称，¥，/，および .（ピリオド）で指定することを表します。
ただし，パス名は使用する OSに依存します。

文法記述記号 意味
X
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1　 TPBrokerの運用の概要
この章では，このマニュアルで説明する TPBrokerの運用の概
要について説明します。

1.1　TPBrokerの運用

1.2　Cosminexus TPBrokerと TPBrokerとの相違点

1.3　サポートする機能
1



1.　TPBrokerの運用の概要
1.1　TPBrokerの運用

ここでは，TPBrokerを運用するときに使用する機能について説明します。

TPBrokerを運用するときに使用する機能を次に示します。

• ORBのトラブルシュート機能
• ORBの拡張機能
• Microsoft Cluster Serviceとの連携
• HAモニタとの連携
• HACMPとの連携
• JP1/ServerConductor/Deployment Managerとの連携

各機能の詳細は，2章以降を参照してください。

なお，適用 OSやプログラムプロダクトによって，使用できる機能が異なります。プロ
グラムプロダクトに関する詳細は，「1.2　Cosminexus TPBrokerと TPBrokerとの相違
点」を，適用 OSに関する詳細は，「1.3　サポートする機能」を参照してください。
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1.　TPBrokerの運用の概要
1.2　Cosminexus TPBrokerと TPBrokerとの相
違点

TPBrokerでは，プログラムプロダクトによってサポートする機能が異なります。

Cosminexus TPBrokerと TPBrokerとの，サポートする機能の相違点について次の表に
示します。

表 1-1　Cosminexus TPBrokerと TPBrokerとの相違点

（凡例）　○：サポート　×：未サポート

機能 プログラムプロダクト

Cosminexus TPBroker TPBroker

ORB Java ORB ○ ○

C++ ORB × ○

OTS Java OTS ○ ○

C++ OTS × ○

ADM × ○
3



1.　TPBrokerの運用の概要
1.3　サポートする機能
TPBrokerでは，適用 OSによって，サポートする機能が異なります。ここでは，機能ご
とに，サポートする適用 OSについて説明します。

1.3.1　ORBのトラブルシュート機能
ORBのトラブルシュート機能では，適用 OSによって，取得できるファイルが異なりま
す。

サポートする機能と適用 OSの関係について次の表に示します。

表 1-2　サポートする機能と適用 OSの関係（ORBのトラブルシュート機能）

（凡例）　○：サポート　×：未サポート

注※
Windows（Visual Studio 2005）版では，未サポートです。

1.3.2　ORBの拡張機能
ORBの拡張機能を使用するには，環境変数やプロパティの設定が必要になります。ただ
し，適用 OSによって，使用できる環境変数やプロパティが異なります。詳細は，「3.2　
環境変数とプロパティの一覧」を参照してください。

1.3.3　他プログラムプロダクトとの連携
他プログラムプロダクトとの連携では，適用 OSによって，連携できるシステムが異な

機能 適用 OS

AIX HP-U
X

HP-U
X

（IPF）

Linux Linux
（IPF）

Solari
s

Windo
ws

Windo
ws

（IPF）

モジュールトレースの
取得

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

エラーログの取得 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

通信トレースの取得 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

メッセージログの取得 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

バーボースログの取得 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

スタックトレースの取
得

× × × × × × ○※ ×

ネーミングサービス名
前空間情報ログの取得

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
4



1.　TPBrokerの運用の概要
ります。

サポートする機能と適用 OSの関係について次の表に示します。

表 1-3　サポートする機能と適用 OSの関係（他プログラムプロダクトとの連携）

（凡例）　○：サポート　×：未サポート

機能 適用 OS

AIX HP-U
X

HP-U
X

（IPF）

Linux Linux
（IPF）

Solari
s

Windo
ws

Windo
ws

（IPF）

Microsoft Cluster 
Serviceとの連携

× × × × × × ○ ×

HAモニタとの連携 ○ ○ ○ ○ × × × ×

HACMPとの連携 ○ × × × × × × ×

JP1/ServerConductor/
Deployment Manager
との連携

× × × ○ × × ○ ×
5





2　 ORBのトラブルシュート機
能
この章では，ORBのトラブルシュート機能について説明しま
す。

2.1　ORBのトラブルシュート機能で出力できるファイル

2.2　出力ディレクトリとファイル名

2.3　システム例外のマイナーコード

2.4　環境設定

2.5　TPBrokerの基本的な設定

2.6　出力ディレクトリの作成

2.7　トレース共通環境変数の設定

2.8　環境変数の設定

2.9　定義句の設定

2.10　プロパティの設定

2.11　hdumpnsコマンドの使用方法（Cosminexus TPBroker）（Windows）

2.12　メモリ所要量およびディスク占有量
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2.　ORBのトラブルシュート機能
2.1　ORBのトラブルシュート機能で出力でき
るファイル

ここでは，ORBのトラブルシュート機能で出力できるファイルの概要について説明しま
す。

次に示すファイルが出力できます。

• モジュールトレース
• エラーログ
• 通信トレース
• メッセージログ
• バーボースログ（UNIX）
• スタックトレース（32 ビット用Windows（（Visual Studio 2005）版は除く））（C++ 

ORB）
• ネーミングサービス名前空間情報ログ

出力したファイルは，障害発生時にトラブルシュート情報として，保守員に送付する必
要があります。定期的にバックアップを取得してください。なお，保守員とは，ご購入
契約に基づくお問い合わせ窓口のことです。

参考事項
JavaVMのスレッドダンプを取得するためのコマンドがあります。詳細は，「2.11　
hdumpnsコマンドの使用方法（Cosminexus TPBroker）（Windows）」を参照して
ください。

なお，ORBのトラブルシュート機能で出力できるファイルのことを，トラブルシュート
ファイルと呼びます。

2.1.1以降で，各ファイルの概要について説明します。

2.1.1　モジュールトレース（概要）
ここでは，モジュールトレースの概要について説明します。

モジュールトレースでは，TPBrokerの内部メソッドの入り口および出口で，呼び出しメ
ソッドや引数の情報などを取得しています。

モジュールトレースは TPBrokerの保守用の資料であり，プロセスハングやプロセスダ
ウン時に有効です。

2.1.2　エラーログ（概要）
ここでは，エラーログの概要について説明します。
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2.　ORBのトラブルシュート機能
エラーログでは，Java ORBの処理の中で，システム例外が発生した場合に，例外が発
生することになった直接要因と，発生個所を特定できる情報を取得しています。また，
それ以外に運用面で重要と思われる個所で情報を取得しています。エラーログは無条件
に出力されます。

取得できるシステム例外を次に示します。

• COMM_FAILURE
• DATA_CONVERSION
• INTERNAL
• NO_IMPLEMENT
• NO_RESOURCES
• NO_RESPONSE
• OBJECT_NOT_EXIST
• TIMEOUT
• UNKNOWN

エラーログから，例外や発生事象の詳細要因を把握することができ，問題点を絞り込む
ことができます。ただし，TPBrokerでは正常に動作している場合でもさまざまな例外が
発生しているため，エラーログに例外の発生情報が出力されていても，必ずしも障害が
起きているとは限りません。

エラーログは TPBrokerの保守用の資料であり，プロセスハングやプロセスダウン時に
有効です 。

エラーログの動作は，定義ファイルを作成し，その定義ファイルに定義句を指定するこ
とによって変更できます。定義ファイルがない場合には，デフォルトの設定で動作しま
す。定義ファイルは，環境変数 VBROKER_ADMに指定されたディレクトリに
"HVIORB_DEF"の名称で作成してください。

2.1.3　通信トレース（概要）
ここでは，通信トレースの概要について説明します。

通信トレースでは，TPBrokerから C++または Javaの通信管理プログラムに制御を渡
すインタフェース部分で，次に示す情報を取得しています。

• 通信管理プログラムのシステムコール（C++）または API（Java）の引数，および結
果

• GIOPまたは TPBroker独自プロトコルに従った電文

通信トレースは TPBrokerの保守用の資料であり，プロセスハングやプロセスダウン時，
および通信障害時に有効です 。
9



2.　ORBのトラブルシュート機能
2.1.4　メッセージログ（概要）
ここでは，メッセージログの概要について説明します。

プロセスの起動および停止時や TIMEOUTなどの例外発生時のメッセージは，次に示す
方法で取得しています。

• メッセージログ（Java ORB限定）
• イベントビューアのアプリケーションログ（Windows）
• syslog（UNIX）

Java ORBを使用している場合，イベントビューアのアプリケーションログや syslogな
どの OSの機能だけでなく，TPBrokerが出力するメッセージログを使用して，メッセー
ジを取得しています。

メッセージの内容については，「8.　メッセージ」を参照してください。

メッセージログの動作は，定義ファイルを作成し，その定義ファイルに定義句を指定す
ることによって変更できます。定義ファイルがない場合には，デフォルトの設定で動作
します。定義ファイルは，環境変数 VBROKER_ADMに指定されたディレクトリに
"HVIORB_DEF"の名称で作成してください。

2.1.5　バーボースログ（概要）
ここでは，バーボースログの概要について説明します。

バーボースログとは，バーボースモードで出力されるログのことをいいます。バーボー
スモードとは，osagentの処理に関する情報を出力する状態のことです。

-vオプションで osagentを起動すると，バーボースモードになり，標準出力上にバー
ボースログが出力されます。

-gオプションで osagentを起動すると，自動的に hvmgteeコマンドが起動され，バー
ボースログをファイルに出力することができます。hvmgteeコマンドは，UNIXの
FIFOを利用し，標準出力に出力される osagentのバーボースログ，およびエラー出力を
受け取り，ファイルや標準出力への出力を制御する機能を持ちます。デフォルトでは，
バーボースログをファイルに出力します。hvmgteeコマンドについては，「(1)　
hvmgteeコマンドの起動」，および「(2)　hvmgteeコマンドの動作変更」を参照してく
ださい。

バーボースログは TPBrokerの保守用の資料であり，プロセスハングやプロセスダウン
時に有効です。UNIXだけで取得できます。

（1） hvmgteeコマンドの起動

hvmgteeコマンドを起動するには，次のコマンドを実行します。
10



2.　ORBのトラブルシュート機能
osagent -g

hvmgteeコマンドを起動することで，バーボースログがファイルに出力され，標準出力
への出力は抑止されます。

ただし，バーボースログを標準出力に出力するか，ファイルに出力するかどうかの動作
を定義ファイルで変更できます。詳細は「(2)　hvmgteeコマンドの動作変更」を参照し
てください。

また，hvmgteeコマンドでエラーが発生した場合には，エラーメッセージが表示されま
す。エラーメッセージについては，「8.5　hvmgteeコマンドのエラーメッセージ」を参
照してください。

（2） hvmgteeコマンドの動作変更

hvmgteeコマンドの動作は，定義ファイルに定義句を設定することで変更できます。定
義句を設定しない場合，デフォルトで動作します。定義ファイルは，環境変数
VBROKER_ADMに指定されたディレクトリに，"HVMGTEE_DEF"のファイル名で作
成します。

hvmgteeコマンドの起動時，および稼働中の一定インターバルごと（デフォルトは 180
秒）に定義ファイルが読み込まれるため，osagentを再起動しないで，設定を変更できま
す。ただし，定義句の中には，osagentの起動時にだけ有効となるものもあるので設定時
には注意してください。定義ファイルが読み込まれる間隔も定義句で変更できます。

hvmgteeコマンドの動作変更の詳細は，「2.9.5　バーボースログ（定義句）」を参照して
ください。

2.1.6　スタックトレース（概要）
ここでは，スタックトレースの概要について説明します。

TPBrokerの C++ ORBアプリケーションの処理で例外が発生した場合に，例外が発生す
ることになった直接要因と，発生個所を特定できる情報を取得しています。

取得できる例外を次に示します。

• Ｃ言語構造化例外が発生した場合
• キャッチできない例外が発生した場合

スタックトレースによって，例外発生事象の詳細要因を把握することができ，問題点の
絞り込みに役立ちます。

スタックトレースは TPBroker の保守用の資料であり，アプリケーション処理で例外が
発生したときに有効です。Windows（（Visual Studio 2005）版は除く）だけで取得でき
ます。
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2.　ORBのトラブルシュート機能
2.1.7　ネーミングサービス名前空間情報ログ（概要）
ここでは，ネーミングサービス名前空間情報ログの概要について説明します。

ネーミングサービスに登録される名前空間情報を取得しています。ログファイルは，
ネーミングサービスのプロセス単位に生成されます。

ネーミングサービス名前空間情報ログは TPBrokerの保守用の資料であり，ネーミング
サービスに関連した障害が発生したときに有効です。
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2.　ORBのトラブルシュート機能
2.2　出力ディレクトリとファイル名
この節では，出力ディレクトリとファイル名について説明します。

出力ディレクトリは次のとおりです。

• Java ORBの場合
${VBROKER_ADM}/../logj（%VBROKER_ADM%¥..¥logj）

• C++ ORBの場合
${VBROKER_ADM}/../log（%VBROKER_ADM%¥..¥log）

出力ディレクトリの下には，各トラブルシュートファイルを格納するためのディレクト
リがあります。

出力ディレクトリの構成を次の図に示します。

図 2-1　出力ディレクトリの構成

注意事項
環境変数HVI_TRACEPATHを設定すると，その環境変数に指定したディレクトリ
が出力ディレクトリになります。詳細は，「2.7.2(1)　HVI_TRACEPATH」を参照し
てください。
ご使用の OSがWindows VistaおよびWindows Server 2008の場合に，
%ProgramFiles% 下の書き込み制限のあるディレクトリが出力ディレクトリである
と，%LocalAppData%¥VirtualStore¥Program Files ディレクトリの下に出力され
ます。

トラブルシュートファイルが出力されない場合
トラブルシュートファイルが出力されない場合があります。C++ ORBのときは，標
準エラー出力にエラーメッセージが出力されます。エラーメッセージについては，
「8.4　トレース情報取得ができない場合に出力されるメッセージ」を参照してくだ
さい。
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2.　ORBのトラブルシュート機能
TPBrokerでは，プロセス起動後，最初の ORB.init実行時に出力ディレクトリがな
いと，ファイル作成，読み取り，および書き込み権限のあるディレクトリを自動的
に作成します。
また，モジュールトレース，通信トレース，スタックトレース，およびバーボース
ログが出力されるときに，出力ディレクトリ下にそれぞれファイルを格納するディ
レクトリを作成します。
そのため，トラブルシュートファイルが出力されない場合，出力ディレクトリの作
成に失敗しているケースが考えられます。
次のことを確認してください。
• 作成するディレクトリの親ディレクトリがあるか
• 出力ディレクトリの権限が制限されていないか
• 作成するディレクトリの絶対パスの長さがシステムの上限内か
環境変数 HVI_TRACEPATH，または環境変数 VBROKER_ADMに設定するパス
の長さを，210 - (<実行形式ファイル名称の長さ（Java ORBの場合 10）>)バイ
ト以下にすることをお勧めします。

2.2.1　モジュールトレース（出力ディレクトリとファイル
名）

ここでは，モジュールトレースの出力ディレクトリ，ファイル名，および出力タイミン
グについて説明します。

TPBrokerでは，稼働しているプロセス上にバッファを確保し，そこにモジュールトレー
ス情報を記録します。バッファに記録されたモジュールトレース情報は，プロセスごと
にあるタイミングでファイルに出力されます。

モジュールトレースは次の表のとおりに作成されます。

表 2-1　モジュールトレース（出力ディレクトリとファイル名の一覧）

項目名 ORBの種類

Java ORB C++ ORB

出力
ディレ
クトリ

${VBROKER_ADM}/../logj/mdltrc
（%VBROKER_ADM%¥..¥logj¥mdltrc）

${VBROKER_ADM}/../log/mdltrc
（%VBROKER_ADM%¥..¥log¥mdltrc）
14



2.　ORBのトラブルシュート機能
注※ 1
付加名称を次の表に示します。

　
出力ディレクトリの絶対パスの長さが，210 - (<実行形式ファイル名称の長さ（Java ORBの場
合 10）>)を超えると，付加名称が付加されない場合やファイル出力に失敗する場合がありま
す。

注※ 2
時刻情報は，ファイルが作成された時刻です。YYYYMMDDHHMMSS形式で付加されます。

モジュールトレース情報は，バッファの上限サイズまで出力されたあと，ラップアラウ
ンドします。上限サイズは，環境変数HVI_MTRENTRYCOUNTで変更できます。

ファイ
ル名

<付加名称※ 1>.<プロセス ID>.<時刻情報※
2>.mdl.dat
• 付加名称
デーモンまたはコマンドの場合だけ，付加
されます。

• 時刻情報
環境変数 HVI_TRACEFILENAME_TOD
で付加するかどうかを設定できます。

<実行形式ファイル名称 >.<プロセス ID>.<
時刻情報※ 2>.mdl.dat
• 時刻情報
環境変数 HVI_TRACEFILENAME_TOD
で付加するかどうかを設定できます。

また，UNIXでは，次に示すファイル名の場
合があります。
unknown.<プロセス ID>.mdl.dat
次の場合だけです。
• ORB_init()の引数 argcに "0"を指定する
• ORB_init()の引数 argvに "NULL"を指定
する

• argv[0]に "NULL"を指定する
• argv[0]にハイフン（"-"）を指定する

作成タ
イミン
グ

Windows
• ネーミングサービスを含むデーモン，
またはコマンドの場合
プロセス起動時

• アプリケーションの場合
プロセスで最初に ORB.init()を発行
したとき

UNIX
プロセス終了時

Windows
プロセス起動時

UNIX
プロセス終了時

デーモンまたはコマンド 付加名称

osagent osagent

ネーミングサービス nameserv

osfind osfind

ゲートキーパー（Windowsまたは Solaris） gatekeeper

irep irep

項目名 ORBの種類

Java ORB C++ ORB
15



2.　ORBのトラブルシュート機能
ファイルは，環境変数 HVI_MTRFILECOUNTで指定した値（例えば n個とする）を最
大数として生成され，更新時刻の古いものから順に削除します。ただし，削除しようと
したモジュールトレースの出力ファイルが使用中の場合は，使用者がいなくなるまでそ
のファイルは存在します。そのため，n個以上の出力ファイルが存在することもありま
す。

2.2.2　エラーログ（出力ディレクトリとファイル名）
ここでは，エラーログの出力ディレクトリとファイル名について説明します。

エラーログは次の表のとおりに作成されます。

表 2-2　エラーログ（出力ディレクトリとファイル名の一覧）

エラーログの出力ファイルは，出力ディレクトリごとに二つ作成し，スワップさせなが
ら使用します。一つのファイルの上限サイズは定義句 HVI_ORBLOG_SIZEで指定でき
ます。最後にエラーログを出力したあとのエラーログの出力ファイルのサイズが定義句
HVI_ORBLOG_SIZEの指定値を超えた場合にスワップします。

2.2.3　通信トレース（出力ディレクトリとファイル名）
ここでは，通信トレースの出力ディレクトリ，ファイル名，および出力タイミングにつ
いて説明します。

通信トレースのファイルはプロセスごとに次の表のとおりに作成されます。

表 2-3　通信トレース（出力ディレクトリとファイル名の一覧）

項目名 説明

出力ディレクトリ ${VBROKER_ADM}/../logj
（%VBROKER_ADM%¥..¥logj）

ファイル名 • hvilogj1.txt
• hvilogj2.txt

項目
名

ORBの種類

Java ORB C++ ORB

出力
ディ
レク
トリ

${VBROKER_ADM}/../logj/comtrc
（%VBROKER_ADM%¥..¥logj¥comtrc）

${VBROKER_ADM}/../log/comtrc
（%VBROKER_ADM%¥..¥log¥comtrc）
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2.　ORBのトラブルシュート機能
注※ 1
付加名称を次の表に示します。

　
出力ディレクトリの絶対パスの長さが，210 - (<実行形式ファイル名称の長さ（Java ORBの場
合 1）>)を超えると，上記名称が付加されない場合や出力に失敗する場合があります。

注※ 2
時刻情報は，ファイルが作成された時刻です。YYYYMMDDHHMMSS形式で付加されます。

通信トレース情報はファイルの上限サイズまで出力されたあと，ラップアラウンドしま
す。上限サイズは，環境変数HVI_COMTENTRYCOUNTで変更できます。

ファイルは，環境変数HVI_COMTFILECOUNTで指定した値（例えば n個とする）を
上限として生成され，更新時刻の古いものから順に削除します。ただし，削除しようと

ファ
イル
名

<付加名称※ 1>.<プロセス ID>.<時刻情報
※ 2>.comt.dat
• 付加名称
デーモンまたはコマンドの場合だけ，付
加されます。

• 時刻情報
環境変数
HVI_TRACEFILENAME_TODで付加
するかどうかを設定できます。

<実行形式ファイル名称 >.<プロセス ID>.<時
刻情報※ 2>.comt.dat
• 時刻情報
環境変数 HVI_TRACEFILENAME_TODで
付加するかどうかを設定できます。

また，UNIXでは，次に示すファイル名になる
場合があります。
unknown.<プロセス ID>.comt.dat
次の場合だけです。
• ORB_init()の引数 argcに "0"を指定する
• ORB_init()の引数 argvに "NULL"を指定す
る

• argv[0]に "NULL"を指定する
• argv[0]にハイフン（"-"）を指定する

作成
タイ
ミン
グ

Windows
プロセスで最初に通信を行った時

UNIX
プロセスで最初に通信を行った時

Windows
プロセス起動時

UNIX
• osagentの場合
プロセス起動時

• アプリケーションの場合
プロセスで最初に CORBA::ORB_init()
を発行したとき

デーモンまたはコマンド 付加名称

osagent osagent

ネーミングサービス nameserv

osfind osfind

ゲートキーパー（Windowsまたは Solaris） gatekeeper

irep irep

項目
名

ORBの種類

Java ORB C++ ORB
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2.　ORBのトラブルシュート機能
したファイルが使用中の場合は，使用者がいなくなるまでファイルは存在します。その
ため，n個以上のファイルが存在することもあります。

2.2.4　メッセージログ（出力ディレクトリとファイル名）
ここでは，メッセージログの出力ディレクトリとファイル名について説明します。

メッセージログは次の表のとおりに作成されます。

表 2-4　メッセージログ（出力ディレクトリとファイル名の一覧）

メッセージログの出力ファイルは，出力ディレクトリごとに二つ作成し，スワップさせ
ながら使用します。一つのファイルの上限サイズは定義句 HVI_ORBMSGLOG_SIZEで
指定できます。メッセージが出力された場合，<ファイルへの出力済みサイズ > ＋ <出
力しようとするメッセージサイズ >が定義句 HVI_ORBMSGLOG_SIZEの指定値を超え
るときにスワップします。

2.2.5　バーボースログ（出力ディレクトリとファイル名）
ここでは，バーボースログの出力ディレクトリとファイル名について説明します。

バーボースログの出力ファイルは，osagentのプロセスごとに hvmgteeコマンドを使用
して作成されます。出力ディレクトリ，ファイル名を次の表に示します。

表 2-5　バーボースログ（出力ディレクトリとファイル名の一覧）

バーボースログの出力ファイルはプロセスごとに二つ作成され，スワップさせながら使
用します。ファイルの上限サイズは，定義句 HVI_GTEE_FILESIZEで指定できます。
最後にバーボースログを出力したあとの出力ファイルのサイズが，定義句
HVI_GTEE_FILESIZEの指定値を超えた場合，または，osagentに対して limitなどで
制限したファイルサイズを超えた場合にスワップします。

osagentが正常終了した場合，または SIGINT，もしくは SIGTERMを受信した場合，
hvmgteeコマンドは正常終了し，終了前に出力されていたログ（スワップしたファイル

項目名 説明

出力ディレクトリ ${VBROKER_ADM}/../logj
（%VBROKER_ADM%¥..¥logj）

ファイル名 • hvimsgj1.txt
• hvimsgj2.txt

項目名 説明

出力ディレクトリ ${VBROKER_ADM}/../log/hgttrc

ファイル名 • osagent.<プロセス ID>.hgt1.log
• osagent.<プロセス ID>.hgt2.log
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2.　ORBのトラブルシュート機能
も含む）は，compressコマンドを使用して圧縮されます。圧縮されたファイルは，ファ
イル名が <hvmgteeコマンドが出力したファイル名 >.Zに変更されます。また，圧縮後
のファイル名と同じファイルが同一ディレクトリに存在した場合はそのファイルを上書
きします。定義句HVI_GTEE_LOGPRESSで，ファイルを圧縮するかどうかを指定で
きます。

定義句については，「2.9.5　バーボースログ（定義句）」を参照してください。

なお，バーボースログの出力ファイルは，デフォルトで 4個まで作成されます。
hvmgteeコマンドが自動起動されたときに，最初のスワップ処理実行時に作成するファ
イル数も含めて，更新日付の古いものからログファイルを削除します。また，圧縮され
たログファイルも個数管理の対象となります。ただし，新規作成するファイル名称と同
一のファイルが存在する場合（圧縮後のファイル名称も含む），個数管理の対象からは除
外されます。出力ファイル数は定義句HVI_GTEE_FILECOUNTで変更できます。

2.2.6　スタックトレース（出力ディレクトリとファイル名）
ここでは，スタックトレースの出力ディレクトリ，ファイル名，および出力タイミング
について説明します。

スタックトレースは次の表のとおりに作成されます。

表 2-6　スタックトレース（出力ディレクトリとファイル名の一覧）

ファイルは，環境変数HVI_STKFILECOUNTで指定した値（例えば n個とする）を上
限として生成され，スワップさせながら使用します。

2.2.7　ネーミングサービス名前空間情報ログ（出力ディレク
トリとファイル名）

ここでは，ネーミングサービス名前空間情報ログの出力ディレクトリ，ファイル名，お
よび作成タイミングについて説明します。

ネーミングサービス名前空間情報ログはプロセスごとに次の表のとおりに作成されます。

項目名 説明

出力ディレクトリ %VBROKER_ADM%¥..¥log¥stktrc

ファイル名 visstk1.log
・
・
・
visstk<XXX>.log
（XXX：ファイルカウント）

作成タイミング 例外発生時
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2.　ORBのトラブルシュート機能
表 2-7　ネーミングサービス名前空間情報ログ（出力ディレクトリとファイル名の一覧）

注※
時刻情報は，ファイルが作成された時刻です。YYYYMMDDHHMMSS形式で付加されます。

出力ディレクトリの絶対パスの長さが 210を超えると，出力に失敗する場合があります
ので注意してください。

ファイルはネーミングサービスのプロセスごとに最大で二つ作成し，スワップさせなが
ら使用します。一つのファイルの上限サイズは定義句 HVI_NAMELOGFILESIZEに
よって指定できます。ログを出力する場合にログファイルのサイズがこの設定値を超え
ているときには，もう一つのファイルにスワップします。

ファイルは，環境変数 HVI_NAMELOGFILECOUNTで指定した値（例えば n個とす
る）のプロセス数分，出力ディレクトリ下に保持されます。ネーミングサービスでは一
つのプロセス当たりに，最大で二つのログファイルを作成できますので，最大で n× 2
個のファイルを保持します。新規にログファイルを作成する場合に指定値を超えている
ときには，更新時刻の古いものから順に削除します。ただし，削除しようとしたファイ
ルが使用中の場合は，使用者がいなくなるまでファイルは存在します。そのため，n× 2
個以上のファイルが存在することもあります。

項目名 説明

出力ディレ
クトリ

${VBROKER_ADM}/../logj/namelog
（%VBROKER_ADM%¥..¥logj¥namelog）

ファイル名 • namelog1.<プロセス ID>.<時刻情報※ >.txt
• namelog2.<プロセス ID>.<時刻情報※ >.txt

時刻情報は，環境変数 HVI_TRACEFILENAME_TODで付加するかどうかを設定でき
ます。

作成タイミ
ング

ネーミングサービスに対して，最初にコンテキストやオブジェクトの登録処理を行った
とき
20



2.　ORBのトラブルシュート機能
2.3　システム例外のマイナーコード
この節では，システム例外のマイナーコードについて説明します。

TPBrokerで発生するシステム例外に設定されるマイナーコードを次に示します。

• 一意な値のマイナーコード
発生個所，要因ごとに一意な値が割り当てられています。そのため，このマイナー
コードの値を基にして，例外が発生することになった要因と発生個所を特定すること
ができ，問題の絞り込みに有効です。

• 標準のマイナーコード
OMGが規定しています。

環境変数で一意な値のマイナーコードだけか，または両方のマイナーコードを使用する
かどうかを設定できます。詳細は，「2.8.7　システム例外のマイナーコード（環境変数）」
を参照してください。
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2.　ORBのトラブルシュート機能
2.4　環境設定
この節では，ORBトラブルシュート機能の環境設定について説明します。

環境設定の流れを次の図で示します。詳細は 2.5以降を参照してください。

図 2-2　環境設定の流れ

設定できる値
TPBrokerの ORBトラブルシュート機能では，環境変数，定義句，およびプロパ
ティで詳細な設定ができますが，項目によって設定できる値が異なります。事前に
次の表で確認してください。

表 2-8　項目ごとの設定方法

項目 設定できる値

環境変数 定義句 プロパティ

モジュールトレース ○ × ○

エラーログ × ○ ×

通信トレース ○ × ○

メッセージログ ○※ ○ ○※

バーボースログ × ○ ×

スタックトレース ○ × ○
22



2.　ORBのトラブルシュート機能
（凡例）　○：設定できる　×：設定できない
注※　イベントビューアのアプリケーションログ（Windows），および syslog（UNIX）に関するこ
とだけが設定できます。

設定した値の優先順位
環境変数とプロパティは同時に設定できます。同時に設定した場合の優先順位につ
いて次に示します。
トレース共通環境変数 < 環境変数 < プロパティ
定義句を設定する場合の優先順位を次に示します。
トレース共通環境変数 < 定義句

ネーミングサービス名前空間情報
ログ

○ × ○

マイナーコード ○ × ○

項目 設定できる値

環境変数 定義句 プロパティ
23



2.　ORBのトラブルシュート機能
2.5　TPBrokerの基本的な設定

この節では，TPBrokerの基本的な設定について説明します。

ORBのトラブルシュート機能を使用する前に，TPBrokerの基本的な設定については完
了しておいてください。

なお，環境変数 VBROKER_ADMに設定する値が，デフォルトのトラブルシュートファ
イルの出力ディレクトリになります。環境変数 VBROKER_ADMについては，マニュア
ル「TPBroker ユーザーズガイド」を参照してください。
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2.6　出力ディレクトリの作成
この節では，出力ディレクトリの作成について説明します。

ユーザが出力ディレクトリを指定する場合，ファイルを出力するディレクトリを作成し
ます。ディレクトリを作成するときの注意については，「2.7.2(1)　HVI_TRACEPATH」
を参照してください。作成したディレクトリのパスを環境変数HVI_TRACEPATHに設
定することで，出力ディレクトリを指定できます。

デフォルトの出力ディレクトリを使用する場合には，この手順は不要です。
25



2.　ORBのトラブルシュート機能
2.7　トレース共通環境変数の設定
この節では，トレース共通環境変数の設定について説明します。

トレース共通環境変数では，すべてのトラブルシュートファイルに共通の設定をします。
必要に応じて設定してください。

2.7.1　トレース共通環境変数の一覧
トレース共通環境変数を次の表に示します。

表 2-9　トレース共通環境変数の一覧

（凡例）　－：説明なし

2.7.2　トレース共通環境変数
トレース共通環境変数の詳細について説明します。

（1） HVI_TRACEPATH

（Windows）　～ <1バイト～ 210バイト以下のパス名 >

（UNIX）　～ <1バイト～ 980バイト以下のパス名 >

次に示すトラブルシュートファイルの出力先を絶対パスで設定します。

• モジュールトレース
• 通信トレース
• エラーログ
• メッセージログ
• スタックトレース

項番 環境変数 説明 備考

1 HVI_TRACEPATH 次に示すトラブルシュートファイルの出力ディレク
トリを設定します。
• モジュールトレース
• 通信トレース
• エラーログ
• メッセージログ
• スタックトレース
• バーボースログ
• ネーミングサービス名前空間情報ログ

－

2 HVI_TRACEFILE
NAME_TOD

モジュールトレース，通信トレース，およびネーミ
ングサービス名前空間情報ログの出力ファイル名に
時刻情報を付加するかどうかを指定します。

－

3 HVI_MAPFILEINI
T

出力ディレクトリの領域の初期化処理を実施するか
どうかを指定します。

UNIX限定
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2.　ORBのトラブルシュート機能
• バーボースログ
• ネーミングサービス名前空間情報ログ

各トラブルシュートファイルは，Java ORBでは ${VBROKER_ADM}/../logj
（%VBROKER_ADM%¥..¥logj），C++ ORBでは ${VBROKER_ADM}/../log
（%VBROKER_ADM%¥..¥log）に出力されますが，この環境変数を指定することで，環
境変数 VBROKER_ADMで指定されるディレクトリと異なるディレクトリに出力先を変
更することができます。

なお，設定するディレクトリは，次の条件を満たしている必要があります。

• 指定したディレクトリのパスの長さが，Windowsでは 1～ 210バイト，UNIXでは 1
～ 980バイトの範囲内である。

• 指定されたディレクトリが存在する（C++ ORBだけ）。
ディレクトリの作成例を示します。
• Windows

mkdir %HVI_TRACEPATH%
• UNIX

mkdir $HVI_TRACEPATH

• 次に示すディレクトリにファイル作成，読み取り，および書き込み権限がある。
• Windows

%HVI_TRACEPATH%
%HVI_TRACEPATH%¥comtrc
%HVI_TRACEPATH%¥stktrc
%HVI_TRACEPATH%¥mdltrc
%HVI_TRACEPATH%¥namelog

• UNIX
$HVI_TRACEPATH
$HVI_TRACEPATH/comtrc
$HVI_TRACEPATH/mdltrc
$HVI_TRACEPATH/hgttrc
$HVI_TRACEPATH/namelog

注意事項
• 環境変数 HVI_TRACEPATHが設定されていない，または指定したパスの長さが

Windowsでは 1～ 210バイト，UNIXでは 1～ 980バイトの範囲にない場合，
Java ORBでは ${VBROKER_ADM}/../logj（%VBROKER_ADM%¥..¥logj），
C++ ORBでは ${VBROKER_ADM}/../log（%VBROKER_ADM%¥..¥log）を出力
ディレクトリに設定します。
ただし，設定した出力ディレクトリのパスの長さが範囲外の場合は，トラブル
シュートファイルは出力されません。

• 環境変数 HVI_TRACEPATHで指定されたディレクトリが同じ環境で，Java 
ORBおよび C++ ORBのアプリケーションを混在して使用すると，トラブル
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2.　ORBのトラブルシュート機能
シュートファイルがすべて同じディレクトリに出力されます。Java ORBのファ
イル数の上限はディレクトリ単位であることから，Java ORBおよび C++ ORBで
出力されるファイルを合わせた数が上限となります。
そのため，Java ORBのアプリケーション実行時にファイル数の上限を超えると，
C++ ORBのトラブルシュートファイルが古いファイルとして削除されるおそれが
あります。

（2） HVI_TRACEFILENAME_TOD

（Java ORB）　～ <文字列 > { true|false|Y|N } <<true>>

（C++ ORB ）　～ <文字列 > { true|false } <<false>>

通信トレース，モジュールトレース，およびネーミングサービス名前空間情報ログの出
力ファイル名に時刻情報を付加するかどうかを設定します。付加する時刻情報は，トラ
ブルシュートファイルを作成した時刻（YYYYMMDDHHMMSS形式）です。

• true|Y
ファイル名に時刻情報を付加します。ファイル名は次のとおりになります。
•「<付加名称 >.<プロセス ID>.<時刻情報 >.<xxx>.dat」（Java ORB）
•「<実行形式ファイル名称 >.<プロセス ID>.<時刻情報 >.<xxx>.dat」（C++ ORB）
•「namelog1.<プロセス ID>.<時刻情報 >.txt」または「namelog2.<プロセス ID>.<
時刻情報 >.txt」（ネーミングサービス名前空間情報ログ）

• false|N
ファイル名に時刻情報を付加しません。ファイル名は次のとおりになります。
•「<付加名称 >.<プロセス ID>.<xxx>.dat」（Java ORB）
•「<実行形式ファイル名称 >.<プロセス ID>.<xxx>.dat」（C++ ORB）
•「namelog1.<プロセス ID>.txt」または「namelog2.<プロセス ID>.txt」（ネーミン
グサービス名前空間情報ログ）

上記のフォーマットで，xxxは，モジュールトレースの場合はmdl，通信トレースの場
合は comtです。

また，トラブルシュートファイルの削除管理対象は，設定されたフォーマットの形式が
"true"の場合は時刻情報を付加した形式のファイル，"false"の場合は時刻情報を付加し
ていない形式のファイルに対して有効になります。

Java ORBでは，"Y"または "N"で設定することもできます。

注意事項
指定範囲外の値を設定した場合は，デフォルト値が設定されます。

（3） HVI_MAPFILEINIT（UNIXだけ）

（UNIX）～ <文字列 > { true|false } <<false>>
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出力ディレクトリの領域の初期化処理を実施するかどうかを指定します。

• true
ファイル作成時の初期化処理を実施します。

• false
ファイル作成時の初期化処理を実施しません。

ファイル作成時の初期化処理を実施しない（"false"を設定した）場合，トラブルシュー
トファイルへの情報出力時にディスク不足などが発生すると，アプリケーション実行時
の予期しないタイミングでプロセスが強制終了されます。

"true"を指定することで，アプリケーションが該当プロセスで初回に発行する
CORBA::ORB_init()または org.omg.CORBA.ORB.init()で，ファイル作成時の初期処理
を実施し，この時点でディスク不足などが発生するとプロセスが強制終了されるように
なります。そのため，予期しないタイミングでプロセスが強制終了することを防止でき
ます。

注意事項
• トレース取得エントリ数によっては，初回に発行する CORBA::ORB_init()または

org.omg.CORBA.ORB.init()のレスポンスが悪くなる場合があります。
• この機能によって，アプリケーションが強制終了した場合は，トラブルシュート
ファイルを取得するために必要なディスクの空き容量を確保してください。
ディスクの空き容量については，「2.12.2　ディスク占有量」を参照してください。

• 指定範囲外の値を設定した場合は，デフォルト値が設定されます。
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2.8　環境変数の設定
この節では，環境変数の設定について説明します。

環境変数では，トラブルシュートファイルごとに個別に設定します。必要に応じて設定
してください。

2.8.1　環境変数の一覧
環境変数の一覧を次の表に示します。環境変数の詳細は，2.8.2以降で説明します。

表 2-10　環境変数の一覧（ORBのトラブルシュート機能）

項番 環境変数 説明 サポート言語 備考

Java 
ORB

C++ 
ORB

1 HVI_MDLT
RACE

モジュールトレースを取得するかどうかを設
定します。

○ ○ －

2 HVI_MTRE
NTRYCOUN
T

モジュールトレースの出力ファイルのエント
リ数の上限値を設定します。

○ ○ －

3 HVI_MTRFI
LECOUNT

モジュールトレースの出力ディレクトリに作
成するファイル数の上限値を設定します。

○ ○ －

4 HVI_COMT
RACE

通信トレースを取得するかどうかを設定しま
す。

○ ○ －

5 HVI_COMT
ENTRYCOU
NT

通信トレースの出力ファイルのエントリ数の
上限値を設定します。

○ ○ －

6 HVI_COMT
FILECOUN
T

通信トレースの出力ディレクトリに作成する
ファイル数の上限値を設定します。

○ ○ －

7 HVI_COMT
TELEGSIZE

取得する通信電文のサイズを設定します。 ○ ○ －

8 HVI_MSGL
OG_OUTPU
T

メッセージログの出力先を設定します。 ○ × osagent
にも設定
可能

9 HVI_MSGL
OG_CONSO
LE

syslogへの出力に失敗した場合に，メッセー
ジを強制的にコンソールへ出力するかどうか
を設定します。

○ × UNIX限
定

10 HVI_MSGL
OG_LEVEL

出力するメッセージのメッセージレベルを設
定します。

○ ○ －

11 HVI_MSGL
OG_SECURI
TY

セキュリティにかかわる情報のメッセージ出
力を抑止するかどうかを設定します。

○ ○ －
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（凡例）　○：サポート　×：未サポート　－：説明なし

2.8.2　モジュールトレース（環境変数）
モジュールトレースに関する環境変数の詳細について説明します。

（1） HVI_MDLTRACE

～ <文字列 > { true|false|Y|N } <<true>>

12 HVI_MSGL
OG_NO_PE
RMISSION

出力を抑止したいメッセージのメッセージ ID
を設定します。

× × osagent
限定

13 HVI_STKTR
ACE

スタックトレースを取得するかどうかを設定
します。

× ○ 32ビッ
ト用
Windows
（（Visual 
Studio 
2005）版
は除く）
限定

14 HVI_STKFI
LECOUNT

スタックトレースの出力ファイル数の最大値
を設定します。

× ○ 32ビッ
ト用
Windows
（（Visual 
Studio 
2005）版
は除く）
限定

15 HVI_NAME
LOGOUTPU
T

ネーミングサービス名前空間情報ログを取得
するかどうかを設定します。

○ ○ ネーミン
グサービ
ス限定

16 HVI_NAME
LOGFILESI
ZE

ネーミングサービス名前空間情報ログの出力
ファイルのサイズを設定します。

○ ○ ネーミン
グサービ
ス限定

17 HVI_NAME
LOGFILEC
OUNT

ネーミングサービス名前空間情報ログの出力
ディレクトリ下に保持するログのプロセス数
を設定します。

○ × ネーミン
グサービ
ス限定

18 HVI_NAME
LOGSNAPS
HOTINTER
VAL

出力ファイルにネーミングサービス名前空間
情報ログのスナップショットを出力する間隔
を設定します。

○ ○ ネーミン
グサービ
ス限定

19 HVI_OMGV
MCID

システム例外発生時に OMGが規定するマイ
ナーコードを使用するかどうかを設定します。

× ○ －

項番 環境変数 説明 サポート言語 備考

Java 
ORB

C++ 
ORB
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モジュールトレースを取得するかどうかを設定します。

• true|Y
モジュールトレースを取得します。

• false|N
モジュールトレースを取得しません。

設定値 "Y"および "N"は，下位バージョンの ORBとの共通環境を実現するために使用で
きますが，設定値 "true"および "false"の使用を推奨します。

注意事項
指定範囲外の値を設定した場合は，デフォルト値が設定されます。

使用言語
Java ORB，C++ ORB

（2） HVI_MTRENTRYCOUNT

（32ビット用 OS）　～ <符号なし整数 > ((10～ 30000000)) <<5000>>

（64ビット用 OS）　～ <符号なし整数 > ((10～ 30000000)) <<10000>>

モジュールトレースの出力ファイルのエントリ数の上限値を設定します。

注意事項
指定範囲外の値を設定した場合は，デフォルト値が設定されます。

使用言語
Java ORB，C++ ORB

（3） HVI_MTRFILECOUNT

（Java ORB） ～ <符号なし整数 > ((1～ 256)) <<15>>
モジュールトレースの出力ディレクトリ（${VBROKER_ADM}/../logj/mdltrc
（%VBROKER_ADM%¥..¥logj¥mdltrc））に作成するファイル数の上限値を設定し
ます。同時に実行する ORBアプリケーション数以上の値にしてください。

（C++ ORB） ～ <符号なし整数 > ((1～ 256)) <<10>>
モジュールトレースの出力ディレクトリ（${VBROKER_ADM}/../log/mdltrc
（%VBROKER_ADM%¥..¥log¥mdltrc））に作成するファイル数の上限値を設定し
ます。

注意事項
指定範囲外の値を設定した場合は，デフォルト値が設定されます。

使用言語
Java ORB，C++ ORB
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2.8.3　通信トレース（環境変数）
通信トレースに関する環境変数の詳細について説明します。

（1） HVI_COMTRACE

～ <文字列 > { true|false|Y|N } <<true>>

通信トレースを取得するかどうかを設定します。

• true|Y
通信トレースを取得します。

• false|N
通信トレースを取得しません。

設定値 "Y"および "N"は，下位バージョンの ORBとの共通環境を実現するために使用で
きますが，設定値 "true"および "false"の使用を推奨します。

注意事項
指定範囲外の値を設定した場合は，デフォルト値が設定されます。

使用言語
Java ORB，C++ ORB

（2） HVI_COMTENTRYCOUNT

～ <符号なし整数 > ((100～ 30000000)) <<20000>>

通信トレースの出力ファイルのエントリ数の上限値を設定します。

注意事項
指定範囲外の値を設定した場合は，デフォルト値が設定されます。

使用言語
Java ORB，C++ ORB

（3） HVI_COMTFILECOUNT

（Java ORB） ～ <符号なし整数 > ((1～ 256)) <<15>>
通信トレースの出力ディレクトリ（${VBROKER_ADM}/../logj/comtrc
（%VBROKER_ADM%¥..¥logj¥comtrc））に，実行形式ファイルごとに作成する
ファイルの上限値を設定します。新規にファイルを作成する場合にこの設定値を超
えているときには，更新時刻の古いものから削除します。同時に実行する ORBアプ
リケーション数以上の値にしてください。

（C++ ORB） ～ <符号なし整数 > ((1～ 256)) <<10>>
通信トレースの出力ディレクトリ（${VBROKER_ADM}/../log/comtrc
（%VBROKER_ADM%¥..¥log¥comtrc））に，実行形式ファイルごとに作成する
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ファイルの上限値を設定します。新規にファイルを作成する場合にこの設定値を超
えているときには，更新時刻の古いものから削除します。

注意事項
指定範囲外の値を設定した場合は，デフォルト値が設定されます。

使用言語
Java ORB，C++ ORB

（4） HVI_COMTTELEGSIZE

（Java ORB） ～ <符号なし整数 > ((0～ 1000000)) <<512>>（単位：バイト）
取得する通信電文のサイズを設定します。"0"を設定した場合は通信電文を取得しま
せん。

注意事項
指定範囲外の値を設定した場合，または次の条件を満たす値を設定した場合は，
デフォルト値が設定されます。
• 32ビット用 OSの場合

<環境変数 HVI_COMTTELEGSIZEの設定値 > > ｛(<環境変数
HVI_COMTENTRYCOUNTの設定値 > - 10)× 32｝

• 64ビット用 OSの場合
<環境変数 HVI_COMTTELEGSIZEの設定値 > > ｛(<環境変数
HVI_COMTENTRYCOUNTの設定値 > - 10)× 40｝

（C++ ORB） ～ <符号なし整数 > ((0～ 1000000)) <<528>>（単位：バイト）
取得する通信電文のサイズを設定します。"0"を設定した場合は通信電文を取得しま
せん。

注意事項
指定範囲外の値を設定した場合，または次の条件を満たす値を設定した場合は，
デフォルト値が設定されます。
<環境変数 HVI_COMTTELEGSIZEの設定値 > > ｛(<環境変数
HVI_COMTENTRYCOUNTの設定値 > - 10)× 24｝

使用言語
Java ORB，C++ ORB

2.8.4　メッセージログ（環境変数）
メッセージログに関する環境変数の詳細について説明します。

（1） HVI_MSGLOG_OUTPUT

（osagent）　～ <文字列 > { ALL|NONE } <<ALL>>

（Java ORB）　～ <文字列 > { ALL|MSGLOG|NONE } <<ALL>>
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メッセージログの出力先を設定します。

• ALL
イベントビューアのアプリケーションログ（Windows），syslog（UNIX），および
メッセージログへメッセージを出力します。

• MSGLOG
メッセージログにだけメッセージを出力し，イベントビューアのアプリケーションロ
グ（Windows）または syslog（UNIX）にはメッセージを出力しません。この設定文
字列は Java ORBにだけ有効です。

• NONE
メッセージを出力しません。

注意事項
設定文字列以外の値を設定した場合は，デフォルト値が設定されます。

使用言語
Java ORB，osagent

（2） HVI_MSGLOG_CONSOLE（UNIX版 Java ORBだけ）

～ <文字列 > { true|false } <<true>>

syslogへの出力に失敗した場合に，メッセージを強制的にコンソールへ出力するかどう
かを設定します。

• true
syslogへの出力に失敗した場合，メッセージを強制的にコンソールへ出力します。

• false
syslogへの出力に失敗した場合，メッセージを出力しません。

注意事項
設定文字列以外の値を設定した場合は，デフォルト値が設定されます。

使用言語
Java ORB（UNIX）限定

（3） HVI_MSGLOG_LEVEL

～ <符号なし整数 > { ERR|WARNING|INFO } <<INFO>>

出力するメッセージのメッセージレベルを設定します。各メッセージのレベルについて
は，「8.2　KFCB91000～ KFCB91999のメッセージ」を参照してください。

• ERR
メッセージレベル E（Error）のメッセージだけを出力します。

• WARNING
メッセージレベル E（Error）およびメッセージレベルW（Warning）のメッセージ
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を出力します。
• INFO
すべてのメッセージを出力します。

注意事項
設定値以外の値を設定した場合は，デフォルト値が設定されます。

使用言語
Java ORB，C++ ORB

（4） HVI_MSGLOG_SECURITY

～ <文字列 > { true|false } <<false>>

セキュリティにかかわる情報のメッセージ出力を抑止するかどうかを設定します。セ
キュリティにかかわる情報とは，ポート番号などを指します。

• true
セキュリティにかかわる情報のメッセージ出力を抑止します。

• false
セキュリティにかかわる情報のメッセージを出力します。

注意事項
設定文字列以外の値を設定した場合は，デフォルト値が設定されます。

使用言語
Java ORB，C++ ORB

（5） HVI_MSGLOG_NO_PERMISSION（osagentだけ）

～ <文字列または -1> { メッセージ ID|-1 } <<KFCB92006>>

出力を抑止したいメッセージのメッセージ IDを設定します。

メッセージプリフィックス ID（KFCB）およびメッセージ番号で構成されているメッ
セージ IDを設定することで，設定したメッセージ IDのメッセージ出力を抑止できま
す。

• メッセージ ID
設定したメッセージ IDのメッセージ出力を抑止します。
複数のメッセージ IDを設定する場合は ","で区切って設定してください。

• -1
すべてのメッセージが出力されます。

注事事項
KFCB以外のメッセージプリフィックス IDなど，不正な値を設定した場合は，デ
フォルト値が設定されます。
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使用言語
osagent限定

2.8.5　スタックトレース（環境変数）
スタックトレースに関する環境変数の詳細について説明します。

（1） HVI_STKTRACE

～ <文字列 > { true|false } <<true>>

スタックトレースを取得するかどうかを設定します。

• true
スタックトレースを取得します。

• false
スタックトレースを取得しません。

注意事項
指定範囲外の値を設定した場合は，デフォルト値が設定されます。

使用言語
C++ ORB（32ビット用Windows（（Visual Studio 2005）版は除く））限定

（2） HVI_STKFILECOUNT

～ <符号なし整数 >((1～ 50000)) <<2000>>

スタックトレース情報の出力ファイル数の最大値を設定します。

使用言語
C++ ORB（32ビット用Windows（（Visual Studio 2005）版は除く））限定

2.8.6　ネーミングサービス名前空間情報ログ（環境変数）
ネーミングサービス名前空間情報ログに関する環境変数の詳細について説明します。

（1） HVI_NAMELOGOUTPUT

～ <文字列 > { ALL|REQUEST|NONE } <<ALL>>

ネーミングサービス名前空間情報ログを取得するかどうかを設定します。

• ALL
ネーミングサービス名前空間情報ログを取得します。ネーミングサービスへの要求時
のログと定期出力のログを取得します。

• REQUEST
ネーミングサービス名前空間情報ログを取得します。ネーミングサービスへの要求時
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のログだけ取得します。
• NONE
ネーミングサービス名前空間情報ログを取得しません。

注意事項
指定範囲外の値を設定した場合は，デフォルト値が設定されます。

使用言語
Java ORB（ネーミングサービス限定），C++ ORB（ネーミングサービス限定）

（2） HVI_NAMELOGFILESIZE

～ <符号なし整数 >((8388608～ 1073741824)) <<8388608>>（単位：バイト）

ネーミングサービス名前空間情報ログの出力ファイルのサイズを設定します。ログを出
力する場合にログファイルのサイズがこの設定値を超えているときには，もう一つの
ファイルへスワップします。

注意事項
指定範囲外の値，または無効な値を設定した場合は，デフォルト値が設定されます。

使用言語
Java ORB（ネーミングサービス限定），C++ ORB（ネーミングサービス限定）

（3） HVI_NAMELOGFILECOUNT

～ <符号なし整数 >((1～ 256)) <<5>>

ネーミングサービス名前空間情報ログの出力ディレクトリ（${VBROKER_ADM}/../logj/
namelog（%VBROKER_ADM%¥..¥logj¥namelog））下に，何プロセス数分のネーミン
グサービス名前空間情報ログファイルを保持するかを設定します。新規にログファイル
を作成する場合にこの設定値を超えているときには，更新時刻の古いプロセスのログ
ファイルから削除します。

ログファイルはプロセス IDごとに二つ生成され，これらを二つで一組として処理するた
め，設定値の 2倍のファイル数が生成されることがあります。

また，削除しようとしたファイルが使用中の場合，使用者がいなくなるまでファイルは
存在するため，設定値の 2倍より多くのファイルが存在することもあります。

注意事項
指定範囲外の値，または無効な値を設定した場合は，デフォルト値が設定されます。

使用言語
Java ORB（ネーミングサービス限定）

（4） HVI_NAMELOGSNAPSHOTINTERVAL

～ <符号なし整数 >((30～ 86400)) <<600>>（単位：秒）
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出力ファイルにネーミングサービス名前空間情報ログのスナップショットを出力する間
隔を設定します。

スナップショットは，前回スナップショットを出力してからネーミングサービス名前空
間情報ログに更新があった場合に出力されます。ネーミングサービス名前空間情報ログ
に更新がない場合，スナップショットは出力されません。

注意事項
指定範囲外の値，または無効な値を設定された場合は，デフォルト値が設定されま
す。

使用言語
Java ORB（ネーミングサービス限定），C++ ORB（ネーミングサービス限定）

2.8.7　システム例外のマイナーコード（環境変数）
システム例外のマイナーコードに関する環境変数の詳細について説明します。

（1） HVI_OMGVMCID

～ <文字列 > { true|false } <<false>>

システム例外発生時に OMGが規定するマイナーコードを使用するかどうかを設定しま
す。

• true
OMGが規定するマイナーコードを使用します。

• false
OMGが規定するマイナーコードを使用しません。

環境変数の値とシステム例外に設定されるマイナーコードの対応を次の表に示します。

表 2-11　環境変数とマイナーコードの対応

注意事項
指定範囲外の値を設定した場合は，デフォルト値が設定されます。

使用言語
C++ ORB限定

HVI_OMGVMCIDの
設定値

OMGがマイナーコードを規定してい
る例外

OMGがマイナーコードを規定してい
ない例外

true OMGが規定するマイナーコードを使
用します。

一意な値のマイナーコードを使用し
ます。

false（デフォルト） 一意な値のマイナーコードを使用しま
す。

一意な値のマイナーコードを使用し
ます。
39



2.　ORBのトラブルシュート機能
2.9　定義句の設定
この節では，定義句の設定について説明します。

定義句では，トラブルシュートファイルごとに個別に設定します。必要に応じて設定し
てください。

2.9.1　定義句の設定方法
定義句の設定方法について説明します。

定義ファイルに記述することで，定義句を設定します。次の手順で設定してください。

1. 定義ファイルの作成
定義ファイルに定義句を記述します。記述形式を次に示します。
set 定義句=この定義句に対する定義値

一つの定義は 1行で記述してください。改行文字を入れるなどして，2行以上にわ
たって記述しているものは無効となります。

2. 定義ファイルの格納
環境変数 VBROKER_ADMに設定されているディレクトリに，"HVIORB_DEF"ま
たは "HVMGTEE_DEF"の名称で定義ファイルを格納してください。

2.9.2　定義句の一覧
定義句の一覧を次の表に示します。定義句の詳細は，2.9.3以降で説明します。

表 2-12　定義句の一覧

（凡例）　○：サポート　×：未サポート　－：説明なし

項番 定義句 説明 サポート言語 備考

Java 
ORB

C++ 
ORB

1 HVI_ORBLOG_SI
ZE

エラーログの出力ファイルの上
限サイズを設定します。

○ × osagent以外
のコマンドに
も使用

2 HVI_ORBMSGLO
G_SIZE

メッセージログの出力ファイル
の上限サイズを設定します。

○ × －
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表 2-13　定義ファイル HVMGTEE_DEFに記述する定義句の一覧

（凡例）　○：サポート　×：未サポート　－：説明なし

2.9.3　エラーログ（定義句）
エラーログに関する定義句の詳細について説明します。

（1） HVI_ORBLOG_SIZE

～ <符号なし整数 > ((45000～ 1073741824)) <<45000>>（単位：バイト）

エラーログの出力ファイルの上限サイズを設定します。複数の同じプロセスが同じエ
ラーログファイルに出力するため，ほかのプロセス起動中にこの環境変数の設定値を変
更した場合，エラーログファイルが更新時間に関係なく削除されるおそれがあります。
そのため，すべてのプロセスを停止してから設定値を変更してください。

注意事項
指定範囲外の値を設定した場合は，デフォルト値が設定されます。

使用言語
Java ORB，osagent以外のコマンド

2.9.4　メッセージログ（定義句）
メッセージログに関する定義句の詳細について説明します。

項番 定義句 説明 サポート言語 備考

Java 
ORB

C++ 
ORB

1 HVI_GTEE_INTE
RVAL

hvmgteeコマンドの稼働中に定
義ファイルを読み取る間隔を設
定します。

○ ○ UNIX限定

2 HVI_GTEE_OUT
PUT

hvmgteeコマンドを経由した
データの画面出力，およびファ
イル出力をするかどうかを設定
します。

○ ○ UNIX限定

3 HVI_GTEE_FILE
SIZE

バーボーズログの出力ファイル
の上限サイズを設定します。

○ ○ UNIX限定

4 HVI_GTEE_LOG
PRESS

hvmgteeコマンドが正常終了し
たとき，または SIGINT，もし
くは SIGTERMを受信して終了
したときまでに，出力していた
ログファイルを圧縮するかどう
かを設定します。

○ ○ UNIX限定

5 HVI_GTEE_FILE
COUNT

同一モジュールのログファイル
数の上限値を設定します。

○ ○ UNIX限定
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（1） HVI_ORBMSGLOG_SIZE

～ <符号なし整数 > ((4096～ 16777216)) <<1048576>>（単位：バイト）

メッセージログの出力ファイルの上限サイズを設定します。複数の同じプロセスが同じ
メッセージログに出力するため，ほかのプロセス起動中にこの環境変数の設定値を変更
した場合，メッセージログファイルが更新時間に関係なく削除されるおそれがあります。
そのため，すべてのプロセスを停止してから設定値を変更してください。

注意事項
指定範囲外の値を設定した場合は，デフォルト値が設定されます。

使用言語
Java ORB限定

2.9.5　バーボースログ（定義句）
バーボースログに関する定義句の詳細について説明します。

（1） HVI_GTEE_INTERVAL

～ <符号なし整数 > ((0～ 14515200)) <<180>> （単位：秒）

hvmgteeコマンドの稼働中に定義ファイルを読み取る間隔を設定します。

"0"を設定した場合，定義ファイルは読み取りません。そのため，"0"を設定したあと再
び読み取りを有効にするためには，osagentの再起動が必要です。この設定値は，
hvmgteeコマンドの稼働中に変更できます。

使用言語
Java ORB（UNIX限定），C++ ORB（UNIX限定）

（2） HVI_GTEE_OUTPUT

～ <文字列 > { DISPLAY|FILE|ALL|OFF } <<FILE>>

hvmgteeコマンドを経由したデータの画面出力およびファイル出力をするかどうかを設
定します。この設定値は，hvmgteeコマンドの稼働中に変更できます。

• DISPLAY
画面出力だけを行い，ファイル出力を抑止します。

• FILE
画面出力を抑止し，ファイル出力だけを行います。

• ALL
画面出力およびファイル出力の両方を行います。

• OFF
画面出力およびファイル出力の両方を抑止します。
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使用言語
Java ORB（UNIX限定），C++ ORB（UNIX限定）

（3） HVI_GTEE_FILESIZE

～ <符号なし整数 > ((1～ 524288)) <<10240>>（単位：キロバイト）

バーボーズログの出力ファイルの上限サイズを設定します。

ファイルにログ出力されるときに，ファイルのサイズがチェックされます。そのときに，
すでにこの設定値を超えていると，もう一つのファイルにスワップします。

この設定値は，hvmgteeコマンドの稼働中に変更できます。

使用言語
Java ORB（UNIX限定），C++ ORB（UNIX限定）

（4） HVI_GTEE_LOGPRESS

～ <文字列 > { true|false|Y|N }  <<true>>

hvmgteeコマンドが正常終了したとき，または SIGINT，もしくは SIGTERMを受信し
て終了したときまでに，出力していたログファイルを圧縮するかどうかを設定します。
この設定値は，hvmgteeコマンドの稼働中に変更できます。

• true|Y
自動的に圧縮します。

• false|N
自動的に圧縮しません。

設定値 "Y"および "N"は，下位互換のために使用することはできますが，設定値 "true"
および "false"の使用を推奨します。

使用言語
Java ORB（UNIX限定），C++ ORB（UNIX限定）

（5） HVI_GTEE_FILECOUNT

～ <符号なし整数 > ((2～ 64)) <<4>>

同一モジュールのログファイル数の上限値を設定します。

ファイル数の上限値の変更は hvmgteeコマンドの起動時だけ有効とし，hvmgteeコマン
ドの稼働中の変更は無効となります。

使用言語
Java ORB（UNIX限定），C++ ORB（UNIX限定）
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2.10　プロパティの設定
この節では，プロパティの設定について，説明します。

環境変数に対応するプロパティを設定することで，環境変数と同じ設定ができます。プ
ロパティに設定できる値，および値の範囲は対応する環境変数と同じです。また，環境
変数とプロパティを同時に設定した場合は，プロパティの設定が有効となります。

設定できるプロパティは次のとおりです。

• トレースプロパティ
モジュールトレース，通信トレース，マイナーコード，およびバーボースログのプロ
パティです。

• マイナーコードプロパティ
システム例外のマイナーコードのプロパティです。

• メッセージログプロパティ
メッセージログのプロパティです。

2.10.1　プロパティの設定方法
使用している ORBに応じて，プロパティを設定します。

（1） プロパティの設定方法（Java ORB）

EJBクライアントアプリケーションの場合は JavaVMの起動オプション（システムプロ
パティ）に，Webコンテナサーバまたは J2EEサーバの場合は，usrconf.cfgファイルに
設定します。

（2） プロパティの設定方法（C++ ORB）

C++ ORBの場合のプロパティを設定する方法について説明します。

htc.propsファイルに記述することで，プロパティを設定します。htc.propsファイルは，
トレースプロパティ，マイナーコードプロパティ，およびメッセージログプロパティを
設定するためのプロパティファイルです。htc.propsファイルに設定したプロパティは，
ユーザプロセス，サーバプロセス，および osagentで有効です。

なお，トレースプロパティ，およびマイナーコードプロパティは htc.propsファイルだけ
で設定します。メッセージログプロパティはコマンドの引数で設定することもできます。
設定方法は，マニュアル「Borland Enterprise Server VisiBroker デベロッパーズガイ
ド」を参照してください。

なお，Linuxでは，htc.propsファイルを使用できません。

次の手順で設定してください。

1. htc.propsファイルの作成
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次に示す形式で記述します。
プロパティ名 =このプロパティに対する定義値
空白の行とコメント行（#で始まる行）は無視されます。
記述例を示します。
#trace property
vbroker.orb.htc.mtr.trace=true
vbroker.orb.htc.mtr.entryCount=5000

2. htc.propsファイルの格納
環境変数 VBROKER_ADMで設定されているディレクトリに，"htc.props"の名称
で，テキスト形式にして格納してください。

2.10.2　プロパティと環境変数の対応
プロパティとそれに対応する環境変数を次の表に示します。
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表 2-14　プロパティと環境変数の対応（ORBのトラブルシュート機能）

項番 種別 プロパティ 環境変数 サポート言語 備考

Java 
ORB

C++ 
ORB

1 トレースプ
ロパティ

vbroker.orb.htc.m
tr.trace

HVI_MDLTRAC
E

○ ○ －

2 vbroker.orb.htc.m
tr.entryCount

HVI_MTRENTR
YCOUNT

○ ○ －

3 vbroker.orb.htc.m
tr.fileCount

HVI_MTRFILEC
OUNT

○ ○ －

4 vbroker.orb.htc.c
omt.trace

HVI_COMTRAC
E

○ ○ －

5 vbroker.orb.htc.c
omt.entryCount

HVI_COMTENT
RYCOUNT

○ ○ －

6 vbroker.orb.htc.c
omt.fileCount

HVI_COMTFILE
COUNT

○ ○ －

7 vbroker.orb.htc.c
omt.telegSize

HVI_COMTTEL
EGSIZE

○ ○ －

8 vbroker.orb.htc.tr
aceFilenameTod

HVI_TRACEFIL
ENAME_TOD

○ ○ －

9 vbroker.orb.htc.st
k.trace

HVI_STKTRACE × ○ 32ビット用
Windows
（（Visual 
Studio 2005）
版は除く）限
定

10 vbroker.orb.htc.st
k.fileCount

HVI_STKFILEC
OUNT

× ○ 32ビット用
Windows
（（Visual 
Studio 2005）
版は除く）限
定

11 vbroker.orb.htc.n
ameLog.output

HVI_NAMELOG
OUTPUT

○ ○ ネーミング
サービス限定

12 vbroker.orb.htc.n
ameLog.fileSize

HVI_NAMELOG
FILESIZE

○ ○ ネーミング
サービス限定

13 vbroker.orb.htc.n
ameLog.fileCoun
t

HVI_NAMELOG
FILECOUNT

○ × ネーミング
サービス限定

14 vbroker.orb.htc.n
ameLog.snapshot
Interval

HVI_NAMELOG
SNAPSHOTINT
ERVAL

○ ○ ネーミング
サービス限定

15 vbroker.orb.htc.tr
acePath

HVI_TRACEPAT
H

○ ○ －

16 vbroker.orb.htc.m
apFileInit

HVI_MAPFILEI
NIT

○ ○ UNIX限定
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（凡例）　○：サポート　×：未サポート　－：説明なし

17 マイナー
コードプロ
パティ

vbroker.orb.htc.o
mgVmcid

HVI_OMGVMCI
D

× ○ －

18 メッセージ
ログプロパ
ティ

vbroker.orb.htc.m
sgLog.output

HVI_MSGLOG_
OUTPUT

○ × －

19 vbroker.orb.htc.m
sgLog.console

HVI_MSGLOG_
CONSOLE

○ × UNIX限定

20 vbroker.orb.htc.m
sgLog.level

HVI_MSGLOG_
LEVEL

○ ○ －

21 vbroker.orb.htc.m
sgLog.security

HVI_MSGLOG_S
ECURITY

○ ○ －

22 vbroker.orb.htc.m
sgLog.noPermissi
on

HVI_MSGLOG_
NO_PERMISSIO
N

× × osagent限定

項番 種別 プロパティ 環境変数 サポート言語 備考

Java 
ORB

C++ 
ORB
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2.11　hdumpnsコマンドの使用方法
（Cosminexus TPBroker）（Windows）

この節では，hdumpnsコマンドの使用方法について説明します。hdumpnsコマンドは，
Cosminexus TPBroker（Windows）で，ネーミングサービスのスレッドダンプを取得す
るために使用します。

形式
hdumpns <ネーミングサービスのプロセス ID>

機能
ネーミングサービスから応答が返らない場合，ネーミングサービスで障害が発生し
た場合などに JavaVMのスレッドダンプを取得します。
このコマンドは，Management Serverでネーミングサービスを起動した場合，また
はManagement Serverではなく，J2EEサーバからネーミングサービスを自動起動
した場合に使用します。ネーミングサービスが J2EEサーバのプロセス内（インプ
ロセス）で起動されている場合は使用できません。
このコマンドを実行するとネーミングサービスの標準出力，および表 2-15に示す <
スレッドダンプの出力ディレクトリ >¥javacore*.txtにスレッドダンプが出力されま
す。なお，JavaVMの -XX:-HitachiThreadDumpToStdoutオプションを設定して
ネーミングサービスを起動した場合，標準出力にスレッドダンプは出力されません。

表 2-15　スレッドダンプの出力ディレクトリ

表 2-15の [usrconf.cfg]および [usrconf.properties]は，J2EEサーバで使用するプ

ネーミング
サービスの
起動方法

設定値 スレッドダンプの出力ディレクトリ

Managem
ent Server

なし。 <Cosminexusのインストール先ディレクト
リ >¥TPB¥logj

J2EEサー
バのコマン
ド

デフォルト（次に示すプロパティがすべ
て設定されていない）。

<Cosminexusのインストール先ディレクト
リ >¥CC¥server¥public¥ejb¥<J2EEサー
バ名 >¥logs¥TPB¥logj

[usrconf.cfg]
ejb.public.directory=<指定したディレク
トリ >

<指定したディレクトリ >¥ejb¥<J2EEサー
バ名 >¥logs¥TPB¥logj

[usrconf.cfg]
ejb.server.log.directory=<指定したディ
レクトリ >

<指定したディレクトリ >¥ejb¥<J2EEサー
バ名 >¥logs¥TPB¥logj

[usrconf.properties]
vbroker.orb.htc.tracePath=<指定した
ディレクトリ >

<指定したディレクトリ >
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ロパティファイルです。このファイルに J2EEサーバのプロパティやオプションを
設定することができます。設定方法については，マニュアル「Cosminexus システ
ム構築ガイド」を参照してください。
プロパティの優先順位を次に示します。
ejb.public.directory < ejb.server.log.directory < vbroker.orb.htc.tracePath

引数

<ネーミングサービスのプロセス ID>
スレッドダンプを取得したいネーミングサービスのプロセス IDを指定します。
プロセス IDは，Windowsのタスクマネジャを使用して確認してください。プ
ロセス名は "nameserv.exe"です。

入力例
コマンドの入力例を示します。

（例）
hdumpns 1104

戻り値
0：コマンドの実行に成功しました。
1：指定されたネーミングサービスと通信できません。
2：指定されたネーミングサービスと通信できません。
戻り値が 0以外の場合，メッセージが出力されます。メッセージについては，「8.6
　hdumpnsコマンドのエラーメッセージ」を参照してください。

注意事項
• 負荷が高い状態では，hdumpnsコマンドが一時的にエラーになる場合がありま
す。その場合，hdumpnsコマンドを再度実行してください。

• hdumpnsコマンド実行時にネーミングサービスから出力されるファイル
javacore*.txtのファイル数には制限がありません。そのため，hdumpnsコマンド
を繰り返し実行するとディスク容量を圧迫することになります。javacore*.txtは
定期的に退避し，削除してください。
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2.12　メモリ所要量およびディスク占有量
この節では，ORBのトラブルシュート機能を使用するときの，メモリ所要量およびディ
スク占有量について説明します。

2.12.1　メモリ所要量
ORBのトラブルシュート機能を使用するときのメモリ所要量を次の表に示します。

表 2-16　ORBのトラブルシュート機能を使用するときのメモリ所要量

注
UNIXの場合，モジュールトレースの取得はヒープメモリを使用しています。ヒープメモリが
不足したときにはアプリケーションが異常終了するなど，動作が不安定になります。データサ

項番 項目 メモリ所要量（バイト）

1 モジュールトレースの取得 32ビット用 OSの場合
Java ORB
16× <環境変数 HVI_MTRENTRYCOUNTの値 >＋
15,360
C++ ORB
32× <環境変数 HVI_MTRENTRYCOUNTの値 >＋
15,360

64ビット用 OSの場合
Java ORB
32× <環境変数 HVI_MTRENTRYCOUNTの値 >＋
15,360
C++ ORB
48× <環境変数 HVI_MTRENTRYCOUNTの値 >＋
15,360

2 エラーログの取得 8,192

3 通信トレースの取得 32ビット用 OSの場合
Java ORB
32× <環境変数 HVI_COMTENTRYCOUNTの値 >＋
15,3360
C++ ORB
24× <環境変数 HVI_COMTENTRYCOUNTの値 >＋
15,3360

64ビット用 OSの場合
Java ORB
40× <環境変数 HVI_COMTENTRYCOUNTの値 >＋
15,360
C++ ORB
24× <環境変数 HVI_COMTENTRYCOUNTの値 >＋
15,360

4 メッセージログの取得 8,192

5 ネーミングサービス名前空
間情報ログの取得

208× <登録するコンテキストの数 >＋ 104× <登録するオブ
ジェクトの数 >＋ 8,192
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イズはモジュールトレースのサイズとプロセスで使用するデータのサイズを考慮して，limitコ
マンドなどで設定してください。

2.12.2　ディスク占有量
ORBのトラブルシュート機能を使用するときのディスク占有量について説明します。

（1） ディスク占有量の算出式

ORBのトラブルシュート機能を使用するときのディスク占有量を次の表に示します。

表 2-17　ORBのトラブルシュート機能を使用するときのディスク占有量

項番 項目 ディスク占有量（バイト）

1 Windows
%VBROKER_ADM%¥..¥log¥comtrc¥*

UNIX※
$VBROKER_ADM/../log/comtrc/*

<C++ ORB通信トレース容量 >以上
詳細は次の個所を参照してください。
「(2)(a)　C++ ORB通信トレース容量の算出
式」

2 （UNIXだけ）※
$VBROKER_ADM/../log/hgttrc/*

<osagentバーボースログファイル容量 >以上
詳細は次の個所を参照してください。
「(2)(b)　osagentバーボースログファイル容
量の算出式」

3 Windows
%VBROKER_ADM%¥..¥log¥mdltrc¥*

UNIX※
$VBROKER_ADM/../log/mdltrc/*

<C++ ORBモジュールトレース容量 >以上
詳細は次の個所を参照してください。
「(2)(c)　C++ ORBモジュールトレース容量の
算出式」

4 （32ビット版Windows（（Visual Studio 
2005）版は除く）だけ）

%VBROKER_ADM%¥..¥log¥stktrc¥*

<C++ ORBスタックトレース容量 >以上
詳細は次の個所を参照してください。
「(2)(d)　C++ ORB スタックトレース容量の算
出式」

5 Windows
%VBROKER_ADM%¥..¥logj¥*

UNIX※
$VBROKER_ADM/../logj/*

<エラーログ容量 >＋ <メッセージログ容量
>以上
詳細は次の個所を参照してください。
•「(2)(e)　エラーログ容量の算出式」
•「(2)(f)　メッセージログ容量の算出式」
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注※
ORBアプリケーションプログラムが作成できるファイルサイズの上限値に，モジュールトレー
スまたは通信トレースのファイルサイズ以下の値を設定して ORBアプリケーションプログラム
を実行すると，アプリケーションが異常終了するなど，動作が不安定になります。ファイルサ
イズの上限値は，limitコマンドなどでトレースファイルのサイズを下回る値に変更しないでく
ださい。

（2） 出力ファイルの算出式

出力ファイルの算出式について説明します。

6 Windows
%VBROKER_ADM%¥..¥logj¥comtrc¥*

UNIX※
$VBROKER_ADM/../logj/comtrc/*

<Java ORB通信トレース容量 >＋ <ネーミ
ングサービス通信トレース容量 >＋ <osfind
通信トレース容量 >＋ <oad通信トレース容
量 >＋ <irep通信トレース容量 >＋
<gatekeeper通信トレース容量 >以上
詳細は次の個所を参照してください。
•「(2)(g)　Java ORB通信トレース容量の算
出式」

•「(2)(h)　ネーミングサービス通信トレース
容量の算出式」

•「(2)(i)　osfind通信トレース容量の算出式」
•「(2)(j)　oad通信トレース容量の算出式」
•「(2)(k)　irep通信トレース容量の算出式」
•「(2)(l)　gatekeeper通信トレース容量の算
出式」

7 Windows
%VBROKER_ADM%¥..¥logj¥mdltrc¥*

UNIX※
$VBROKER_ADM/../logj/mdltrc/*

<Java ORBモジュールトレース容量 >＋ <
ネーミングサービスモジュールトレース容量
>＋ <osfindモジュールトレース容量 >＋
<oadモジュールトレース容量 >＋ <irepモ
ジュールトレース容量 >＋ <gatekeeperモ
ジュールトレース容量 >以上
詳細は次の個所を参照してください。
•「(2)(m)　Java ORBモジュールトレース容
量の算出式」

•「(2)(n)　ネーミングサービスモジュールト
レース容量の算出式」

•「(2)(o)　osfindモジュールトレース容量の
算出式」

•「(2)(p)　oadモジュールトレース容量の算
出式」

•「(2)(q)　irepモジュールトレース容量の算
出式」

•「(2)(r)　gatekeeperモジュールトレース容
量の算出式」

8 Windows
%VBROKER_ADM%¥..¥logj¥namelog¥
*

UNIX※
$VBROKER_ADM/../logj/namelog/*

<ネーミングサービス名前空間情報ログ容量
>
詳細は次の個所を参照してください。
「(2)(s)　ネーミングサービス名前空間情報ロ
グ容量の算出式」

項番 項目 ディスク占有量（バイト）
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（a）C++ ORB通信トレース容量の算出式

32ビット用 OSの場合
C++ ORB通信トレース容量 = (24× <環境変数HVI_COMTENTRYCOUNTの値 > 
＋ 128)× (<実行中の osagentの数 > ＋ <実行中の OTSのデーモンプロセスおよび
コマンド数 >)× <環境変数 HVI_COMTFILECOUNTの値 > / 0.8 （単位：バイト）

64ビット用 OSの場合
C++ ORB通信トレース容量 = (24× <環境変数HVI_COMTENTRYCOUNTの値 > 
＋ 192)× (<実行中の osagentの数 > ＋ <実行中の OTSのデーモンプロセスおよび
コマンド数 >)× <環境変数 HVI_COMTFILECOUNTの値 > / 0.8 （単位：バイト）

（b）osagentバーボースログファイル容量の算出式

osagentバーボースログファイル容量 = (1,024× <定義句 HVI_GTEE_FILESIZEの値
>)× <実行中の osagentの数 >× (<定義句HVI_GTEE_FILECOUNTの値 > + 2) / 0.8 
（単位：バイト）

（c）C++ ORBモジュールトレース容量の算出式

32ビット用 OSの場合
C++ ORBモジュールトレース容量 = (32× <環境変数 HVI_MTRENTRYCOUNT
の値 >)× (<実行中の osagentの数 > ＋ <実行中の OTSのデーモンプロセスおよび
コマンド数 >)× <環境変数 HVI_MTRFILECOUNTの値 > / 0.8 （単位：バイト）

64ビット用 OSの場合
C++ ORBモジュールトレース容量 = (48× <環境変数 HVI_MTRENTRYCOUNT
の値 > + 192) × (<実行中の osagentの数 > + <実行中の OTSのデーモンプロセス
およびコマンド数 >)× <環境変数 HVI_MTRFILECOUNTの値 > / 0.8 （単位：バ
イト）

（d）C++ ORB スタックトレース容量の算出式

C++ ORB スタックトレース容量 = 4,000× <環境変数 HVI_STKFILECOUNTの値 > / 
0.8 （単位：バイト）

（e）エラーログ容量の算出式

エラーログ容量 = <定義句 HVI_ORBLOG_SIZEの値 >× 2 / 0.8 （単位：バイト）

（f） メッセージログ容量の算出式

メッセージログ容量 = <定義句 HVI_ORBMSGLOG_SIZEの値 >× 2 / 0.8 （単位：バ
イト）

（g）Java ORB通信トレース容量の算出式

32ビット用 OSの場合
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Windows
Java ORB通信トレース容量 = (32× <環境変数HVI_COMTENTRYCOUNT
の値 > + 128)× (<環境変数HVI_COMTFILECOUNTの値 > + <実行中の
Java ORB UAPの数 >) / 0.8 （単位：バイト）

UNIX
Java ORB通信トレース容量 = (32× <環境変数HVI_COMTENTRYCOUNT
の値 > + 128) × <環境変数 HVI_COMTFILECOUNTの値 > / 0.8 （単位：バイ
ト）

64ビット用 OSの場合

Windows
Java ORB通信トレース容量 = (40× <環境変数HVI_COMTENTRYCOUNT
の値 > + 192)× (<環境変数HVI_COMTFILECOUNTの値 > + <実行中の
Java ORB UAPの数 >) / 0.8 （単位：バイト）

UNIX
Java ORB通信トレース容量 = (40× <環境変数HVI_COMTENTRYCOUNT
の値 > + 192) × <環境変数 HVI_COMTFILECOUNTの値 > / 0.8 （単位：バイ
ト）

（h）ネーミングサービス通信トレース容量の算出式

32ビット用 OSの場合

Windows
ネーミングサービス通信トレース容量 = (32× <環境変数
HVI_COMTENTRYCOUNTの値 > + 128)× (<環境変数
HVI_COMTFILECOUNTの値 > + <実行中のネーミングサービスの数 >) / 0.8 
（単位：バイト）

UNIX
ネーミングサービス通信トレース容量 = (32× <環境変数
HVI_COMTENTRYCOUNTの値 > + 128)× <環境変数
HVI_COMTFILECOUNTの値 > / 0.8 （単位：バイト）

64ビット用 OSの場合

Windows
ネーミングサービス通信トレース容量 = (40× <環境変数
HVI_COMTENTRYCOUNTの値 > + 192)× (<環境変数
HVI_COMTFILECOUNTの値 > + <実行中のネーミングサービスの数 >) / 0.8 
（単位：バイト）

UNIX
ネーミングサービス通信トレース容量 = (40× <環境変数
HVI_COMTENTRYCOUNTの値 > + 192) × <環境変数
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HVI_COMTFILECOUNTの値 > / 0.8 （単位：バイト）

（i） osfind通信トレース容量の算出式

32ビット用 OSの場合

Windows
osfind通信トレース容量 = (32× <環境変数 HVI_COMTENTRYCOUNTの値
> + 128)× (<環境変数 HVI_COMTFILECOUNTの値 > + <実行中の osfindの
数 >) / 0.8 （単位：バイト）

UNIX
osfind通信トレース容量 = (32× <環境変数 HVI_COMTENTRYCOUNTの値
> + 128)× <環境変数 HVI_COMTFILECOUNTの値 > / 0.8 （単位：バイト）

64ビット用 OSの場合

Windows
osfind通信トレース容量 = (40× <環境変数 HVI_COMTENTRYCOUNTの値
> + 192)× (<環境変数 HVI_COMTFILECOUNTの値 > + <実行中の osfindの
数 >) / 0.8 （単位：バイト）

UNIX
osfind通信トレース容量 = (40× <環境変数 HVI_COMTENTRYCOUNTの値
> + 192)× <環境変数 HVI_COMTFILECOUNTの値 > / 0.8 （単位：バイト）

（j） oad通信トレース容量の算出式

32ビット用 OSの場合

Windows
oad通信トレース容量 = (32× <環境変数 HVI_COMTENTRYCOUNTの値 > 
+ 128)× (<環境変数 HVI_COMTFILECOUNTの値 > + <実行中の oadの数
>) / 0.8 （単位：バイト）

UNIX
oad通信トレース容量 = (32× <環境変数 HVI_COMTENTRYCOUNTの値 > 
+ 128)× <環境変数 HVI_COMTFILECOUNTの値 > / 0.8 （単位：バイト）

64ビット用 OSの場合

Windows
oad通信トレース容量 = (40× <環境変数 HVI_COMTENTRYCOUNTの値 > 
+ 192)× (<環境変数 HVI_COMTFILECOUNTの値 > + <実行中の oadの数
>) / 0.8 （単位：バイト）

UNIX
oad通信トレース容量 = (40× <環境変数 HVI_COMTENTRYCOUNTの値 > 
+ 192)× <環境変数 HVI_COMTFILECOUNTの値 > / 0.8 （単位：バイト）
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（k） irep通信トレース容量の算出式

32ビット用 OSの場合

Windows
irep通信トレース容量 = (32× <環境変数 HVI_COMTENTRYCOUNTの値 > 
+ 128)× (<環境変数HVI_COMTFILECOUNTの値 > + <実行中の irepの数
>) / 0.8 （単位：バイト）

UNIX
irep通信トレース容量 = (32× <環境変数 HVI_COMTENTRYCOUNTの値 > 
+ 128)× <環境変数HVI_COMTFILECOUNTの値 > / 0.8 （単位：バイト）

64ビット用 OSの場合

Windows
irep通信トレース容量 = (40× <環境変数 HVI_COMTENTRYCOUNTの値 > 
+ 192)× (<環境変数HVI_COMTFILECOUNTの値 > + <実行中の irepの数
>) / 0.8 （単位：バイト）

UNIX
irep通信トレース容量 = (40× <環境変数 HVI_COMTENTRYCOUNTの値 > 
+ 192)× <環境変数HVI_COMTFILECOUNTの値 > / 0.8 （単位：バイト）

（l） gatekeeper通信トレース容量の算出式

Windowsと Solarisだけサポートしています。

Windows
gatekeeper通信トレース容量 = (32× <環境変数HVI_COMTENTRYCOUNTの値
> + 128)× (<環境変数 HVI_COMTFILECOUNTの値 > + <実行中の gatekeeper
の数 >) / 0.8 （単位：バイト）

Solaris
gatekeeper通信トレース容量 = (32× <環境変数HVI_COMTENTRYCOUNTの値
> + 128)× <環境変数 HVI_COMTFILECOUNTの値 > / 0.8 （単位：バイト）

（m）Java ORBモジュールトレース容量の算出式

32ビット用 OSの場合
Java ORBモジュールトレース容量 = (16× <環境変数HVI_MTRENTRYCOUNT
の値 > + 128)× (<環境変数HVI_MTRFILECOUNTの値 > + <実行中の Java ORB 
UAPの数 >) / 0.8 （単位：バイト）

64ビット用 OSの場合
Java ORBモジュールトレース容量 = (32× <環境変数HVI_MTRENTRYCOUNT
の値 > + 192)× (<環境変数HVI_MTRFILECOUNTの値 > + <実行中の Java ORB 
UAPの数 >) / 0.8 （単位：バイト）
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（n）ネーミングサービスモジュールトレース容量の算出式

32ビット用 OSの場合
ネーミングサービスモジュールトレース容量 = (16× <環境変数
HVI_MTRENTRYCOUNTの値 > + 128)× (<環境変数HVI_MTRFILECOUNTの
値 > + <実行中のネーミングサービスの数 >) / 0.8 （単位：バイト）

64ビット用 OSの場合
ネーミングサービスモジュールトレース容量 = (32× <環境変数
HVI_MTRENTRYCOUNTの値 > + 192)× (<環境変数HVI_MTRFILECOUNTの
値 > + <実行中のネーミングサービスの数 >) / 0.8 （単位：バイト）

（o）osfindモジュールトレース容量の算出式

32ビット用 OSの場合
osfindモジュールトレース容量 = (16× <環境変数HVI_MTRENTRYCOUNTの値
> + 128) × (<環境変数 HVI_MTRFILECOUNTの値 > + <実行中の osfindの数 >) / 
0.8 （単位：バイト）

64ビット用 OSの場合
osfindモジュールトレース容量 = (32× <環境変数HVI_MTRENTRYCOUNTの値
> + 192)× (<環境変数 HVI_MTRFILECOUNTの値 > + <実行中の osfindの数 >) / 
0.8 （単位：バイト）

（p）oadモジュールトレース容量の算出式

32ビット用 OSの場合
oadモジュールトレース容量 = (16× <環境変数 HVI_MTRENTRYCOUNTの値 > 
+ 128)× (<環境変数 HVI_MTRFILECOUNTの値 > + <実行中の oadの数 >) / 0.8 
（単位：バイト）

64ビット用 OSの場合
oadモジュールトレース容量 = (32× <環境変数 HVI_MTRENTRYCOUNTの値 > 
+ 192)× (<環境変数 HVI_MTRFILECOUNTの値 > + <実行中の oadの数 >) / 0.8 
（単位：バイト）

（q） irepモジュールトレース容量の算出式

32ビット用 OSの場合
irepモジュールトレース容量 = (16× <環境変数 HVI_MTRENTRYCOUNTの値 > 
+ 128)× (<環境変数 HVI_MTRFILECOUNTの値 > + <実行中の irepの数 >) / 0.8 
（単位：バイト）

64ビット用 OSの場合
irepモジュールトレース容量 = (32× <環境変数 HVI_MTRENTRYCOUNTの値 > 
+ 192)× (<環境変数 HVI_MTRFILECOUNTの値 > + <実行中の irepの数 >) / 0.8 
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（単位：バイト）

（r） gatekeeperモジュールトレース容量の算出式

Windowsと Solarisだけサポートしています。

gatekeeperモジュールトレース容量 = (16× <環境変数 HVI_MTRENTRYCOUNTの
値 > + 128)× (<環境変数HVI_MTRFILECOUNTの値 > + <実行中の gatekeeperの数
>) / 0.8 （単位：バイト）

（s）ネーミングサービス名前空間情報ログ容量の算出式

ネーミングサービス名前空間情報ログ容量 = (<環境変数HVI_NAMELOGFILESIZEの
値 > + 1,024)× 2× <環境変数 HVI_NAMELOGFILECOUNTの値 > / 0.8 （単位：バ
イト）
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3　 ORBの拡張機能
この章では，ORBの運用に必要な拡張機能について説明しま
す。

3.1　ORBの拡張機能の概要

3.2　環境変数とプロパティの一覧

3.3　osagentの設定

3.4　ユーザプロセスの設定

3.5　サーバプロセスの設定

3.6　nameservの設定
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3.　ORBの拡張機能
3.1　ORBの拡張機能の概要

この節では，ORBの運用に必要な拡張機能について説明します。拡張機能では次に示す
動作の変更ができます。

• osagent
• ユーザプロセス
• サーバプロセス

ORBの拡張機能は，環境変数およびプロパティを設定することで使用できます。環境変
数とプロパティの両方を設定した場合には，プロパティの設定が有効になります。

プロパティの設定方法は，Java ORBも C++ ORBも通常のプロパティと同じです。詳細
は，マニュアル「Borland Enterprise Server VisiBroker デベロッパーズガイド」を参照
してください。

注意
Java ORBの場合，プロパティだけで設定します。環境変数では設定できません。
C++ ORBの場合は，環境変数，およびプロパティで設定できます。
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3.2　環境変数とプロパティの一覧
この節では，ORBの拡張機能で設定する環境変数およびプロパティの一覧を示します。

3.2.1　osagentの設定の一覧
osagentに設定する環境変数およびプロパティの一覧を次の表に示します。

表 3-1　osagentの設定の一覧

（凡例）　－：説明なし

3.2.2　ユーザプロセスの設定の一覧
ユーザプロセスに設定する環境変数およびプロパティの一覧を次の表に示します。

環境変数 プロパティ 機能 備考

HVI_OSAGENT_CLIENT
HANDLERADDR_FILE

なし。 osagentでのマルチホームホスト
環境の設定

osagent限定

HVI_OSAGENT_ALIVE_I
NTERVAL

なし。 HEARTBEATメッセージおよび
ARE_YOU_ALIVEメッセージの
送信間隔

osagent限定

HVI_OSAGENT_LOCATE
_VERBOSE

なし。 バーボースログの出力抑止 osagent限定

HVI_OSAGENT_TRIGGE
R_NOUSE

なし。 osagent間のメッセージの出力抑
止

osagent限定

HVI_OSAGENT_RESEND
_MAXCOUNT

なし。 osagent間のメッセージ送信処理
のリトライ回数

osagent限定

HVI_OSAGENT_RESEND
_INTERVAL

なし。 osagent間のメッセージ送信処理
のリトライ間隔

osagent限定

HVI_DNS_TRYAGAIN_RE
TRY_COUNT

なし。 アドレス解決処理のリトライ回数 －

HVI_DNS_TRYAGAIN_RE
TRY_INTERVAL

なし。 アドレス解決処理のリトライ間隔 －

HVI_SIGXCPU_EXIT なし。 SIGXCPUシグナル受信時の動作
変更

UNIX版
osagent限定

HVI_SIGXFSZ_EXIT なし。 SIGXFSZシグナル受信時の動作
変更

UNIX版
osagent限定
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表 3-2　ユーザプロセスの設定の一覧

環境変数 プロパティ 機能 使用できる言語 備考

Java 
ORB

C++ 
ORB

なし。 vbroker.orb.htc.request
Timer

リクエストの監視間隔 ○ × －

なし。 vbroker.orb.htc.strictSe
quenceAny

sequence<any>の
マーシャリング方法の
変更

○ × －

なし。 vbroker.rmi.htc.disable
CMClass

java.util.Vectorクラス
の下位互換の設定

○ × －

なし。 vbroker.ce.iiop.ccm.htc.r
eaderPerConnection

コネクションのクロー
ズの抑止

○ × －

なし。 vbroker.ce.iiop.ccm.htc.t
hreadStarter

専用スレッドによる応
答電文受信の設定

○ × －

HVI_SURRO
GATE_CHEC
K_OFF

vbroker.orb.htc.surroga
teCheckOff

文字コード範囲の
チェック抑止

○※ ○ －

HVI_CONNE
CTION_CAC
HE

vbroker.orb.htc.connecti
onCache

リファレンス解放時の
コネクションキャッ
シュ抑止

× ○ －

HVI_CONNE
CTION_RETR
Y

vbroker.orb.htc.connecti
onRetry

connect()エラー時の
再試行の抑止

× ○ －

HVI_AGENT_
ADDR_ONLY

vbroker.agent.htc.addr
Only

osagent探索方式の切
り替え

× ○ －

HVI_TERMIN
ATION_TIME
R

vbroker.orb.htc.termina
tionTimer

終了処理での Sleepの
タイマ値

× ○ －

HVI_DNS_TR
YAGAIN_RET
RY_COUNT

vbroker.orb.htc.tryAgai
nRetryCount

アドレス解決処理のリ
トライ回数

× ○ －

HVI_DNS_TR
YAGAIN_RET
RY_INTERVA
L

vbroker.orb.htc.tryAgai
nRetryInterval

アドレス解決処理のリ
トライ間隔

× ○ －

HVI_CTRLHA
NDLER_RTN

vbroker.orb.htc.ctrlHan
dlerRtn

コントロールハンドラ
のリターン値

× ○ Windo
ws限
定

HVI_CTRLHA
NDLER_NOC
LEANUP

vbroker.orb.htc.ctrlHan
dlerNoCleanup

コントロールハンドラ
内で行う ORBの終了
処理

× ○ Windo
ws限
定

HVI_STRICT_
ANY_MARSH
ALLING

vbroker.orb.htc.strictAn
yMarshalling

CORBA::Any型の
マーシャリング方法の
変更

× ○ Windo
ws限
定
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（凡例）　○：サポート　×：未サポート　－：説明なし

注※
プロパティだけをサポートしています。環境変数はサポートしていません。

3.2.3　サーバプロセスの設定の一覧
サーバプロセスに設定する環境変数およびプロパティの一覧を次の表に示します。

表 3-3　サーバプロセスの設定の一覧

（凡例）　○：サポート　×：未サポート　－：説明なし

注※
プロパティだけをサポートしています。環境変数はサポートしていません。

HVI_UNLIMI
TED_QOS_TI
MEOUT_POL
ICY

vbroker.orb.htc.unlimit
edQosTimeoutPolicy

QoSポリシーの上限値
解除

× ○ 32
ビッ
ト用
UNIX
限定

HVI_BIND_M
AX

vbroker.orb.htc.bindMa
x

バインドのリトライ回
数

× ○ －

HVI_BIND_S
LEEP_TIME

vbroker.orb.htc.bindSle
epTime

バインドのリトライ間
隔

× ○ －

HVI_SPLIT_R
W

vbroker.orb.htc.splitRw GIOPメッセージの分
割送受信

× ○ Windo
ws限
定

環境変数 プロパティ 説明 使用できる言語 備考

Java 
ORB

C++ ORB

HVI_OAD_NOUSE vbroker.orb.htc.
oadNoUse

OADによる自動検索
の抑止

○※ ○ －

HVI_NCATCHALL vbroker.orb.htc.
ncatchall

CORBA::UNKNOW
N例外発生の抑止

× ○ Windo
ws限
定

環境変数 プロパティ 機能 使用できる言語 備考

Java 
ORB

C++ 
ORB
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3.3　osagentの設定

この節では，osagentに設定する環境変数およびプロパティの詳細について説明します。

3.3.1　osagentでのマルチホームホスト環境の設定

この機能は，htc.clienthandleraddrファイルとして使用するファイルを設定します。こ
の機能を設定することで，任意のファイルを htc.clienthandleraddrファイルとして使用
できます。

htc.clienthandleraddrファイルを使用することで，osagentとクライアントアプリケー
ション間の通信で使用する IPアドレスをカスタマイズし，マルチホームホスト環境で通
信できるようになります。htc.clienthandleraddrファイルには，各ネットワーク上のア
プリケーションに対して，osagentが応答する IPアドレスを定義します。

osagentは各アプリケーションと UDPおよび TCPを使用して通信します。そのため，
マルチホームホスト上で起動する osagentがアプリケーションとの通信に使用する IPア
ドレスは，通常 localaddrファイルに定義されている適切なインタフェースまたはプライ
マリ IPアドレスです。プライマリ IPアドレスとは，gethostname()または sysinfo()を
利用して得られるホスト名を使用して gethostbyname()を発行して得られた IPアドレス
のことをいいます。

しかし，osagentと異なるサブネットに存在するアプリケーションと osagentがプライ
マリ IPアドレスではないネットワークインタフェースを使用して通信する場合は，
osagentとアプリケーション間で，円滑に通信できないことがあります。そのため，
htc.clienthandleraddrファイルに，osagentが各アプリケーションに対して使用する IP
アドレスを動的に指定することで，上記の動作で不都合がある環境で，osagentとアプリ
ケーション間の通信が円滑に行えるようになります。

マルチホームホスト環境では，htc.clienthandleraddrファイル内の osagentが応答する
IPアドレスに，次のようにサービス IPアドレスを指定してください。

htc.clienthandleraddrファイルの記述形式
ファイルの記述形式を次に示します。

環境変数 プロパティ 指定範囲 デフォルト値

HVI_OSA
GENT_CL
IENTHAN
DLERAD
DR_FILE

なし。 任意のパス名
（絶対パスの
ファイル名）

Windows
%VBROKER_ADM%¥htc.clienthandleraddr

UNIX
${VBROKER_ADM}/htc.clienthandleraddr

通信相手の IPアドレス   サブネットマスク     osagentが応答する IPアドレス
XXX.XXX.XXX.XXX     XXX.XXX.XXX.XXX   XXX.XXX.XXX.XXX
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• Xは任意の数字です。
•「#」で始まるエントリは，コメント行と見なされます。
• 行は必ず改行文字で終了します。

htc.clienthandleraddrファイルの設定例
次の図に示したシステム構成を例に説明します。

図 3-1　マルチホームホスト環境のシステム構成（osagentでのマルチホームホスト環境
の設定）

条件
• マルチホームホスト環境で，osagent（ホスト A），クライアント（ホスト D）
の間で通信します。htc.clienthandleraddrファイルは，osagentを起動する
ホスト（ホスト A）に格納します。

• 設定されている IPアドレスは，次のとおりです。
A.A.A.A：ホスト Aの実 IP（プライマリ IP）アドレス
C.C.C.C：ホスト Aのサービス IPアドレス（osagentが応答する IPアドレ
ス）
D.D.D.D：ホスト Dの実 IP（プライマリ IP）アドレス

htc.clienthandleraddrファイルの内容
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図 3-1に示したシステム構成で，上記の条件の場合の htc.clienthandleraddr
ファイルの内容を次に示します。

注意事項
環境変数 HVI_OSAGENT_CLIENTHANDLERADDR_FILEを設定していない場
合，デフォルト値に示した htc.clienthandleraddrファイルを使用します。

備考
osagent限定

3.3.2　HEARTBEATメッセージおよび ARE_YOU_ALIVE
メッセージの送信間隔

osagentが定期的に自身の存在を通知するメッセージ（HEARTBEATメッセージ），お
よび認識しているほかの osagentの存在確認メッセージ（ARE_YOU_ALIVEメッセー
ジ）の送信間隔を秒単位で設定します。

注意事項
送信間隔を短くした場合，送信量が多くなることで通信処理に負荷が掛かります。

備考
osagent限定

3.3.3　バーボースログの出力抑止

osagentのバーボースログ取得時にスマートファインダコマンド（osfindコマンド）を
実行すると，osagentのバーボースログのロケーションサービスに関連する大量のメッ
セージが出力されます。

この機能は，osagentのバーボースログのロケーションサービスに関連するメッセージの
出力を抑止するかどうかを設定します。

• true
ロケーションサービスに関連するメッセージを抑止しません。

D.D.D.D <subnet-mask> C.C.C.C

環境変数 プロパティ 指定範囲 デフォルト値

HVI_OSAGENT_ALIVE_INTERVA
L

なし。 60～ 86400 300

環境変数 プロパティ 指定範囲 デフォルト値

HVI_OSAGENT_LOCATE_VERBOSE なし。 true|false true
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• false
ロケーションサービスに関連するメッセージを抑止します。

備考
osagent限定

3.3.4　osagent間のメッセージの出力抑止

osagent間で行われるサーバ起動および終了時のメッセージを抑止するかどうかを設定し
ます。

• true
サーバ起動および終了時のメッセージを抑止します。

• false
サーバ起動および終了時のメッセージを抑止しません。

注意事項
トリガー機能を使用しているシステムの場合は，環境変数
HVI_OSAGENT_TRIGGER_NOUSEを設定しないでください。

備考
osagent限定

3.3.5　osagent間のメッセージ送信処理のリトライ回数

サーバオブジェクトの探索時に，osagent間で送信する
DSAMessage::GET_PROVIDERメッセージの送信回数の最大値を設定します。

備考
osagent限定

3.3.6　osagent間のメッセージ送信処理のリトライ間隔

環境変数 プロパティ 指定範囲 デフォルト値

HVI_OSAGENT_TRIGGER_NOUSE なし。 true|false false

環境変数 プロパティ 指定範囲 デフォルト値

HVI_OSAGENT_RESEND_MAXCOUNT なし。 1～ 59 4

環境変数 プロパティ 指定範囲 デフォルト値

HVI_OSAGENT_RESEND_INTERVAL なし。 1～ 59 2
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サーバオブジェクトの探索時に，osagent間で送信する
DSAMessage::GET_PROVIDERメッセージの送信間隔を秒単位で設定します。

備考
osagent限定

3.3.7　アドレス解決処理のリトライ回数

osagentを DNS環境下で使用している場合に DNS障害が発生すると，osagentは DNS
へのアドレス解決処理を一定回数リトライします。この機能は，DNSへのアドレス解決
処理のリトライ回数を設定します。

• -1
無限にリトライします。

• 0
リトライしません。

• 1～ 65535
設定した数字の回数だけリトライします。

注意事項
指定範囲外の値を設定した場合は，デフォルト値が設定されます。

備考
なし。

3.3.8　アドレス解決処理のリトライ間隔

osagentを DNS環境下で使用している場合に DNS障害が発生すると，osagentは DNS
へのアドレス解決処理を一定回数リトライします。この機能は，DNSへのアドレス解決
処理のリトライ間隔を秒単位で設定します。

• 0
リトライ間隔を空けません。

• 1～ 60
設定した数字の秒数だけリトライ間隔を空けます。

注意事項

環境変数 プロパティ 指定範囲 デフォルト値

HVI_DNS_TRYAGAIN_RETRY_COUNT なし。 -1～ 65535 20

環境変数 プロパティ 指定範囲 デフォルト値

HVI_DNS_TRYAGAIN_RETRY_INTERVAL なし。 0～ 60 0
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指定範囲外の値を設定した場合は，デフォルト値が設定されます。

備考
なし。

3.3.9　SIGXCPUシグナル受信時の動作変更

環境変数 HVI_SIGXCPU_EXITには osagentの SIGXCPUシグナル受信時の動作を無
視にするか，停止にするかの指定をします。

• true
SIGXCPUシグナル受信時に，プロセスを停止させます。

• false
SIGXCPUシグナル受信時に，処理を続行します。

注意事項
• 指定範囲外の値が設定された場合，デフォルト値が設定されます。
• osagentに対して，limitなどで CPU時間の制限はしないようにしてください。

CPU時間を制限した場合，osagentの性能に影響を与える場合があります。
• SIGXCPUシグナルを無視する設定（デフォルト動作）とした場合でも，ハード
リミットに達した場合は，プロセスは強制終了します。（AIX5L版，Linux版の
み）

• この機能を有効にした場合，HP-UX11i V2までの環境でも CPU時間を制限した
環境では，SIGXCPUシグナルが発生します。（HP-UX版のみ）

備考
UNIX版 osagent限定

3.3.10　SIGXFSZシグナル受信時の動作変更

環境変数 HVI_SIGXFSZ_EXITには osagentの SIGXFSZシグナル受信時の動作を無視
にするか，停止にするかの指定をします。

• true
SIGXFSZシグナル受信時に，プロセスを停止させます。

• false

環境変数 プロパティ 指定範囲 デフォルト値

HVI_SIGXCPU_EXIT なし。 true|false false

環境変数 プロパティ 指定範囲 デフォルト値

HVI_SIGXFSZ_EXIT なし true|false false
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SIGXFSZシグナル受信時に，処理を続行します。

注意事項
• 指定範囲外の値が設定された場合，デフォルト値が設定されます。
• osagentに対して，limitなどでファイルサイズを制限する場合は，ログまたはト
レースの出力ファイルサイズが制限値を越えないように設定してください。また，
SIGXFSZシグナルを無視した場合（デフォルト動作），ファイルサイズが制限値
を越えるとトレースファイルの出力はしません。ログファイルは制限値までのロ
グ出力をします。各種ログ，トレースファイルの容量の詳細は「2.12.2 ディスク
占有量」の各トレースファイル容量の算出式を参照してください。

• この機能を有効にした場合，HP-UX11i V2までの環境でも，ファイルサイズを制
限した環境では，SIGXFSZシグナルが発生します。（HP-UX版のみ）

備考
UNIX版 osagent限定
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3.4　ユーザプロセスの設定
この節では，ORBのライブラリを使用して作成するユーザアプリケーションに設定する
環境変数およびプロパティの詳細について説明します。

3.4.1　リクエストの監視間隔

ORBは一定間隔でリクエストの送信状態（QoS::RelativeRequestTimeoutPolicy）を確
認します。この機能は，この間隔をミリ秒単位で設定します。

注意事項
• プロパティ vbroker.orb.htc.requestTimerに設定した監視間隔分，

QoS::RelativeRequestTimeoutPolicyによるタイムアウト発生が間延びすること
があります。

• プロパティ vbroker.orb.htc.requestTimerに小さ過ぎる値を設定すると，CPUの
占有率が高くなることが要因となって，性能が劣化するおそれがあります。

• ORBプロパティ vbroker.orb.fragmentSizeを同時に設定した場合，
RelativeRequestTimeoutの検知に時間が掛かることがあります。

• 指定範囲外の値を設定した場合は，デフォルト値が設定されます。

使用言語
Java ORB限定

3.4.2　sequence<any>のマーシャリング方法の変更

sequence<any>について，CORBA仕様に準拠したマーシャル /アンマーシャルで通信
を行うかどうかを設定します。

• true
sequence<any>について，CORBA仕様に準拠したマーシャル /アンマーシャルで通
信します。

• false
sequence<any>について，TPBroker独自のマーシャル /アンマーシャルができるか
どうかを自動的に判断して通信します。

環境変数 プロパティ 指定範囲 デフォルト値

なし。 vbroker.orb.htc.requestTimer 100～ 1566848000 3000

環境変数 プロパティ 指定範囲 デフォルト値

なし。 vbroker.orb.htc.strictSequenceAny true|false false
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サーバ，クライアントのどちらかに "true"を設定することで，sequence<any>を
CORBA仕様に準拠したマーシャル /アンマーシャルで通信を行えます。プロパティ
vbroker.orb.htc.strictSequenceAnyはプロセス単位で有効になり，プロセスで最初に
ORB.init()を発行したときの設定値が有効になります。

TPBrokerは，通信相手によって sequence<any>について TPBroker独自のマーシャル
/アンマーシャルができるかどうかを自動的に判断します。そのため，通常はプロパティ
vbroker.orb.htc.strictSequenceAnyを設定する必要はありませんが，TPBroker Object 
Transaction Monitorを使用する場合にはこの機能の設定が必要です。TPBroker Object 
Transaction Monitorでの指示に従ってください。

使用言語
Java ORB限定

3.4.3　java.util.Vectorクラスの下位互換の設定

Cosminexus TPBroker 05-18以降では，Cosminexus TPBroker 05-00，05-10，および
05-11と java.util.Vectorクラスについて互換性がありません。java.util.Vectorクラスの
オブジェクトを，Cosminexus TPBroker 05-00，05-10，および 05-11との間で送受信す
る場合は，MARSHAL例外またはデータの不整合が発生します。この機能は，
java.util.Vectorクラスを正しく送受信する機能を使用するかどうかを設定します。

EJBクライアントアプリケーションの場合はシステムプロパティに，Webコンテナサー
バまたは J2EEサーバの場合は usrconf.propertiesに，次のとおりに設定してください。

vbroker.rmi.htc.disableCMClass=java.util.Vector

注意事項
プロパティ vbroker.rmi.htc.disableCMClassを設定した場合は，該当するプロセス
と java.util.Vectorクラスとの送受信を行う，Cosminexus 06-00以降のすべてのプ
ロセスに，プロパティ vbroker.rmi.htc.disableCMClassを設定する必要がありま
す。

使用言語
Java ORB限定

環境変数 プロパティ 指定範囲 デフォルト値

なし。 vbroker.rmi.htc.disableCMClass java.util.Vector null
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3.4.4　コネクションのクローズの抑止

Cosminexus TPBroker 05-12以降，リクエストがタイムアウトした場合に，コネクショ
ンをクローズします。コネクションをクローズするため，タイムアウトが発生したとき
に同じ宛先のサーバと通信中のほかのスレッドには，通信障害が発生します。

この機能は，タイムアウト発生時のコネクションのクローズを抑止するかどうかを設定
します。この機能で設定するプロパティはクライアント側で指定します。また，ここで
指定した値は ORBごとに有効になります。

• true
タイムアウト発生時のコネクションのクローズを抑止します。

• false
タイムアウト発生時のコネクションのクローズを抑止しません。

注意事項
• "true"を設定した場合，コネクションごとにリプライ受信専用スレッドを起動し
ます。スレッド数を見積もるときに考慮してください。

• 指定範囲外の値を設定した場合は，デフォルト値が設定されます。

使用言語
Java ORB限定

3.4.5　専用スレッドによる応答電文受信の設定

リプライ受信専用スレッドを管理するスレッドを起動するかどうかを設定します。Web
アプリケーション（サーブレットエンジンモードのWebコンテナサーバ），またはWeb
アプリケーション，もしくは EJB（J2EEサーバ）で
vbroker.ce.iiop.ccm.htc.readerPerConnection=trueを設定する場合は，"true"を設定し
てください。

• true
リプライ受信専用スレッドを管理するスレッドを起動します。

• false
リプライ受信専用スレッドを管理するスレッドを起動しません。

注意事項

環境変数 プロパティ 指定範囲 デフォルト値

なし。 vbroker.ce.iiop.ccm.htc.readerPerConnection true|false false

環境変数 プロパティ 指定範囲 デフォルト値

なし。 vbroker.ce.iiop.ccm.htc.threadStarter true|false false
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"true"を設定した場合，リプライ受信専用スレッドを管理するスレッドを，ORBイ
ンスタンスごとに一つ起動します。スレッド数を見積もるときに考慮してください。

使用言語
Java ORB限定

3.4.6　文字コード範囲のチェック抑止

コードセットが UTF-16の場合（TPBrokerは UTF-16だけサポート），0xD800～
0xDFFFの範囲にあるデータを，IDLの wchar型または wstring型で送受信するかどう
かを設定します。RMI-IIOP通信で，char型の送受信は IDLの wchar型と同等に，
java.lang.Stringオブジェクトの送受信は IDLの wstring型と同等に扱われます。

Unicodeの補助文字は，UTF-16ではサロゲートペアと呼ばれる 0xD800～ 0xDFFFの
範囲にあるデータを対にした値で，表されます。Unicodeの補助文字を送受信したい場
合は，"auto"（デフォルト値）または "true"を設定してください。

• auto
通信相手によって，0xD800～ 0xDFFFの範囲にあるデータを含む wchar型または
wstring型を送受信するかどうかを自動的に切り替えます。
次の条件がすべて重なる場合に送受信できます。それ以外は "false"を設定したときと
同じ動作をします。
• 通信相手が TPBroker 05-19以降である。
• 通信相手がこの機能に "auto"（デフォルト値）または "true"を設定している。
• GIOP1.2（TPBrokerのデフォルト値）または GIOP1.1で通信している。

• true
0xD800～ 0xDFFFの範囲にあるデータを含む IDLの wchar型または wstring型を
送受信します。

• false
TPBroker 05-18以前と同じ動作です。
次の条件のどれかの場合に，0xD800～ 0xDFFFの範囲にあるデータを含む IDLの
wchar型または wstring型を送受信しません。そのため，例外
DATA_CONVERSIONが発生します。
• Java ORBの場合
・IDLの wchar型を GIOP1.0，GIOP1.1，または GIOP1.2で送信する。
・IDLの wstring型を GIOP1.2，および vbroker.orb.embedCodesetに "true"
（TPBroker 05-18以前のデフォルト）を設定して送信する。

環境変数 プロパティ 指定範囲 デフォルト値

HVI_SURROGATE_CHE
CK_OFF
（C++ ORB限定）

vbroker.orb.htc.surrogate
CheckOff

auto|true|false auto
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• C++ ORBの場合
・IDLの wchar型を GIOP1.1，または GIOP1.2で送受信する。
・IDLの wstring型を GIOP1.1，または GIOP1.2で送信する。

注意事項
環境変数とプロパティの両方の設定がある場合はプロパティの設定が有効になりま
す。

使用言語
環境変数：C++ ORB限定
プロパティ：Java ORB，C++ ORB

3.4.7　リファレンス解放時のコネクションキャッシュ抑止

オブジェクトリファレンスの解放時にサーバとの接続をキャッシュするかどうかを設定
します。

• true
リファレンス解放時に，プロパティ vbroker.ce.iiop.ccm.connectionCacheMax，およ
びプロパティ vbroker.ce.iiop.ccm.connectionMaxIdleの指定に従って，サーバとのコ
ネクションをキャッシュします。

• false
サーバとのコネクションをキャッシュしません。プロパティ
vbroker.ce.iiop.ccm.connectionCacheMax，およびプロパティ
vbroker.ce.iiop.ccm.connectionMaxIdleの指定は無視されます。

注意事項
• 設定機能範囲外の値を設定した場合は，デフォルト値が設定されます。
• 環境変数とプロパティの両方の設定がある場合はプロパティの設定が有効になり
ます。

使用言語
C++ ORB限定

3.4.8　connect()エラー時の再試行の抑止

環境変数 プロパティ 指定範囲 デフォルト値

HVI_CONNECTION_CAC
HE

vbroker.orb.htc.connectionC
ache

true|false true

環境変数 プロパティ 指定範囲 デフォルト値

HVI_CONNECTION_RE
TRY

vbroker.orb.htc.connection
Retry

true|false true
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コネクトのタイムアウトの指定に関係なく，connect()が ECONNREFUSEDになった場
合に connect()のリトライを行うかどうかを設定します。

• true
リトライします。

• false
リトライしません。QoSポリシー（RelativeConnectionTimeoutPolicy）に指定した
時間をおいて，ECONNREFUSEDをリターンします。

使用言語
C++ ORB限定

3.4.9　osagent探索方式の切り替え

この機能では，osagentの探索方式を設定します。

通常は，アプリケーションは自身が接続する osagentは，プロパティ
vbroker.agent.addrで設定されたホスト，自ホスト，agentaddrファイルで指定された
ホスト，自身のネットワークへのブロードキャストの順番で探索を行います。このとき，
最初に応答を返した osagentに接続します。

この機能を設定すると，環境変数 OSAGENT_ADDR，またはプロパティ
vbroker.agent.addrで設定されたホストだけに osagentの探索を行うことができます。

• true
環境変数 OSAGENT_ADDR，またはプロパティ vbroker.agent.addrで設定されたホ
ストだけが対象です。

• false
プロパティ vbroker.agent.addrで設定されたホスト，自ホスト，agentaddrファイル
で指定されたホスト，自身のネットワークへのブロードキャストの順番で探索を行い
ます。

注意事項
• "true"の場合，環境変数 OSAGENT_ADDR，またはプロパティ

vbroker.agent.addrのどちらかを設定します。設定されていない場合，この機能
は動作しません。

• 環境変数とプロパティの両方の設定がある場合はプロパティの設定が有効になり
ます。

使用言語

環境変数 プロパティ 指定範囲 デフォルト値

HVI_AGENT_ADDR
_ONLY

vbroker.agent.htc.ad
drOnly

true|false false
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C++ ORB限定

3.4.10　終了処理での Sleepのタイマ値

マルチスレッドでUAPが不正に終了したとき，UAPの終了に同期をとるために，ORB
の DLLファイルの終了処理内での Sleepのタイマ値をミリ秒単位で設定します。

• 0
Sleepをしません。

• 1～ 10000
設定した数字分だけ Sleepします。

この機能を設定すると，メインスレッドが子スレッドより先に終了することで発生する
異常終了やハングアップを回避できます。

注意事項
• TPBroker 05-16-/A以降（UNIX）では，この機能の設定は不要です。
• 指定範囲外の値を設定した場合は，デフォルト値が設定されます。
• 環境変数とプロパティの両方の設定がある場合はプロパティの設定が有効になり
ます。

使用言語
C++ ORB限定

3.4.11　アドレス解決処理のリトライ回数

TPBrokerを DNS環境下で使用している場合，DNS障害が発生すると，TPBrokerは
DNSへのアドレス解決処理を一定回数リトライします。この機能は，DNSへのアドレ
ス解決処理のリトライ回数を設定します。

• -1
無限にリトライします。

• 0
リトライしません。

• 1～ 65535

環境変数 プロパティ 指定範囲 デフォルト値

HVI_TERMINATION_TI
MER

vbroker.orb.htc.terminatio
nTimer

0～ 10000 0

環境変数 プロパティ 指定範囲 デフォルト値

HVI_DNS_TRYAGAIN_R
ETRY_COUNT

vbroker.orb.htc.tryAgainR
etryCount

-1～ 65535 20
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設定した数字の回数だけリトライします。

注意事項
• 指定範囲外の値を設定した場合は，デフォルト値が設定されます。
• 環境変数とプロパティの両方の設定がある場合はプロパティの設定が有効になり
ます。

使用言語
C++ ORB限定

3.4.12　アドレス解決処理のリトライ間隔

TPBrokerを DNS環境下で使用している場合，DNS障害が発生すると，TPBrokerは
DNSへのアドレス解決処理を一定回数リトライします。この機能は，DNSへのアドレ
ス解決処理のリトライ間隔を秒単位で設定することができます。

• 0
リトライ間隔を空けません。

• 1～ 60
設定した数字の秒数だけリトライ間隔を空けます。

注意事項
• 指定範囲外の値を設定した場合は，デフォルト値が設定されます。
• 環境変数とプロパティの両方の設定がある場合はプロパティの設定が有効になり
ます。

使用言語
C++ ORB限定

3.4.13　CTRL_BREAK_EVENT発生時のコントロールハンド
ラ内の動作

ORBでは CORBA::ORB_init()で SetConsoleCtrlHandler()を用いてコントロールハン
ドラの登録を行い，コントロールハンドラ内で ORBの終了処理のあとに FALSEをリ
ターンしています。この機能は，コントロールハンドラがリターンする値の設定，およ
び CTRL_BREAK_EVENTの発生時にデフォルトの処理で行っている ORBの終了処理
を行うかどうかの設定をする機能です。

環境変数 プロパティ 指定範囲 デフォルト値

HVI_DNS_TRYAGAIN_RE
TRY_INTERVAL

vbroker.orb.htc.tryAgainRe
tryInterval

0～ 60 0
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（1） コントロールハンドラのリターン値

CTRL_BREAK_EVENTの発生時に，ORBのコントロールハンドラがリターンする値を
設定します。

• true
コントロールハンドラが TRUEをリターンします。

• false
コントロールハンドラが FALSEをリターンします。

コントロールハンドラがリターンする値 TRUEおよび FALSEの意味については，
Microsoft社が提供する SetConsoleCtrlHandler関数の仕様をMSDNなどでご確認くだ
さい。

注意事項
• この機能を設定していない場合，および指定範囲外の値を設定した場合は，デ
フォルト値が設定されます。

• 環境変数とプロパティの両方の設定がある場合はプロパティの設定が有効になり
ます。

使用言語
C++ ORB（Windows）限定

（2） コントロールハンドラ内で行う ORBの終了処理

CTRL_BREAK_EVENTの発生時に，ORBのコントロールハンドラ内で ORBの終了処
理を行うかどうかを設定します。ORBの終了処理を行う場合，以降のプロセス上で
ORBの機能を使用できません。

• true
コントロールハンドラ内で ORBの終了処理を行いません。

• false
コントロールハンドラ内で ORBの終了処理を行います。

注意事項
• この機能を使用しない場合（"true"を設定する場合）は，サーバアプリケーショ
ン，およびクライアントアプリケーション内で ORBの終了処理を行ってくださ

環境変数 プロパティ 指定範囲 デフォルト値

HVI_CTRLHANDLER_R
TN

vbroker.orb.htc.ctrlHandle
rRtn

true|false false

環境変数 プロパティ 指定範囲 デフォルト値

HVI_CTRLHANDLER_NO
CLEANUP

vbroker.orb.htc.ctrlHandler
NoCleanup

true|false false
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い。終了処理を行わない場合，osagentは終了したアプリケーションの情報を削除
できないため，アプリケーションに対して HEARTBEATメッセージを送信しま
す。この結果，アプリケーションの数によっては osagentやネットワークに負荷
が掛かり，クライアントアプリケーションがサーバアプリケーションを認識でき
ないなどの問題が発生することがあります。

• この機能を設定していない場合，および指定範囲外の値を設定した場合は，デ
フォルト値が設定されます。

• 環境変数とプロパティの両方の設定がある場合はプロパティの設定が有効になり
ます。

使用言語
C++ ORB（Windows）限定

3.4.14　CORBA::Any型のマーシャリング方法の変更

CORBA::Anyのマーシャリング時に，CORBA2.5仕様に準拠した方法，VisiBroker独
自の方法のどちらかを使用するかを設定します。

TPBroker 05-15-/A（32ビット用Windows）または TPBroker 05-00～ 05-15（64ビッ
ト用Windows）の C++ ORBと，CORBA::Anyに CORBA::WChar型を格納して通信す
る場合には，"false"を設定する必要があります。

• true
CORBA::Anyのマーシャリング時に CORBA2.5仕様に準拠した方法に従ってマー
シャリングします。

• false
CORBA::Anyのマーシャリング時に VisiBroker独自の方法に従ってマーシャリング
します。

注意事項
• "false"を設定した場合，次のバージョンの ORBと CORBA::Anyに

CORBA::WChar型を格納した通信は行えません。
・TPBroker Vesion 5に対応した Java ORBすべて
・TPBroker 05-15以前（UNIX）の C++ ORB
・TPBroker 05-15-/A（Linux）の C++ ORB
・TPBroker 05-15-/A（Linux(IPF)）の C++ ORB
• 設定値はシステム全体で統一してください。
この機能をサポートしていない C++ ORB（Windows）は，"false"を設定したと
きと同等に動作します。

環境変数 プロパティ 指定範囲 デフォルト値

HVI_STRICT_ANY_MARS
HALLING

vbroker.orb.htc.strictAnyM
arshalling

true|false true
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• 環境変数とプロパティの両方の設定がある場合はプロパティの設定が有効になり
ます。

使用言語
C++ ORB（Windows）限定

3.4.15　QoSポリシーの上限値解除

次に示す QoSポリシーに設定できる値の上限値は 15668480000000（100ナノ秒）（18
日 3時間 14分 8秒）です。

• QoSExt::RelativeConnectionTimeoutPolicy
• Messaging::RelativeRequestTimeoutPolicy
• Messaging::RelativeRoundtripTimeoutPolicy

この機能では，QoSポリシーの上限値を解除するかどうかを設定します。

• true
上記の QoSポリシーの上限値を解除します。

• false
上記の QoSポリシーの上限値を解除しません。上限値を超える値を設定すると，上限
値が設定されます。

注意事項
• この機能に "true"を設定して，上記の QoSポリシーに 15668480000000を超え
た値を設定した場合，次に示す条件を満たすとタイムアウトを正しく監視できな
くなります。
条件
QoSポリシーに設定した時間とタイムアウトイベントの発生時刻を足した時刻が，
2038/01/19 03:14:07（UTC時間）を超える。

• 指定範囲外の値を設定した場合は，デフォルト値が設定されます。
• 環境変数とプロパティの両方の設定がある場合はプロパティの設定が有効になり
ます。

使用言語
C++ ORB（32ビット用UNIX）限定

環境変数 プロパティ 指定範囲 デフォルト値

HVI_UNLIMITED_QOS_
TIMEOUT_POLICY

vbroker.orb.htc.unlimited
QosTimeoutPolicy

true|false false
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3.4.16　バインドのリトライ回数

osagentからサーバ情報を取得したクライアントが，サーバとのコネクション確立に失敗
すると，osagentからサーバ情報を取得して再度コネクトを試みます。この機能は，この
リトライ処理を行う回数を設定します。リトライ回数の上限を超えた場合は，リトライ
の要因となった例外が発生します。

• -1
無限にリトライします。

• 0
リトライしません。

• 1～ 65535
設定した数字の回数だけリトライします。

この機能が有効となる条件を次に示します。

• <interface_name>::_bind()を発行するとき
• CORBA::ORB::bind()を発行するとき
• サーバオペレーションを呼び出すとき
• 次に示す条件を満たしている場合でサーバ起動時に自身を OADに登録するとき
• 環境変数 HVI_OAD_NOUSE，またはプロパティ vbroker.orb.htc.oadNoUseに

"true"を設定していない
• oadが起動している

注意事項
• この機能を設定していない場合，および指定範囲外の値を設定した場合は，デ
フォルト値が設定されます。

• 環境変数とプロパティの両方の設定がある場合はプロパティの設定が有効になり
ます。

使用言語
C++ ORB限定

3.4.17　バインドのリトライ間隔

osagentからサーバ情報を取得したクライアントが，サーバとのコネクション確立に失敗

環境変数 プロパティ 指定範囲 デフォルト値

HVI_BIND_MAX vbroker.orb.htc.bindMax -1～ 65535 -1

環境変数 プロパティ 指定範囲 デフォルト値

HVI_BIND_SLEEP_TIME vbroker.orb.htc.bindSleepT
ime

0～ 600000 50
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すると，osagentからサーバ情報を取得して再度コネクトを試みます。この機能は，この
リトライ処理を行う前に Sleepする時間をミリ秒単位で設定します。

注意事項
• この機能を設定していない場合，および指定範囲外の値を設定した場合は，デ
フォルト値が設定されます。

• 環境変数とプロパティの両方の設定がある場合はプロパティの設定が有効になり
ます。

使用言語
C++ ORB限定

3.4.18　GIOPメッセージの分割送受信

Windowsで TCP/IPを使用し，64キロバイトを超えるデータを送受信しようとした場
合，WSAENOBUFSエラーが発生してデータ送受信ができなくなることがあります。こ
の機能は，GIOPメッセージを 1回当たり 64キロバイト単位に分割して送受信するかど
うかを設定します。

• true
GIOPメッセージを 1回当たり 64キロバイト単位に分割して送受信します。

• false
GIOPメッセージを分割しないで送受信します。

注意事項
• 指定範囲外の値を設定した場合は，デフォルト値が設定されます。
• 環境変数とプロパティの両方の設定がある場合はプロパティの設定が有効になり
ます。

使用言語
C++ ORB（Windows）限定

環境変数 プロパティ 指定範囲 デフォルト値

HVI_SPLIT_RW vbroker.orb.htc.splitRw true|false false
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3.5　サーバプロセスの設定
この節では，CORBAオブジェクトを持つサーバプロセスに設定する環境変数およびプ
ロパティの詳細について説明します。

3.5.1　OADによる自動検索の抑止

この機能は，OADによる自動検索を抑止するかどうかを設定します。OADを使用する
場合は，"true"を設定しないでください。

• true
自動検索を抑止します。

• false
自動検索を抑止しません。

注意事項
• この機能を設定していない場合，および指定範囲外の値を設定した場合は，デ
フォルト値が設定されます。

• 環境変数とプロパティの両方の設定がある場合はプロパティの設定が有効になり
ます。

使用言語
環境変数：C++ ORB限定
プロパティ：Java ORB，C++ ORB

3.5.2　CORBA::UNKNOWN例外発生の抑止

サーバオペレーション内で CORBA例外以外の例外が発生した場合，ORBが例外を
キャッチしないかどうかを設定します。

• true
CORBA例外以外の例外をキャッチしません。

• false
CORBA例外以外の例外をキャッチします。

環境変数 プロパティ 指定範囲 デフォルト値

HVI_OAD_NOUSE（C++ 
ORBだけ）

vbroker.orb.htc.oadNoUse true|false false

環境変数 プロパティ 指定範囲 デフォルト値

HVI_NCATCHALL vbroker.orb.htc.ncatchall true|false false
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注意事項
• 指定範囲外の値を設定した場合の動作を次に示します。
環境変数 HVI_NCATCHALL：デフォルト値が設定されます。
プロパティ vbroker.orb.htc.ncatchall：例外 CORBA::BAD_PARAMが発生しま
す。

• プロパティ vbroker.orb.htc.ncatchallを使用する場合は，"htc.props"に設定して
ください。コマンドラインで設定した場合，環境変数 HVI_NCATCHALLに設定
した値が有効になります。

• オブジェクトラッパー機能を使用し，サーバオペレーション内で CORBA例外以
外の例外が発生した場合，この機能は有効にならないため，例外をキャッチしま
す。

• 環境変数 HVI_NCATCHALLおよびプロパティ vbroker.orb.htc.ncatchallに
"true"を設定した場合，スタックトレースを取得しません。

• クライアントプロセスに対して環境変数 HVI_NCATCHALLおよびプロパティ
vbroker.orb.htc.ncatchallに "true"を設定した場合，スタックトレースを取得し
ません。クライアントプロセスにはこの機能を使用しないでください。

• 環境変数とプロパティの両方の設定がある場合はプロパティの設定が有効になり
ます。

• Windows（Visual Studio 2005）版では，構造化例外は対象外です。falseを指定
してもキャッチされません。

使用言語
C++ ORB（Windows）限定
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3.6　nameservの設定

この節では，nameservコマンドで設定するオプションの詳細について説明します。

3.6.1　nameservコマンドの -Xrunhndlwrapオプションデ
フォルト指定機能

nameservコマンドに自動的に -Xrunhndlwrapオプションを指定することによって，
Windowsがログオフされても nameservコマンドを終了しません。

ただし，nameservコマンドをコマンドプロンプトから起動した場合，ログオフ時に「プ
ログラムの終了」を確認するダイアログが表示され，応答待ち状態になります。表示さ
れたダイアログ中の「キャンセル」ボタンを押した場合，nameservコマンドが終了せず
にWindowsはログオフされずデスクトップ画面に戻ります。また，「すぐに終了」ボタ
ンを押した場合，nameservコマンドは終了しWindowsはログオフされます。
nameservコマンドをコマンドプロンプトから起動する場合，-htc_hndlwrap_offオプ
ションを nameservが解釈することによってダイアログを表示せずにコマンドを終了す
ることができます。

（1） -htc_hndlwrap_offオプション

このオプションを nameservが解釈することによって，nameservコマンドは
-Xrunhndlwrapオプションを JavaVMへ渡しません。このオプションを指定すると，
Windowsがログオフされた場合，nameservコマンドは終了します。

-htc_hndlwrap_offオプションの指定例

（2） 各オプションおよび起動方法とログオフ時の nameservの動作関係

Cosminexus Developer's Kit for Java (TM)上で起動した nameservコマンドについて，
指定するオプションおよびコマンドの起動方法とログオフ時の動作の関係を示します。

（a）コマンドプロンプトから起動

オプション指定なし
• Windows XP/Windows Server 2003の場合

（従来動作）
nameservコマンドは終了する。

（05-19以降）
ダイアログが表示される。
キャンセル選択：nameservコマンドは終了しない。

nameserv -htc_hndlwrap_off
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すぐに終了選択：nameservコマンドは終了する。
　

• Windows Vista/Windows Server 2008の場合

（従来動作）
nameservコマンドは終了する。

（05-19以降）
nameservコマンドは終了する。

-htc_hndlwrap_offオプション指定あり
• Windows XP/Windows Server 2003の場合

（従来動作）
nameservコマンドは終了する。

（05-19以降）
nameservコマンドは終了する。
　

• Windows Vista/Windows Server 2008の場合

（従来動作）
nameservコマンドは終了する。

（05-19以降）
nameservコマンドは終了する。

-Xrunhndlwrapオプション指定あり
• Windows XP/Windows Server 2003の場合

（従来動作）
ダイアログが表示される。
キャンセル選択：nameservコマンドは終了しない。
すぐに終了選択：nameservコマンドは終了する。

（05-19以降）
ダイアログが表示される。
キャンセル選択：nameservコマンドは終了しない。
すぐに終了選択：nameservコマンドは終了する。
　

• Windows Vista/Windows Server 2008の場合

（従来動作）
nameservコマンドは終了する。

（05-19以降）
nameservコマンドは終了する。

-Xrunhndlwrapオプション，-htc_hndlwrap_offオプション指定あり
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• Windows XP/Windows Server 2003の場合

（従来動作）
ダイアログが表示される。
キャンセル選択：nameservコマンドは終了しない。
すぐに終了選択：nameservコマンドは終了する。

（05-19以降）
ダイアログが表示される。
キャンセル選択：nameservコマンドは終了しない。
すぐに終了選択：nameservコマンドは終了する。
　

• Windows Vista/Windows Server 2008の場合

（従来動作）
nameservコマンドは終了する。

（05-19以降）
nameservコマンドは終了する。

（b）バックグラウンドで起動（サービスから起動）

オプション指定なし
• Windows XP/Windows Server 2003の場合

（従来動作）
nameservコマンドは終了する。

（05-19以降）
nameservコマンドは終了しない。
　

• Windows Vista/Windows Server 2008の場合

（従来動作）
nameservコマンドは終了しない。

（05-19以降）
nameservコマンドは終了しない。

-htc_hndlwrap_offオプション指定あり
• Windows XP/Windows Server 2003の場合

（従来動作）
nameservコマンドは終了する。

（05-19以降）
nameservコマンドは終了する。
　

• Windows Vista/Windows Server 2008の場合
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（従来動作）
nameservコマンドは終了しない。

（05-19以降）
nameservコマンドは終了しない。

-Xrunhndlwrapオプション指定あり
• Windows XP/Windows Server 2003の場合

（従来動作）
nameservコマンドは終了しない。

（05-19以降）
nameservコマンドは終了しない。
　

• Windows Vista/Windows Server 2008の場合

（従来動作）
nameservコマンドは終了しない。

（05-19以降）
nameservコマンドは終了しない。

-Xrunhndlwrapオプション，-htc_hndlwrap_offオプション指定あり
• Windows XP/Windows Server 2003の場合

（従来動作）
nameservコマンドは終了しない。

（05-19以降）
nameservコマンドは終了しない。
　

• Windows Vista/Windows Server 2008の場合

（従来動作）
nameservコマンドは終了しない。

（05-19以降）
nameservコマンドは終了しない。

（c）バックグラウンドで起動（運用管理ポータルから起動）

オプション指定なし
• Windows XP/Windows Server 2003の場合

（従来動作）
nameservコマンドは終了する。

（05-19以降）
nameservコマンドは終了しない。
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• Windows Vista/Windows Server 2008の場合

（従来動作）
nameservコマンドは終了しない。

（05-19以降）
nameservコマンドは終了しない。

-htc_hndlwrap_offオプション指定あり
• Windows XP/Windows Server 2003の場合

（従来動作）
nameservコマンドは終了する。

（05-19以降）
nameservコマンドは終了する。
　

• Windows Vista/Windows Server 2008の場合

（従来動作）
nameservコマンドは終了しない。

（05-19以降）
nameservコマンドは終了しない。

-Xrunhndlwrapオプション指定あり
• Windows XP/Windows Server 2003の場合

（従来動作）
nameservコマンドは終了しない。

（05-19以降）
nameservコマンドは終了しない。
　

• Windows Vista/Windows Server 2008の場合

（従来動作）
nameservコマンドは終了しない。

（05-19以降）
nameservコマンドは終了しない。

-Xrunhndlwrapオプション，-htc_hndlwrap_offオプション指定あり
• Windows XP/Windows Server 2003の場合

（従来動作）
nameservコマンドは終了しない。

（05-19以降）
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nameservコマンドは終了しない。
　

• Windows Vista/Windows Server 2008の場合

（従来動作）
nameservコマンドは終了しない。

（05-19以降）
nameservコマンドは終了しない。

（d）バックグラウンドで起動（start /Bから起動）

オプション指定なし
• Windows XP/Windows Server 2003の場合

（従来動作）
nameservコマンドは終了する。

（05-19以降）
ダイアログが表示される。
キャンセル選択：nameservコマンドは終了しない。
すぐに終了選択：nameservコマンドは終了する。
　

• Windows Vista/Windows Server 2008の場合

（従来動作）
nameservコマンドは終了する。

（05-19以降）
nameservコマンドは終了する。

-htc_hndlwrap_offオプション指定あり
• Windows XP/Windows Server 2003の場合

（従来動作）
nameservコマンドは終了する。

（05-19以降）
nameservコマンドは終了する。
　

• Windows Vista/Windows Server 2008の場合

（従来動作）
nameservコマンドは終了する。

（05-19以降）
nameservコマンドは終了する。

-Xrunhndlwrapオプション指定あり
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• Windows XP/Windows Server 2003の場合

（従来動作）
ダイアログが表示される。
キャンセル選択：nameservコマンドは終了しない。
すぐに終了選択：nameservコマンドは終了する。

（05-19以降）
ダイアログが表示される。
キャンセル選択：nameservコマンドは終了しない。
すぐに終了選択：nameservコマンドは終了する。
　

• Windows Vista/Windows Server 2008の場合

（従来動作）
nameservコマンドは終了する。

（05-19以降）
nameservコマンドは終了する。

-Xrunhndlwrapオプション，-htc_hndlwrap_offオプション指定あり
• Windows XP/Windows Server 2003の場合

（従来動作）
ダイアログが表示される。
キャンセル選択：nameservコマンドは終了しない。
すぐに終了選択：nameservコマンドは終了する。

（05-19以降）
ダイアログが表示される。
キャンセル選択：nameservコマンドは終了しない。
すぐに終了選択：nameservコマンドは終了する。
　

• Windows Vista/Windows Server 2008の場合

（従来動作）
nameservコマンドは終了する。

（05-19以降）
nameservコマンドは終了する。

（3） 注意事項
• 外部から -Xrunhndlwrapオプションと -htc_hndlwrap_offオプションが同時に指定さ
れた場合は，-Xrunhndlwrapオプションを優先します。

• start /B指定でバックグラウンドから namservコマンドを起動した場合は，コマンド
プロンプトからの起動と同様の動作となります。

• -htc_hndlwrap_offを指定すると，-Xrunhndlwrapオプションは無効化されます。
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3.　ORBの拡張機能
• -Xrunhndlwrapがデフォルトで指定されるため，-htc_hndlwrap_offオプションを指
定せずにコマンドプロンプトから起動するとWindowsをログオフ時にダイアログが
表示されます。

• -Xrunhndlwrapがデフォルトで指定されるため，-htc_hndlwrap_offオプションを指
定せずにバックグラウンド（サービス，運用管理ポータル）から起動するとWindows
をログオフ時に nameservコマンドは終了しません。

• -htc_hndlwrap_offオプションを指定して nameservコマンドを運用管理ポータルか
ら起動またはサービスから起動した場合でも，Windows VistaおよびWindows 
Server 2008の仕様によってWindowsをログオフ後も nameservは起動した状態とな
ります。

• J2EEサーバを使用して，nameservコマンドを CORBA Name Serviceとして自動起
動する場合は，nameservコマンドはコマンドプロンプトからの起動と同じ動作にな
ります。

（4） 使用言語

Java ORB（Windows）限定
93





4　 Microsoft Cluster Serviceと
の連携
この章では，TPBrokerとMicrosoft Cluster Serviceとの連携
方法について説明します。

4.1　Microsoft Cluster Serviceとの連携でできること

4.2　Microsoft Cluster Serviceの導入時の検討

4.3　Microsoft Cluster Serviceとの連携時のセットアップ
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4.　Microsoft Cluster Serviceとの連携
4.1　Microsoft Cluster Serviceとの連携ででき
ること

この節では，Microsoft Cluster Serviceとの連携でできることについて説明します。

Microsoft Cluster Serviceと連携することで，TPBrokerをクラスタ構成で運用できま
す。連携できる OSは，32ビット用Windowsだけです。連携できる TPBrokerのプロ
グラムプロダクトは次のとおりです。

• Cosminexus TPBroker
• TPBroker Developer
• TPBroker

また，Microsoft Cluster Serviceと連携すると，TPBrokerでは次の場合にフェールオー
バーができます。

• ハードウェア障害などクラスタサービスがシステム障害を検出した場合
• ユーザが計画的にフェールオーバーする場合
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4.2　Microsoft Cluster Serviceの導入時の検討

この節では，Microsoft Cluster Serviceの導入時に検討する必要があることについて説
明します。

ご使用のシステムに応じて，TPBrokerの機能ごとに環境設定項目を決定します。次のこ
とを検討してください。

• ORB機能を使用するかどうか
• OTS機能を使用するかどうか
• ADM機能を使用するかどうか

基本的な検討事項は，OSのマニュアルを参照してください。

4.2.1　ORB機能の使用
ご使用のシステムで，ORB機能を使用するかどうかを決定してください。

Cosminexus TPBroker
Microsoft Cluster Serviceを使用して，osagent，osagentに接続するプロセス，お
よびサーバを運用する場合は，ORB機能に関する IPアドレスとポート番号を設定
する必要があります。詳細は「4.3.2　ORB機能使用時の設定（Microsoft Cluster 
Service）」を参照してください。
なお，osagentに接続するプロセスとは，ネーミングサービス，CTMデーモン，お
よび osagentを使用する J2EEサーバを指します。この場合，J2EEサーバを起動
するときに，usrconf.propertiesファイルの vbroker.agent.enableLocatorキーに
trueを指定しています。

TPBroker Developer，または TPBroker
Microsoft Cluster Serviceを使用して，osagent，osagentに接続するプロセス，お
よびサーバを運用する場合は，ORB機能に関する IPアドレスとポート番号を設定
する必要があります。詳細は「4.3.2　ORB機能使用時の設定（Microsoft Cluster 
Service）」を参照してください。

4.2.2　OTS機能の使用
ご使用のシステムで，OTS機能を使用するかどうかを決定してください。

Cosminexus TPBroker
インプロセストランザクションサービスを使用します。インプロセストランザク
ションサービスとMicrosoft Cluster Serviceとの連携方法については，マニュアル
「Cosminexus システム構築ガイド」を参照してください。
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TPBroker Developer，または TPBroker
クラスタサービスに対応していません。OTS機能を使用しない運用にしてくださ
い。

4.2.3　ADM機能の使用
ご使用のシステムで，ADM機能を使用するかどうかを決定してください。

Cosminexus TPBroker
クラスタサービスに対応していません。
Microsoft Cluster Serviceを使用する場合は，Management Serverを利用してくだ
さい。

TPBroker Developer，または TPBroker
クラスタサービスに対応していません。ADM機能を使用しない運用にしてくださ
い。
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4.3　Microsoft Cluster Serviceとの連携時の
セットアップ

この節では，Microsoft Cluster Serviceとの連携時のセットアップの方法について説明
します。

なお，Microsoft Cluster Serviceの基本的な設定は，OSのマニュアルを参照してくださ
い。ここでは，TPBrokerとの連携時に必要な手順だけを説明します。

4.3.1　Microsoft Cluster Serviceのセットアップ
osagentをフェールオーバーの対象とする場合には，Microsoft Cluster Serviceに「汎用
アプリケーション」として登録します。

4.3.2　ORB機能使用時の設定（Microsoft Cluster Service）
ORB機能を使用するときに必要な IPアドレスとポート番号を設定します。

（1） osagentの設定（Microsoft Cluster Service）

osagentへの IPアドレスの設定について説明します。

（a） IPアドレスの設定（Microsoft Cluster Service）

Microsoft Cluster Service上で osagentを起動する場合，すべてのノードに次の定義
ファイルを設定します。

• localaddr
• htc.clienthandleraddr

各定義ファイルの設定値は，シングルホームホスト環境か，またはマルチホームホスト
環境かどうかによって異なります。以降，それぞれの環境での設定値について説明しま
す。

シングルホームホスト環境
シングルホームホスト環境で，Microsoft Cluster Serviceを使用したクラスタ環境
を構築する場合に設定する値を次の表に示します。

表 4-1　シングルホームホスト環境の設定値（Microsoft Cluster Service）

項番 条件 localaddrファイル htc.clienthandleraddrファイル

1 osagentをフェールオー
バーの対象にする

• 実 IPアドレス（プライ
マリ IPアドレス）

• サービス IPアドレス

• サービス IPアドレス
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4.　Microsoft Cluster Serviceとの連携
それぞれの条件について説明します。

osagentをフェールオーバーの対象にする場合
localaddrファイルには，実 IPアドレス（プライマリ IPアドレス）および
osagentが使用するサービス IPアドレスを必ず設定します。
また，osagentに接続するプロセスに対して，サービス IPアドレスを返却する
ように htc.clienthandleraddrファイルを定義します。

osagentをフェールオーバーの対象にしない場合
localaddrファイルには，実 IPアドレス（プライマリ IPアドレス）を必ず設定
します。サービス IPアドレスは設定しないでください。
また，osagentに接続するプロセスに対して，実 IPアドレス（プライマリ IP
アドレス）を返却するように htc.clienthandleraddrファイルを定義します。

マルチホームホスト環境
マルチホームホスト環境で，Microsoft Cluster Serviceを使用したクラスタ環境を
構築する場合に設定する値を次の表に示します。

表 4-2　マルチホームホスト環境の設定値（Microsoft Cluster Service）

それぞれの条件について説明します。

osagentをフェールオーバーの対象にする場合
localaddrファイルには，実 IPアドレス（プライマリ IPアドレス），osagent
に明示的に指定したい IPアドレス，および osagentが使用するサービス IPア
ドレスを設定します。
また，osagentに接続するプロセスに対して，サービス IPアドレスを返却する
ように htc.clienthandleraddrファイルを定義します。

osagentをフェールオーバーの対象にしない場合

2 osagentをフェールオー
バーの対象にしない

• 実 IPアドレス（プライ
マリ IPアドレス）

• 実 IPアドレス（プライマリ
IPアドレス）

項番 条件 localaddrファイル htc.clienthandleraddrファイル

1 osagentをフェールオー
バーの対象にする

• 実 IPアドレス（プライ
マリ IPアドレス）

• osagentに明示的に指定
したい IPアドレス

• サービス IPアドレス

• サービス IPアドレス

2 osagentをフェールオー
バーの対象にしない

• 実 IPアドレス（プライ
マリ IPアドレス）

• osagentに明示的に指定
したい IPアドレス

• 実 IPアドレス（プライマリ
IPアドレス）

項番 条件 localaddrファイル htc.clienthandleraddrファイル
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localaddrファイルには，実 IPアドレス（プライマリ IPアドレス）および
osagentに明示的に指定したい IPアドレスを必ず設定します。サービス IPア
ドレスは設定しないでください。
また，osagentに接続するプロセスに対して，実 IPアドレス（プライマリ IP
アドレス）を返却するように htc.clienthandleraddrファイルを定義します。

注意
osagentは，localaddrファイルに設定された IPアドレスだけを認識します。
localaddrファイルを設定しない場合，osagentはデフォルトで
gethostbyname()から得られる IPアドレスを認識します。

（b）osagentへの設定（Microsoft Cluster Service）

異なるネットワークドメインの osagent間の通信で，一方の osagentをフェールオー
バーの対象とする場合，対象の osagentと通信をする osagentの定義ファイル
（agentaddrファイル）に，サービス IPアドレスを設定します。

（c） osagentに接続するプロセスへの設定（Microsoft Cluster Service）

osagentと osagentに接続するプロセスを異なるネットワークドメインで起動し，
osagentをフェールオーバーの対象とする場合，次に示す定義ファイル，およびオプショ
ンのどれかにサービス IPアドレスを設定してください。

• agentaddrファイル
• 環境変数 OSAGENT_ADDR
• プロパティ vbroker.agent.addr

（2） osagentの接続に関する設定（Microsoft Cluster Service）

Microsoft Cluster Serviceを使用したクラスタ環境で osagentを起動する場合，次に示
す環境変数およびオプションの設定が osagentに必要です。

• 環境変数名：OSAGENT_CLIENT_HANDLER_PORT
環境変数の設定方法については，マニュアル「Borland Enterprise Server VisiBroker 
デベロッパーズガイド」を参照してください。

• オプション：-m
osagentの起動時に，コマンドの引数としてこのオプションを設定します。
このオプションは，Microsoft Cluster Serviceを使用したクラスタ環境で，osagent
をフェールオーバーの対象とする場合だけ必須です。

（3） サーバの設定（Cosminexus TPBroker）（Microsoft Cluster Service）

Cosminexus TPBrokerで，ネーミングサービスをフェールオーバーの対象とする場合，
次の設定をしてください。

• プロパティ vbroker.se.iiop_tp.host
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エイリアス IPアドレスまたはエイリアスホスト名を設定します。
• プロパティ vbroker.se.iiop_tp.scm.iiop_tp.listener.port
任意のポート番号を設定します。
使用するポート番号は，すべてのノードで同じポート番号が使用できるように管理す
る必要があります。

（4） サーバの設定（TPBroker Developer，または TPBroker）（Microsoft 
Cluster Service）

TPBroker Developer，または TPBrokerでは，次の設定をしてください。

• プロパティ vbroker.se.<xxx>.host
エイリアス IPアドレス，またはエイリアスホスト名を設定します。

• プロパティ vbroker.se.<xxx>.scm.<yyy>.listener.port
任意のポート番号を設定します。
使用するポート番号は，すべてのノードで同じポート番号が使用できるように管理す
る必要があります。

プロパティ名で，xxxはサーバエンジン，yyyはサーバコネクションマネージャを示しま
す。

（5） ORB機能使用時の設定例（Microsoft Cluster Service）

ここで示す設定例は，シングルホームホスト環境です。

（a）osagentをフェールオーバーの対象にする場合（Microsoft Cluster Service）

osagentをフェールオーバーの対象にする場合の，ORB機能の使用時の設定例について
説明します。

システム構成の例

ORB機能使用時のシステム構成の例を次の図に示します。
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図 4-1　osagentをフェールオーバーの対象にする場合のシステム構成例（Microsoft 
Cluster Service）

IPアドレスの設定例

上記の図で示すシステム構成例での IPアドレスの設定例を示します。

1. ホスト A（現用系）の IPアドレスの設定
• localaddrファイル

"A.A.A.A subnet broadcast"（ホスト Aの実 IPアドレスを設定）
"C.C.C.C subnet broadcast"（サービス IPアドレスを設定）

• htc.clienthandleraddrファイル
"F.F.F.F subnet C.C.C.C"（クライアントの実 IPアドレスにサービス IPアドレスを
設定）

2. ホスト B（待機系）の IPアドレスの設定
• localaddrファイル

"B.B.B.B subnet broadcast"（ホスト Bの実 IPアドレスを設定）
"C.C.C.C subnet broadcast"（サービス IPアドレスを設定）

• htc.clienthandleraddrファイル
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"F.F.F.F subnet C.C.C.C"（クライアントの実 IPアドレスにサービス IPアドレスを
設定）

3. ホスト Cの IPアドレスの設定
• agentaddrファイル

"C.C.C.C"（サービス IPアドレスを設定）

4. ホスト Aおよびホスト Bで起動する osagent
• 環境変数 OSAGENT_CLIENT_HANDLER_PORT
• -mオプション（osagentの起動時にコマンドの引数として設定）

（b）osagentをフェールオーバーの対象にしない場合（Microsoft Cluster Service）

osagentをフェールオーバーの対象にしない場合の，ORB機能の使用時の設定例につい
て説明します。

システム構成の例

ORB機能使用時のシステム構成の例を次の図に示します。
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図 4-2　osagentをフェールオーバーの対象にしない場合のシステム構成例（Microsoft 
Cluster Service）

IPアドレスの設定例

上記の図で示すシステム構成例での IPアドレスの設定例を示します。

1. ホスト A（現用系）の IPアドレスの設定
• localaddrファイル

"A.A.A.A subnet broadcast"（ホスト Aの実 IPアドレスを設定）
• htc.clienthandleraddrファイル

"F.F.F.F subnet A.A.A.A"（クライアントの実 IPアドレスにホスト Aの実 IPアド
レスを設定）

2. ホスト B（待機系）の IPアドレスの設定
• localaddrファイル

"B.B.B.B subnet broadcast"（ホスト Bの実 IPアドレスを設定）
• htc.clienthandleraddrファイル

"F.F.F.F subnet B.B.B.B"（クライアントの実 IPアドレスにホスト Bの実 IPアド
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レスを設定）

3. ホスト Cの IPアドレスの設定
• agentaddrファイル

"A.A.A.A"（ホスト Aの実 IPアドレスを設定）
"B.B.B.B"（ホスト Bの実 IPアドレスを設定）

4. ホスト Aおよびホスト Bで起動する osagent
• 環境変数 OSAGENT_CLIENT_HANDLER_PORT
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5　 HAモニタとの連携
この章では，TPBrokerと HAモニタとの連携方法について説
明します。

5.1　HAモニタとの連携でできること

5.2　HAモニタの導入時の検討

5.3　HAモニタとの連携時のセットアップ

5.4　HAモニタとの連携時の運用

5.5　HAモニタとの連携時のアンセットアップ
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5.1　HAモニタとの連携でできること

この節では，HAモニタとの連携でできることについて説明します。

HAモニタと連携することで，TPBrokerをクラスタ構成で運用できます。

連携できる OSは次のとおりです。

• AIX
• HP-UX
• HP-UX（IPF）
• Linux（AS3）

連携できる TPBrokerのプログラムプロダクトは次のとおりです。

• Cosminexus TPBroker
• TPBroker Developer
• TPBroker

また，HAモニタと連携すると，TPBrokerでは，次の場合に系切り替えができます。

• ハードウェア障害など HAモニタがシステム障害を検出した場合
• ユーザが計画的に系切り替えする場合

TPBrokerは系切り替えをしたときに，次の情報を待機系に引き継ぐことができます。

• 監視中のプロセス情報
• システムの構成情報
• 未決着のトランザクション情報

TPBrokerは実行系で監視中のプロセスを，待機系で起動します。再開始用のコマンドが
設定してある場合，再開始用のコマンドを起動します。系切り替えが起こった時点で未
決着トランザクションがあると，待機系でトランザクションの回復をします。

TPBrokerのシステムダウンでは系切り替えは行いません。TPBrokerのシステムダウン
時は，システムダウンした系で TPBrokerを再開始します。
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5.2　HAモニタの導入時の検討

この節では，HAモニタの導入時に検討する必要があることについて説明します。

ご使用のシステムに応じて，TPBrokerの機能ごとに環境設定項目を決定します。次のこ
とを検討してください。

• ORB機能を使用するかどうか
• OTS機能を使用するかどうか
• ADM機能を使用するかどうか
• どのシステムが共有ディスクを使用するか

導入時の注意事項もありますので，必ず読んでください。基本的な検討事項は，マニュ
アル「HAモニタ」を参照してください。

5.2.1　ORB機能の使用（HAモニタ）
ご使用のシステムで，ORB機能を使用するかどうかを決定してください。

Cosminexus TPBroker
HAモニタを使用して，osagent，osagentに接続するプロセス，およびサーバを運
用する場合は，ORB機能に関する IPアドレスとポート番号を設定する必要があり
ます。詳細は「5.3.5　ORB機能使用時の設定（HAモニタ）」を参照してください。
なお，osagentに接続するプロセスとは，ネーミングサービス，CTMデーモン，お
よび osagentを使用する J2EEサーバを指します。この場合，J2EEサーバを起動
するときに，usrconf.propertiesファイルの vbroker.agent.enableLocatorキーに
trueを指定しています。

TPBroker Developer，または TPBroker
HAモニタを使用して，osagent，osagentに接続するプロセス，およびサーバを運
用する場合は，ORB機能に関する IPアドレスとポート番号を設定する必要があり
ます。詳細は「5.3.5　ORB機能使用時の設定（HAモニタ）」を参照してください。

5.2.2　OTS機能の使用（HAモニタ）
ご使用のシステムで OTS機能を使用するかどうかを決定してください。

Cosminexus TPBroker
インプロセストランザクションサービスを使用します。インプロセストランザク
ションサービスとHAモニタとの連携方法については，マニュアル「Cosminexus 
システム構築ガイド」を参照してください。

TPBroker Developer，または TPBroker
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系切り替えで構成する場合，各系で情報を共有するため，共有ディスク上のディレ
クトリまたはキャラクタ型スペシャルファイルに環境変数 TPFSを設定します。系
切り替えで構成しない場合，ローカルディスク上のディレクトリまたはキャラクタ
型スペシャルファイルに環境変数 TPFSを設定します。

注意事項
環境変数 TPFSが設定されていない場合，デフォルトで環境変数 TPSPOOLに
設定されたディレクトリが使用されます。環境変数 TPSPOOLでは，共有しな
い情報を格納するため，ローカルディスク上のディレクトリを設定する必要が
あるので，注意してください。
環境変数 TPFS，および環境変数 TPSPOOLについては，マニュアル
「TPBroker ユーザーズガイド」を参照してください。

5.2.3　ADM機能の使用（HAモニタ）
ご使用のシステムで，ADM機能を使用するかどうかを決定してください。

Cosminexus TPBroker
ADM機能を使用できません。Management Serverで運用することを推奨します。

TPBroker Developer，または TPBroker
ADM機能をクラスタリングシステムで使用する場合，各系で情報を共有させるた
め，環境変数 ADMFSを，共有ディスク上のディレクトリに設定します。ADM機
能をクラスタリングシステムで使用しない場合，環境変数 ADMFSを，ローカル
ディスク上のディレクトリに設定します。

注意事項
環境変数 ADMFSが設定されていない場合，デフォルトで環境変数
ADMSPOOLに設定されたディレクトリが使用されます。環境変数
ADMSPOOLでは，共有しない情報を格納するため，ローカルディスク上の
ディレクトリに設定する必要があるので，注意してください。
環境変数 ADMFSおよび環境変数 ADMSPOOLについては，マニュアル
「TPBroker ユーザーズガイド」を参照してください。

5.2.4　共有ディスクを使用するシステム（HAモニタ）
ADM機能またはアウトプロセストランザクションサービスを使用する場合，共有ディス
クを TPBrokerファイルシステムで使用するか，UNIXファイルシステムで使用するか
を決定してください。TPBrokerでは，TPBrokerファイルシステムを使用することを推
奨します。

TPBrokerファイルシステム
環境変数 ADMFSと環境変数 TPFSは同じキャラクタ型スペシャルファイルで共存
できます。
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5.　HAモニタとの連携
TPBrokerファイルシステムを使用できるのは，次のプログラムプロダクトだけで
す。
• TPBroker Developer（AIX，HP-UX）
• TPBroker（AIX，HP-UX）

UNIXファイルシステム
環境変数 ADMFSと環境変数 TPFSには異なるディレクトリパスを指定してくださ
い。同じディレクトリパスは指定できません。

5.2.5　導入時の注意事項（HAモニタ）
HAモニタとの連携をする場合，導入時には次の点に注意してください。

（1） システム構成について
• TPBrokerの ADM機能の環境を一つのサーバにしてください。
• すべての系の TPBrokerのバージョンを統一してください。
• TPBrokerが起動するアプリケーションは，HAモニタの系切り替えに対応させてく
ださい。

（2） 設定値について
• すべての系の TPBrokerのシステム環境定義を統一してください。
• ADM機能で使用する定義ファイルをすべての系で統一してください。
そのためには，TPBrokerが起動するアプリケーションの絶対パスを統一することと，
環境変数がすべての系で統一されていることが必要です。

• 環境変数 ADMFSは，共有ディスク上のディレクトリパスまたはキャラクタ型スペ
シャルファイルを指定してください。

• 共有ディスクには，環境変数 ADMFS，および環境変数 TPFSで示される TPBroker
のステータスファイルを格納してください。
環境変数 TPSPOOL，および環境変数 ADMSPOOLで示される TPBroker稼働情報
格納ディレクトリは，各系のローカルディスクを指定します。また，TPBrokerを含
むプログラム群は各系のローカルディスクに格納する必要があります。

• アプリケーションで使用するポート番号が固定の場合，すべての系で同じポート番号
が使用できるように管理してください。

5.2.6　システムの構成例（HAモニタ）
HAモニタを使用した TPBrokerのクラスタリングシステムの構成例を次の図に示しま
す。
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5.　HAモニタとの連携
図 5-1　HAモニタを使用した TPBrokerのクラスタリングシステムの構成例

この構成例の条件を示します。

• 共有ディスクを 2台で共有し，同じディレクトリでマウントする。
• 実 IPアドレスを 1台ごとに設定する。
• エイリアス IPアドレスは各マシンに同じものを設定する。

5.3以降では，ここで示した例に従って環境設定方法を説明します。記載しているスクリ
プトの値，およびコマンドのオプションの値も，この例に従っています。
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5.3　HAモニタとの連携時のセットアップ

この節では，HAモニタとの連携時のセットアップの方法について説明します。

ここで説明するセットアップの方法は，HAモニタ，および TPBrokerの基本的な設定を
終えていることを前提とし，TPBrokerとの連携時に必要な手順だけを説明します。セッ
トアップの詳細は，マニュアル「HAモニタ」，およびマニュアル「TPBroker ユーザー
ズガイド」を参照してください。

5.3.1　セットアップの流れ（HAモニタ）
HAモニタとの連携時のセットアップの流れを次の図に示します。

図 5-2　HAモニタとの連携時のセットアップの流れ

5.3.2　共有ディスクの設定（HAモニタ）
TPBrokerでは，共有ディスクとして TPBrokerファイルシステムと UNIXファイルシ
ステムに対応しています。使用するファイルシステムに応じて，共有ディスクに次の項
目を設定します。

• 切り替える共有ディスク装置のスペシャルファイル名
• 切り替えるファイルシステムに対応する論理ボリュームの絶対パス名
• 切り替えるファイルシステムのマウント先ディレクトリの絶対パス名（UNIXファイ
ルシステム限定）

設定方法については，マニュアル「HAモニタ」を参照してください。

5.3.3　TPBrokerのセットアップ（HAモニタ）
HAモニタを起動する前に，すべての系で TPBrokerのセットアップをする必要がありま
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5.　HAモニタとの連携
す。すべての系で，次に示す手順を繰り返してください。

（1） 環境変数の設定（HAモニタ）

TPBrokerの動作に必要な環境変数を設定します。詳細は，マニュアル「TPBroker ユー
ザーズガイド」を参照してください。

（2） TPBrokerファイルシステムの作成（HAモニタ）

共有ディスクを TPBrokerファイルシステムで使用する場合，tsmkfsコマンドで
TPBrokerファイルシステムを作成します。UNIXファイルシステムで使用する場合はこ
の手順は必要ありません。tsmkfsコマンドについては，マニュアル「TPBroker ユー
ザーズガイド」を参照してください。

この手順は実行系で一度だけ行ってください。また，TPBrokerが 05-12以前のバージョ
ンで作成した TPBrokerファイルシステムを使用する場合もこの手順を行う必要があり
ます。

適用 OSが AIXの場合のコマンドの実行例を次に示します。

1. ボリュームグループの活動を開始します。
varyonvg vg00

2. TPBrokerファイルシステムを作成します。
tsmkfs -s 1024 -n 100 -l 10 /dev/rdisk0

tsmkfsコマンドのオプションは，使用しているシステムに応じて適切な値を設定し
てください。この実行例では，セクタ長 1024，容量 100MB，最大ファイル数 10の
領域を確保します。

3. ボリュームグループの活動を停止します。
varyoffvg vg00

（3） TPBrokerの OTS環境のセットアップ（HAモニタ）

tssetupコマンドで，TPBrokerの OTS環境のセットアップをします。必ず -iオプショ
ンを指定して，ディスクを共有させてください。

環境を再構築する場合など，共用ディスク上に存在する情報を引き継ぐ必要のない場合
は，-nオプションを指定して tssetupコマンドを実行してください。OTS環境が正常開
始します。待機系の環境構築など，実行系の情報を引き継がせる場合は，-nオプション
を指定しないでください。

tssetupコマンドについては，マニュアル「TPBroker ユーザーズガイド」を参照してく
ださい。

コマンドの実行例を次に示します。

共用ディスクの情報を引き継ぐ場合
1. TPBrokerの OTS環境のセットアップをします。
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tssetup -i

共用ディスクの情報を引き継がない場合
1. TPBrokerの OTS環境のセットアップをします。

tssetup -n -i

（4） システム環境定義の設定（HAモニタ）

tsdefvalueコマンドでHAモニタとの連携に必要なシステム環境定義を設定します。定
義パスは，次の表に示す値を設定します。

表 5-1　HAモニタとの連携時に必要なシステム環境定義

上記以外の項目については，ご使用の環境に合わせた値を設定します。また，すべての
系で同じ値を設定します。

tsdefvalueコマンドについては，マニュアル「TPBroker ユーザーズガイド」を参照して
ください。

コマンドの実行例を次に示します。

1. 開始モードを設定します。
tsdefvalue /ADM set_conf_mode -s "MANUAL2"

2. 決着プロセスホスト名を設定します。
tsdefvalue /OTS completion_process_ipaddr_info -s "172.17.115.37"

3. デーモンプロセスホスト名を設定します。
tsdefvalue /OTS set_ipaddr_info -s "172.17.115.37"

4. システム識別子情報を設定します。
tsdefvalue /SYSTEM system_id_info -s "TPB1"

（5） TPBrokerの運用支援機能実行環境のセットアップ（HAモニタ）

admsetupコマンドで，TPBrokerの運用支援機能実行環境のセットアップをします。必
ず -iオプションを指定して，ディスクを共有させてください。なお，-cオプションはす
べての系で同じ値（パス）を指定し，指定するプロセス監視定義ファイルは同じ内容と
してください。

定義パス名 値

/ADM/
set_conf_mode

"MANUAL2"

/OTS/
completion_process_ipaddr_info

"<エイリアス IPアドレス >"

/OTS/
set_ipaddr_info

"<エイリアス IPアドレス >"

/SYSTEM/
system_id_info

"<4バイトの文字列 >"
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環境の再構築時など，共用ディスク上に存在する情報を引き継ぐ必要のない場合には，
-nオプションを指定して admsetupコマンドを実行してください。ADM環境が正常開
始します。待機系の環境構築など，実行系の情報を引き継がせる場合は，-nオプション
を指定しないでください。

admsetupコマンドについては，マニュアル「TPBroker ユーザーズガイド」を参照して
ください。

コマンドの実行例を次に示します。

共用ディスクの情報を引き継ぐ場合
1. TPBrokerの運用支援機能実行環境のセットアップをします。

admsetup -c /opt/TPBrokerV5/adm/admconf.cf -i

共用ディスクの情報を引き継がない場合
1. TPBrokerの運用支援機能実行環境のセットアップをします。

admsetup -c /opt/TPBrokerV5/adm/admconf.cf -n -i

5.3.4　HAモニタの設定
HAモニタの設定をします。

（1） 定義ファイルの作成（HAモニタ）

使用しているシステムに応じて，HAモニタの定義ファイル（sysdef）を作成します。

（2） LANの状態設定（HAモニタ）

HAモニタがサーバ単位に LANの接続，切り離しをするので，サーバごとにネットワー
クの設定用ファイルが必要です。HAモニタでは，LANの状態設定ファイルを作成して
設定します。

TPBrokerが使用する LANの状態設定ファイルは次のとおりです。エイリアス IPアド
レスを設定してください。

• tpbroker.up：LANを接続する場合に使用します。 
• tpbroker.down：LANの切り離しをする場合に使用します。 

LANの状態設定ファイルの設定例を次に示します。

tpbroker.upの例
/etc/ifconfig en0 inet 172.17.115.37 alias netmask 255.255.255.0 
broadcast 172.17.115.255

tpbroker.downの例
# Network Configuration for OFFLINE
#
　
IFC_NAME="en0"
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IP_ADDR="172.17.115.37"
IFCONFIG=/etc/ifconfig
　
if [ "$IFC_NAME" != "" -a "$IP_ADDR" != "" ]
then
    if [ "`$IFCONFIG $IFC_NAME | grep $IP_ADDR`" != "" ]
    then
       $IFCONFIG $IFC_NAME inet $IP_ADDR delete
    fi
fi

（3） TPBroker開始スクリプトの作成（HAモニタ）

HAモニタから TPBrokerを起動するためのスクリプトを作成します。

スクリプトの設定例を次に示します。この例では，TPBroker開始スクリプト
（tpbroker_start.sh）を /home/tpbroker/hamon/binに格納し，/home/tpbroker/hamon/
logにログを出力する設定になっています。

（例）

#!/bin/ksh
## ************************************************************
## TPBroker Start Script for HAMonitor
## ************************************************************
　
LOGDIR=/home/tpbroker/hamon/log
export TPDIR=/opt/TPBrokerV5
export TPSPOOL=${TPDIR}/otsspool
export TPFS=/dev/rdisk0
export ADMSPOOL=${TPDIR}/spool
export ADMFS=/dev/rdisk0
export OSAGENT_PORT=14000
export VBROKER_ADM=${TPDIR}/adm
export LIBPATH=${TPDIR}/lib
　
logg()
{
        echo `date '+[%Y/%m/%d %H:%M:%S]'`"[$$]: $1" ¥
          >> ${LOGDIR}/tpbroker.log 2>&1
}
　
logg "### tpbroker_start.sh: started. ###"
　
#==============================================================
## Start TPBroker
#==============================================================
　
${TPDIR}/bin/admstart >> ${LOGDIR}/tpbroker.log 2>&1
logg "### tpbroker_start.sh: stopped. ###"
　
exit 0

（4） TPBroker停止スクリプトの作成（HAモニタ）

HAモニタから TPBrokerを停止するためのスクリプトを作成します。このスクリプトで
は，HAモニタのmonendコマンドが実行されたときに，TPBrokerが正常停止し，HA
モニタのmonswapコマンドが実行されたときに，TPBrokerが強制停止するようにして
います。
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スクリプトの設定例を次に示します。この例では，TPBroker停止スクリプト
（tpbroker_stop.sh）を /home/tpbroker/hamon/binに格納し，/home/tpbroker/hamon/
logにログを出力する設定になっています。

（例）

#!/bin/ksh
## ************************************************************
## TPBroker Stop Script
## ************************************************************
　
LOGDIR=/home/tpbroker/hamon/log
　
export TPDIR=/opt/TPBrokerV5
export TPSPOOL=${TPDIR}/otsspool
export TPFS=/dev/rdisk0
export ADMSPOOL=${TPDIR}/spool
export ADMFS=/dev/rdisk0
export OSAGENT_PORT=14000
export VBROKER_ADM=${TPDIR}/adm
export LIBPATH=${TPDIR}/lib
logg()
{
       echo `date '+[%Y/%m/%d %H:%M:%S]'`"[$$]: $1" ¥
          >> ${LOGDIR}/tpbroker.log 2>&1
}
 
logg "### tpbroker_stop.sh: started. $* ###"
#==============================================================
## Stop TPBroker
#==============================================================
case $1 in
-e)
       logg "### tpbroker_stop.sh: TPBroker stop normally. ###"
       ${TPDIR}/bin/admstop >> ${LOGDIR}/tpbroker.log 2>&1
       ;;
-w)
       logg "### tpbroker_stop.sh: TPBroker stop forcibly. ###"
       ${TPDIR}/bin/admstop -fr >> ${LOGDIR}/tpbroker.log 2>&1
       ;;
-c)
       logg "### tpbroker_stop.sh: do nothing. ###"
       ;;
*)
       logg "### tpbroker_stop.sh: unknown option. $1 ###"
       exit 1
　
esac
　
logg "### tpbroker_stop.sh: stopped. ###"
　
exit 0

（5） TPBroker監視スクリプトの作成（HAモニタ）

HAモニタから TPBrokerを監視するスクリプトを作成します。

スクリプトの設定例を次に示します。この例では，TPBroker監視スクリプト
（tpbroker_monitor.sh）を /home/tpbroker/hamon/binに格納し，/home/tpbroker/
hamon/logにログを出力する設定になっています。
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（例）

#!/bin/ksh
## ************************************************************
## TPBroker Daemon Monitor Script
## ************************************************************
trap break 15
　
LOGDIR=/home/tpbroker/hamon/log
　
export TPDIR=/opt/TPBrokerV5
export TPSPOOL=${TPDIR}/otsspool
export TPFS=/dev/rdisk0
export ADMSPOOL=${TPDIR}/spool
export ADMFS=/dev/rdisk0
export OSAGENT_PORT=14000
export VBROKER_ADM=${TPDIR}/adm
export LIBPATH=${TPDIR}/lib
　
logg()
{
        echo `date '+[%Y/%m/%d %H:%M:%S]'`"[$$]: $1" ¥
          >> ${LOGDIR}/tpbroker.log 2>&1
}
　
logg "### tpbroker_monitor.sh: started. ###"
　
loop=true
while $loop
do
       MESSAGE=`${TPDIR}/bin/admstat`
       echo ${MESSAGE} | grep KFCB29001-I > /dev/null
       if [ $? -eq 0 ]; then
             logg "### tpbroker_monitor.sh: TPBroker start. ###"
             ${TPDIR}/bin/admstart >> ${LOGDIR}/tpbroker.log 2>&1
       fi
       sleep 10
done
 

（6） 定義ファイルの作成（サーバ）（HAモニタ）

TPBroker用のサーバの定義ファイル（servers）を作成します。TPBroker用のサーバ
に固有の設定を次の表に示します。

表 5-2　定義ファイル（servers）の設定

項
番

オペランド 設定値 備考

1 name /home/tpbroker/hamon/bin/
tpbroker_start.sh

TPBroker開始スクリプトを設定します。
詳細は次を参照してください。
「(3)　TPBroker開始スクリプトの作成
（HAモニタ）」

2 alias tpbroker 固定値です。

3 acttype monitor 固定値です。
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5.3.5　ORB機能使用時の設定（HAモニタ）
ORB機能を使用するときに必要な IPアドレスとポート番号を設定します。

次に示す設定をすることで，HAモニタを起動するホスト上で osagent，nameserv，お
よび CORBAアプリケーションを起動できるようになります。

（1） osagentの設定（HAモニタ）

osagentへの IPアドレスの設定について説明します。

（a） IPアドレスの設定（HAモニタ）

HAモニタを起動するホスト上で osagentを起動する場合，すべての系に次の定義ファ
イルを設定します。

• localaddr
• htc.clienthandleraddr

各定義ファイルの設定値は，シングルホームホスト環境か，またはマルチホームホスト
環境かどうかによって異なります。以降，それぞれの環境での設定値について説明しま
す。

シングルホームホスト環境
シングルホームホスト環境で，HAモニタを使用したクラスタシステムを構築する
場合に設定する値を次の表に示します。

4 termcommand /home/tpbroker/hamon/bin/
tpbroker_stop.sh

TPBroker停止スクリプトを設定します。
詳細は次を参照してください。
「(4)　TPBroker停止スクリプトの作成
（HAモニタ）」

5 disk /dev/vg00 TPBrokerで使用する共用ディスクを設定
します。

6 lan_updown use 固定値です。

7 fs_name /dev/rdisk0 論理ボリュームの絶対パスを設定します。
$TPFS/$ADMFSを UNIXファイルで使
用する場合だけ設定が必要です。

8 fs_mount_dir /hamon 共有ディスクのマウント先ディレクトリの
絶対パス名を指定します。
$TPFS/$ADMFSを UNIXファイルシス
テムで使用する場合だけ設定が必要です。

9 patrolcommand /home/tpbroker/hamon/bin/
tpbroker_monitor.sh

TPBroker監視スクリプトを設定します。
詳細は次を参照してください。
「(5)　TPBroker監視スクリプトの作成
（HAモニタ）」

項
番

オペランド 設定値 備考
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表 5-3　シングルホームホスト環境の設定値（HAモニタ）

それぞれの条件について説明します。

osagentを系切り替えの対象にする場合
localaddrファイルには，実 IPアドレス（プライマリ IPアドレス）および
osagentが使用するエイリアス IPアドレスを必ず設定してください。
また，osagentが各クライアント（osagentに接続するプロセス）に対して，エ
イリアス IPアドレスを返却するように htc.clienthandleraddrファイルを定義
してください。

osagentを系切り替えの対象にしない場合
localaddrファイルには，実 IPアドレス（プライマリ IPアドレス）を必ず設定
してください。エイリアス IPアドレスは設定しないでください。
また，osagentが各クライアント（osagentに接続するプロセス）に対して，実
IPアドレス（プライマリ IPアドレス）を返却するように
htc.clienthandleraddrファイルを定義してください。

マルチホームホスト環境
マルチホームホスト環境で，HAモニタを使用したクラスタシステムを構築する場
合に設定する値を次の表に示します。

表 5-4　マルチホームホスト環境の設定値（HAモニタ）

それぞれの条件について説明します。

osagentを系切り替えの対象にする場合
localaddrファイルには，実 IPアドレス（プライマリ IPアドレス），osagent

項番 条件 localaddrファイル htc.clienthandleraddrファイル

1 osagentを系切り替えの対
象にする

• 実 IPアドレス（プライ
マリ IPアドレス）

• エイリアス IPアドレス

• エイリアス IPアドレス

2 osagentを系切り替えの対
象にしない

• 実 IPアドレス（プライ
マリ IPアドレス）

• 実 IPアドレス（プライマリ
IPアドレス）

項番 条件 localaddrファイル htc.clienthandleraddrファイル

1 osagentを系切り替えの対
象にする

• 実 IPアドレス（プライ
マリ IPアドレス）

• osagentに明示的に指定
したい IPアドレス

• エイリアス IPアドレス

• エイリアス IPアドレス

2 osagentを系切り替えの対
象にしない

• 実 IPアドレス（プライ
マリ IPアドレス）

• osagentに明示的に指定
したい IPアドレス

• 実 IPアドレス（プライマリ
IPアドレス）
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5.　HAモニタとの連携
に明示的に指定したい IPアドレス，および osagentが使用するエイリアス IP
アドレスを設定します。
また，osagentが各クライアント（osagentに接続するプロセス）に対して，エ
イリアス IPアドレスを返却するように htc.clienthandleraddrファイルを定義
します。

osagentを系切り替えの対象にしない場合
localaddrファイルには，実 IPアドレス（プライマリ IPアドレス）および
osagentに明示的に指定したい IPアドレスを必ず設定します。エイリアス IP
アドレスは設定しないでください。
また osagentが各クライアント（osagentに接続するプロセス）に対して，実
IPアドレス（プライマリ IPアドレス）を返却するように
htc.clienthandleraddrファイルを定義します。

注意
osagentは，localaddrファイルに設定された IPアドレスだけを認識します。
localaddrファイルを設定しない場合，osagentはデフォルトで
gethostbyname()から得られる IPアドレスを認識します。osagentが認識する
IPアドレスはバーボースモードで起動させることにより，確認できます。

（b）osagentへの設定（HAモニタ）

異なるネットワークドメインの osagent間の通信で，一方の osagentを系切り替えの対
象とする場合，系切り替え対象の osagentと通信をする osagentの定義ファイル
（agentaddrファイル）に，サービス IPアドレスを設定します。

（c） osagentに接続するプロセスへの設定（HAモニタ）

osagentと osagentに接続するプロセスを異なるネットワークドメインで起動し，
osagentを系切り替えの対象とする場合，次に示す定義ファイル，およびオプションのど
れかにサービス IPアドレスを設定してください。

• agentaddrファイル
• 環境変数 OSAGENT_ADDR
• プロパティ vbroker.agent.addr

（2） osagentの接続に関する設定（HAモニタ）

HAモニタ上で osagentを起動する場合，次に示す環境変数の設定が osagentに必要で
す。

環境変数名：OSAGENT_CLIENT_HANDLER_PORT

環境変数の設定方法については，マニュアル「Borland Enterprise Server VisiBroker デ
ベロッパーズガイド」を参照してください。
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5.　HAモニタとの連携
（3） サーバの設定（Cosminexus TPBroker）（HAモニタ）

Cosminexus TPBrokerでは次の設定をします。

ネーミングサービスを系切り替えの対象とする場合
• nameservコマンドの起動時に次の値を設定します。

-J-Dvbroker.se.iiop_tp.host=<エイリアス IPアドレス >または <エイリアスホス
ト名 >

• ネーミングサービスが使用するポート番号は，すべての系で同じポート番号が使
用できるよう管理する必要があります。

J2EEサーバ，および運用監視エージェントを系切り替えの対象とする場合
J2EEサーバ，および運用監視エージェントのプロパティファイルに次の設定をし
ます。
• プロパティ vbroker.se.iiop_tp.host
エイリアス IPアドレスまたはエイリアスホスト名を設定します。

• プロパティ vbroker.se.iiop_tp.scm.iiop_tp.listener.port
任意のポート番号を設定します。

（4） サーバの設定（TPBroker Developer，および TPBroker）（HAモニ
タ）

TPBroker Developer，および TPBrokerで，ネーミングサービスを含む CORBAアプリ
ケーションを系切り替えの対象とする場合，次の設定をします。

• プロパティ vbroker.se.<xxx>.host
エイリアス IPアドレス，またはエイリアスホスト名を設定します。

• プロパティ vbroker.se.<xxx>.scm.<yyy>.listener.port
任意のポート番号を設定します。
使用するポート番号は，すべての系で同じポート番号が使用できるように管理する必
要があります。

プロパティ名で，xxxはサーバエンジン，yyyはサーバコネクションマネージャを示しま
す。

（5） ORB機能使用時の設定例（HAモニタ）

ここで示す設定例は，シングルホームホスト環境です。

（a）osagentを系切り替え対象にする場合（HAモニタ）

osagentを系切り替え対象にする場合の，ORB機能の使用時の設定例について説明しま
す。

システム構成の例

ORB機能使用時のシステム構成の例を次の図に示します。
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5.　HAモニタとの連携
図 5-3　osagentを系切り替え対象にする場合のシステム構成例（HAモニタ）

IPアドレスの設定例

上記の図で示すシステム構成例での IPアドレスの設定例を示します。

1. ホスト A（実行系）の IPアドレスの設定
• localaddrファイル

"A.A.A.A subnet broadcast"（ホスト Aの実 IPアドレスを設定）
"C.C.C.C subnet broadcast"（エイリアス IPアドレスを設定）

• htc.clienthandleraddrファイル
"F.F.F.F subnet C.C.C.C"（クライアントの実 IPアドレスにエイリアス IPアドレス
を設定）

2. ホスト B（待機系）の IPアドレスの設定
• localaddrファイル

"B.B.B.B subnet broadcast"（ホスト Bの実 IPアドレスを設定）
"C.C.C.C subnet broadcast"（エイリアス IPアドレスを設定）

• htc.clienthandleraddrファイル
"F.F.F.F subnet C.C.C.C"（クライアントの実 IPアドレスにエイリアス IPアドレス
を設定）
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3. ホスト Cの IPアドレスの設定
• agentaddrファイル

"C.C.C.C"（エイリアス IPアドレスを設定）

4. ホスト Aおよびホスト Bで起動する osagent
• 環境変数 OSAGENT_CLIENT_HANDLER_PORT

（b）osagentを系切り替え対象にしない場合（HAモニタ）

osagentを系切り替えの対象にしない場合の，ORB機能の使用時の設定例について説明
します。

システム構成の例

ORB機能使用時のシステム構成の例を次の図に示します。

図 5-4　osagentを系切り替え対象にしない場合のシステム構成例（HAモニタ）

IPアドレスの設定例

上記の図で示すシステム構成例での IPアドレスの設定例を示します。
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1. ホスト A（実行系）の IPアドレスの設定
• localaddrファイル

"A.A.A.A subnet broadcast"（ホスト Aの実 IPアドレスを設定）
• htc.clienthandleraddrファイル

"F.F.F.F subnet A.A.A.A"（クライアントの実 IPアドレスにホスト Aの実 IPアド
レスを設定）

2. ホスト B（待機系）の IPアドレスの設定
• localaddrファイル

"B.B.B.B subnet broadcast"（ホスト Bの実 IPアドレスを設定）
• htc.clienthandleraddrファイル

"F.F.F.F subnet B.B.B.B"（クライアントの実 IPアドレスにホスト Bの実 IPアド
レスを設定）

3. ホスト Cの IPアドレスの設定
• agentaddrファイル

"A.A.A.A"（ホスト Aの実 IPアドレスを設定）
"B.B.B.B"（ホスト Bの実 IPアドレスを設定）

4. ホスト Aおよびホスト Bで起動する osagent
• 環境変数 OSAGENT_CLIENT_HANDLER_PORT
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5.4　HAモニタとの連携時の運用

この節では，HAモニタとの連携時の運用について説明します。

次の運用について説明します。

• TPBrokerの開始
• TPBrokerの停止
• TPBrokerの定義の変更

これ以外の運用については，マニュアル「TPBroker ユーザーズガイド」，およびマニュ
アル「HAモニタ」を参照してください。

5.4.1　TPBrokerの開始（HAモニタ）
HAモニタの運用コマンドで，TPBroker用のサーバ（tpbroker）を開始します。共有ボ
リュームグループの活動を開始するタイミングは，HAモニタが管理しているため，
TPBrokerの admstartコマンドで TPBrokerを開始させないようにします。

5.4.2　TPBrokerの停止（HAモニタ）
HAモニタの運用コマンドで，TPBroker用のサーバ（tpbroker）を停止します。
TPBrokerの admstopコマンドでは，TPBrokerは一時的にしか停止しません。

5.4.3　TPBrokerの定義の変更（HAモニタ）
TPBrokerのシステム環境定義，および監視対象プロセスのカレントディレクトリが作
成，削除されるタイミングの定義を変更する場合の手順について説明します。

変更手順は，TPBroker停止スクリプトの内容によって異なります。

monend投入時に TPBrokerが正常停止するスクリプトの場合
1. 定義を変更します。
必ずすべての系で同じ設定をしてください。
システム環境定義
tsdefvalueコマンドで定義を変更します。
監視対象プロセスのカレントディレクトリが作成，削除されるタイミングの定義
admsetupコマンドの -cオプションで指定したプロセス監視定義ファイルを編集
します。

2. サーバ（tpbroker）を停止します。
monendコマンドを実行します。

monend投入時に TPBrokerが強制停止するスクリプトの場合
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1. 定義を変更します。
必ずすべての系で同じ設定をしてください。
システム環境定義
tsdefvalueコマンドで定義を変更します。
監視対象プロセスのカレントディレクトリが作成，削除されるタイミングの定義
admsetupコマンドの -cオプションで指定したプロセス監視定義ファイルを編集
します。

2. TPBroker用のサーバ（tpbroker）が起動している系で，TPBrokerがオンライ
ンであることを確認します。
オンラインのときには，admstatコマンドを実行すると，TPBrokerの稼働状況
が表示されます。表示されないときには，開始中なので，オンラインになるまで
待ってください。

3. TPBrokerを正常停止します。
admstopコマンドを実行します。
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5.5　HAモニタとの連携時のアンセットアップ

この節では，HAモニタとの連携時のアンセットアップについて説明します。

TPBrokerをアンセットアップする系ごとに次の手順をしてください。

1. HAモニタを停止します。
2. TPBrokerの運用支援実行環境をアンセットアップします。
次のコマンドを実行します。
admsetup -d

3. TPBrokerの OTS環境をアンセットアップします。
次のコマンドを実行します。
tssetup -d
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6　 HACMPとの連携
この章では，TPBrokerと HACMPとの連携方法について説明
します。

6.1　HACMPとの連携でできること

6.2　HACMPの導入時の検討

6.3　HACMPとの連携時のセットアップ

6.4　HACMPとの連携時の運用

6.5　HACMPとの連携時のアンセットアップ
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6.1　HACMPとの連携でできること

この節では，HACMPとの連携でできることについて説明します。

HACMPと連携することで，TPBrokerをクラスタ構成で運用できます。HACMPの詳
細は，HACMPのマニュアルを参照してください。なお，TPBrokerでは HACMP5.3，
HACMP5.4，HACMP5.4.1との連携を確認しています。連携できる OSは AIXだけで
す。連携できる TPBrokerのプログラムプロダクトは次のとおりです。

• TPBroker Developer
• TPBroker

また，HACMPと連携すると，TPBrokerでは，次の場合にノード引き継ぎができます。

• ハードウェア障害など HACMPがシステム障害を検出した場合
• ユーザが計画的にノード引き継ぎする場合

TPBrokerはノード引き継ぎをしたときに，次の情報を現用系から待機系に引き継ぐこと
ができます。

• 監視中のプロセス情報
• システムの構成情報
• 未決着のトランザクション情報

TPBrokerは現用系で監視中のプロセスを，待機系で起動します。再開始用のコマンドが
設定してある場合，再開始用のコマンドを起動します。ノード引き継ぎが起こった時点
で未決着トランザクションがあると，待機系でトランザクションの回復をします。

TPBrokerのシステムダウンではノード引き継ぎは行いません。TPBrokerのシステムダ
ウン時は，システムダウンした系で TPBrokerを再開始します。
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6.2　HACMPの導入時の検討

この節では，HACMPの導入時に検討する必要があることについて説明します。

ご使用のシステムに応じて，TPBrokerの機能ごとに環境設定項目を決定します。次のこ
とを検討してください。

• ORB機能を使用するかどうか
• OTS機能を使用するかどうか
• ADM機能を使用するかどうか
• どのシステムが共有ディスクを使用するか

導入時の注意事項もありますので，必ず読んでください。基本的な検討事項は，
HACMPのマニュアルを参照してください。

6.2.1　ORB機能の使用（HACMP）
ご使用のシステムで，ORB機能を使用するかどうかを決定してください。

ORB機能をクラスタ構成で使用する場合，osagentや CORBAサーバを起動する環境
で，各種 IPアドレスを設定する必要があります。詳細は「6.3.5　ORB機能使用時の設
定（HACMP）」を参照してください。

6.2.2　OTS機能の使用（HACMP）
ご使用のシステムで OTS機能を使用するかどうかを決定してください。

OTS機能をクラスタ構成で使用する場合，環境変数 TPFSを，共有ディスク上のディレ
クトリまたはキャラクタ型スペシャルファイルに設定し，各系で情報を共有します。

OTS機能をクラスタ構成で使用しない場合，環境変数 TPFSを，ローカルディスク上の
ディレクトリまたはキャラクタ型スペシャルファイルに設定します。

環境変数 TPFSが設定されていないときには，デフォルトで環境変数 TPSPOOLに設定
されたディレクトリが使用されます。ただし，共有しない情報を格納するため，環境変
数 TPSPOOLの値は，ローカルディスク上のディレクトリに設定する必要があります。

6.2.3　ADM機能の使用（HACMP）
ご使用のシステムで，ADM機能を使用するかどうかを決定してください。

ADM機能をクラスタ構成で使用する場合，環境変数 ADMFSを，共有ディスク上の
ディレクトリに設定し，各系で情報を共有します。

ADM機能をクラスタ構成で使用しない場合，環境変数 ADMFSを，ローカルディスク
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上のディレクトリに設定します。

環境変数 ADMFSが設定されていないときには，デフォルトで環境変数 ADMSPOOLに
設定されたディレクトリが使用されます。ただし，共有しない情報を格納するため，環
境変数 ADMSPOOLの値は，ローカルディスク上のディレクトリに設定する必要があり
ます。

6.2.4　共有ディスクを使用するシステム（HACMP）
ADM機能または OTS機能を使用する場合，共有ディスクを TPBrokerファイルシステ
ムか，UNIXファイルシステムで使用するかを決定してください。

TPBrokerファイルシステム
環境変数 ADMFSと環境変数 TPFSは，同じキャラクタ型スペシャルファイルで共
存できます。

UNIXファイルシステム
環境変数 ADMFSと環境変数 TPFSには，異なるディレクトリパスを指定してくだ
さい。同じディレクトリパスは指定できません。

6.2.5　導入時の注意事項（HACMP）
HACMPとの連携をして，クラスタ構成で使用する場合，導入時には次の点に注意して
ください。

（1） システム構成について
• TPBrokerの ADM機能の環境を一つのリソース・グループにしてください。
• すべての系の TPBrokerのバージョンを統一してください。
• TPBrokerが起動するアプリケーションは，HACMPのノード引き継ぎに対応させて
ください。

（2） 設定値について
• すべての系の TPBrokerのシステム環境定義を統一してください。
• OTS機能で使用する RMの情報をすべての系で統一してください。
• ADM機能で使用する定義ファイルをすべての系で統一してください。
そのためには，TPBrokerが起動するアプリケーションの絶対パスを統一することと，
環境変数がすべての系で統一されていることが必要です。

• 環境変数 ADMFSは，共有ディスク上のディレクトリパスまたはキャラクタ型スペ
シャルファイルを指定してください。

• 共有ディスクには，環境変数 ADMFS，および環境変数 TPFSで示される TPBroker
のステータスファイルを格納してください。
環境変数 TPSPOOL，および環境変数 ADMSPOOLで示される TPBroker稼働情報
格納ディレクトリは，各系のローカルディスクを指定します。また，TPBrokerを含
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むプログラム群は各系のローカルディスクに格納する必要があります。
• アプリケーションで使用するポート番号が固定の場合，すべての系で同じポート番号
が使用できるように管理してください。

6.2.6　システムの構成例（HACMP）
HACMPを使用した TPBrokerのクラスタ構成の例を次の図に示します。

図 6-1　HACMPを使用した TPBrokerのクラスタ構成の例

この構成例の条件を示します。
• 共有ディスクを 2台で共有し，同じディレクトリでマウントする。
• サービス IPアドレス，およびサービス IPラベルを共有ディスクに設定する。

6.3以降では，ここで示した例に従って環境設定方法を説明します。記載しているスクリ
プトの値，およびコマンドのオプションの値も，この例に従っています。
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6.3　HACMPとの連携時のセットアップ

この節では，HACMPとの連携時のセットアップの方法について説明します。

ここで説明するセットアップの方法は，HACMP，および TPBrokerの基本的な設定を
終えていることを前提とし，TPBrokerとの連携時に必要な手順だけを説明します。セッ
トアップの詳細は，HACMPのマニュアル，およびマニュアル「TPBroker ユーザーズ
ガイド」を参照してください。

6.3.1　セットアップの流れ（HACMP）
HACMPとの連携時のセットアップの流れを次の図に示します。

図 6-2　HACMPとの連携時のセットアップの流れ

6.3.2　共有ディスクの設定（HACMP）
TPBrokerは，共有ディスクとして TPBrokerファイルシステムと UNIXファイルシス
テムに対応しています。使用するファイルシステムに応じて，共有ディスクに次の項目
を設定します。

• 切り替える共有ディスク装置のスペシャルファイル名
• 切り替えるファイルシステムに対応する論理ボリュームの絶対パス名
• 切り替えるファイルシステムのマウント先ディレクトリの絶対パス名（UNIXファイ
ルシステム限定）

設定方法については，HACMPのマニュアルを参照してください。

6.3.3　TPBrokerのセットアップ（HACMP）
HACMPを起動する前に，すべての系で TPBrokerのセットアップをする必要がありま
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す。すべての系で，次に示す手順を繰り返してください。

（1） 環境変数の設定（HACMP）

TPBrokerの動作に必要な環境変数を設定します。詳細は，マニュアル「TPBroker ユー
ザーズガイド」を参照してください。

（2） TPBrokerファイルシステムの作成（HACMP）

共有ディスクを TPBrokerファイルシステムで使用する場合，tsmkfsコマンドで
TPBrokerファイルシステムを作成します。UNIXファイルシステムで使用する場合はこ
の手順は必要ありません。tsmkfsコマンドについては，マニュアル「TPBroker ユー
ザーズガイド」を参照してください。

この手順は現用系で一度だけ行ってください。また，TPBrokerが 05-12以前のバージョ
ンで作成した TPBrokerファイルシステムを使用する場合もこの手順を行う必要があり
ます。

コマンドの実行例を次に示します。

1. ボリュームグループの活動を開始します。
varyonvg vg00

2. TPBrokerファイルシステムを作成します。
tsmkfs -s 1024 -n 100 -l 10 /dev/rdisk0

tsmkfsコマンドのオプションは，使用しているシステムに応じて適切な値を設定し
てください。この実行例では，セクタ長 1024，容量 100MB，最大ファイル数 10の
領域を確保します。

3. ボリュームグループの活動を停止します。
varyoffvg vg00

（3） TPBrokerの OTS環境のセットアップ（HACMP）

tssetupコマンドで，TPBrokerの OTS環境のセットアップをします。必ず -iオプショ
ンを指定して，ディスクを共有させてください。

環境を再構築する場合など，共用ディスク上に存在する情報を引き継ぐ必要のない場合
は，-nオプションを指定して tssetupコマンドを実行してください。OTS環境が正常開
始します。待機系の環境構築など，現用系の情報を引き継がせる場合は，-nオプション
を指定しないでください。

tssetupコマンドについては，マニュアル「TPBroker ユーザーズガイド」を参照してく
ださい。

コマンドの実行例を次に示します。

共用ディスクの情報を引き継ぐ場合
1. TPBrokerの OTS環境のセットアップをします。
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tssetup -i

共用ディスクの情報を引き継がない場合
1. TPBrokerの OTS環境のセットアップをします。

tssetup -n -i

（4） システム環境定義の設定（HACMP）

tsdefvalueコマンドで HACMPとの連携に必要なシステム環境定義を設定します。定義
パスは，次の表に示す値を設定します。

表 6-1　HACMPとの連携時に必要なシステム環境定義

上記以外の項目については，ご使用の環境に合わせた値を設定します。また，すべての
系で同じ値を設定します。

tsdefvalueコマンドについては，マニュアル「TPBroker ユーザーズガイド」を参照して
ください。

コマンドの実行例を次に示します。

1. 開始モードを設定します。
tsdefvalue /ADM set_conf_mode -s "MANUAL2"

2. 決着プロセスホスト名を設定します。
tsdefvalue /OTS completion_process_ipaddr_info -s "172.17.115.37"

3. デーモンプロセスホスト名を設定します。
tsdefvalue /OTS set_ipaddr_info -s "172.17.115.37"

4. システム識別子情報を設定します。
tsdefvalue /SYSTEM system_id_info -s "TPB1"

（5） TPBrokerの運用支援機能実行環境のセットアップ（HACMP）

admsetupコマンドで，TPBrokerの運用支援機能実行環境のセットアップをします。必
ず -iオプションを指定して，ディスクを共有させてください。なお，-cオプションはす
べての系で同じ値（パス）を指定し，指定するプロセス監視定義ファイルは同じ内容と
してください。

定義パス名 値

/ADM/
set_conf_mode

"MANUAL2"

/OTS/
completion_process_ipaddr_info

"<サービス IPアドレス >"

/OTS/
set_ipaddr_info

"<サービス IPアドレス >"

/SYSTEM/
system_id_info

"<4バイトの文字列 >"
138



6.　HACMPとの連携
環境の再構築時など，共用ディスク上に存在する情報を引き継ぐ必要のない場合には，
-nオプションを指定して admsetupコマンドを実行してください。ADM環境が正常開
始します。待機系の環境構築など，現用系の情報を引き継がせる場合は，-nオプション
を指定しないでください。

admsetupコマンドについては，マニュアル「TPBroker ユーザーズガイド」を参照して
ください。

コマンドの実行例を次に示します。

共用ディスクの情報を引き継ぐ場合
1. TPBrokerの運用支援機能実行環境のセットアップをします。

admsetup -c /opt/TPBrokerV5/adm/admconf.cf -i

共用ディスクの情報を引き継がない場合
1. TPBrokerの運用支援機能実行環境のセットアップをします。

admsetup -c /opt/TPBrokerV5/adm/admconf.cf -n -i

6.3.4　HACMPの設定
HACMPの設定をします。

（1） サービス IPラベル /アドレスの設定（HACMP）

サービス IPラベル /アドレスを設定します。設定例を次の表に示します。

表 6-2　サービス IPラベル，およびサービス IPアドレスの設定例

（2） TPBroker開始スクリプトの作成（HACMP）

HACMPから TPBrokerを起動するためのスクリプトを作成します。

スクリプトの設定例を次に示します。この例では，TPBroker開始スクリプト
（tpbroker_start.sh）を /home/tpbroker/hacmp/binに格納し，/home/tpbroker/hacmp/
logにログを出力する設定になっています。

（例）

#!/bin/ksh
## ************************************************************
## TPBroker Start Script for HACMP

項番 項目 値 備考

1 IPラベル /アドレス node1_svc サービス IPラベルを設定しま
す。

2 ネットワーク名 net_either_01 HACMP環境で，ネットワー
クを識別するための値を任意
に設定します。
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## ************************************************************
　
#==============================================================
#  Execute TPBroker monitor script
#==============================================================
printf "### tpbroker_start.sh: PID:%d DATE:%s ###¥n" $$ "`date`" ¥
  >> /home/tpbroker/hacmp/log/tpbroker.log 2>&1
/home/tpbroker/hacmp/bin/tpbroker_monitor.sh &
printf "### tpbroker_start.sh: monitor-PID:%d ###¥n" $! ¥
  >> /home/tpbroker/hacmp/log/tpbroker.log 2>&1
　
exit 0

（3） TPBroker停止スクリプトの作成（HACMP）

HACMPから TPBrokerを停止するためのスクリプトを作成します。

このスクリプトでは，共有ディスクをアクセスしているプロセスを確実に停止するため，
fuserコマンドで共有ディスクにアクセス中のプロセスを停止するようにしています。
fuserコマンドは，共有ディスクに TPBrokerファイルシステムを使用する場合と，
UNIXファイルシステムを使用する場合とで指定するオプションが異なりますので，使
用する環境に合わせて指定してください。fuserコマンドについては，OSのマニュアル
を参照してください。

スクリプトの設定例を次に示します。この例では，TPBroker停止スクリプト
（tpbroker_stop.sh）を /home/tpbroker/hacmp/binに格納し，/home/tpbroker/hacmp/
logにログを出力する設定になっています。

（例）

#!/bin/ksh
## ************************************************************
## TPBroker Stop Script
## ************************************************************
　
export TPDIR=/opt/TPBrokerV5
export TPSPOOL=/opt/TPBrokerV5/otsspool
export TPFS=/dev/rdisk0
export ADMSPOOL=/opt/TPBrokerV5/spool
export ADMFS=/dev/rdisk0
export OSAGENT_PORT=14000
export VBROKER_ADM=$TPDIR/adm
export LIBPATH=$TPDIR/lib
　
printf "### tpbroker_stop.sh: PID:%d DATE:%s ###¥n" $$ "`date`" ¥
  >> /home/tpbroker/hacmp/log/tpbroker.log 2>&1
#==============================================================
## Stop TPBroker monitor script
#==============================================================
fuser -k /home/tpbroker/hacmp/bin/tpbroker_monitor.sh ¥
  >> /home/tpbroker/hacmp/log/tpbroker.log 2>&1
#==============================================================
## Stop TPBroker
#==============================================================
printf "### tpbroker_stop.sh: TPBroker stop DATE:%s ###¥n" "`date`" 
¥
  >> /home/tpbroker/hacmp/log/tpbroker.log 2>&1
$TPDIR/bin/admstop -fr >> /home/tpbroker/hacmp/log/tpbroker.log 
140



6.　HACMPとの連携
2>&1
#==============================================================
## Kill all process accessing shared disk
#==============================================================
fuser -k /dev/rdisk0 >> /home/tpbroker/hacmp/log/tpbroker.log 2>&1
#fuser -kc /hacmp >> /home/tpbroker/hacmp/log/tpbroker.log 2>&1
exit 0

（4） TPBroker監視スクリプトの作成（HACMP）

HACMPから TPBrokerのダウンを監視し，再起動をするスクリプトを作成します。

このスクリプトは TPBroker開始スクリプトで TPBrokerが実行され，TPBroker停止ス
クリプトで TPBrokerが停止されるようにしています。設定例を使用する場合，fuserコ
マンドを使用して停止するため，リソース・グループごとにスクリプトを用意する必要
があります。また，リソース・グループを停止するときには，このスクリプトにアクセ
スしているプロセスは停止されますので，TPBrokerの監視以外の目的でアクセスしない
ようにしてください。

スクリプトの設定例を次に示します。この例では，TPBroker監視スクリプト
（tpbroker_monitor.sh）を /home/tpbroker/hacmp/binに格納し，/home/tpbroker/
hacmp/logにログを出力する設定になっています。

（例）

#!/bin/ksh
## ************************************************************
## TPBroker Daemon Monitor Script
## ************************************************************
trap break 15
　
export TPDIR=/opt/TPBrokerV5
export TPSPOOL=/opt/TPBrokerV5/otsspool
export TPFS=/dev/rdisk0
export ADMSPOOL=/opt/TPBrokerV5/spool
export ADMFS=/dev/rdisk0
export OSAGENT_PORT=14000
export VBROKER_ADM=$TPDIR/adm
export LIBPATH=$TPDIR/lib
　
printf "### tpbroker_monitor.sh: PID:%d DATE:%s ###¥n" $$ "`date`" ¥
  >> /home/tpbroker/hacmp/log/tpbroker.log 2>&1
　
loop=true
while $loop
do
  MESSAGE=`$TPDIR/bin/admstat`
  echo $MESSAGE | grep KFCB29001-I > /dev/null
  if [ $? -eq 0 ]; then
printf "### tpbroker_monitor.sh: TPBroker start: DATE:%s ###¥n" 
"`date`" ¥
      >> /home/tpbroker/hacmp/log/tpbroker.log 2>&1
    $TPDIR/bin/admstart >> /home/tpbroker/hacmp/log/tpbroker.log 
2>&1
  fi
  sleep 10
done
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（5） アプリケーション・サーバの設定（HACMP）

TPBroker用のアプリケーション・サーバの設定をします。設定例を次の表に示します。

表 6-3　アプリケーション・サーバの設定例

（凡例）－：説明なし

（6） リソース・グループの設定（HACMP）

TPBroker用のリソース・グループ，およびリソースの設定をします。TPBrokerでは同
時にオンラインにできるのは一つの系だけです。設定例を次の表に示します。この例は，
カスケード構成です。

表 6-4　リソース・グループの設定の設定例

項番 項目 値 備考

1 サーバ名 tpbroker －

2 始動スクリ
プト

[/home/tpbroker/hacmp/bin/
tpbroker_start.sh]

TPBroker開始スクリプトの絶
対パス名を設定します。
詳細は次を参照してください。
「(2)　TPBroker開始スクリプ
トの作成（HACMP）」

3 停止スクリ
プト

[/home/tpbroker/hacmp/bin/
tpbroker_stop.sh]

TPBroker停止スクリプトの絶
対パス名を設定します。
詳細は次を参照してください。
「(3)　TPBroker停止スクリプ
トの作成（HACMP）」

項番 項目 値 備考

1 リソース・グループ
名

tpbroker －

2 参加ノード node1 node2 －

3 サービス IP ラベル [node1_svc] 次に示す手順で設定した値と同じものを設
定します。
「(1)　サービス IPラベル /アドレスの設定
（HACMP）」

4 アプリケーション・
サーバ

[tpbroker] 次に示す手順で設定した値と同じものを設
定します。
「(5)　アプリケーション・サーバの設定
（HACMP）」

5 ファイルシステム [/hacmp] 共有ディスクのマウント先ディレクトリの
絶対パス名を指定します。
共有ディスクを UNIXファイルシステムで
使用する場合だけ設定します。

6 ボリューム・グルー
プ

[vg00] －
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（凡例）－：説明なし

6.3.5　ORB機能使用時の設定（HACMP）
ORB機能を使用するときに必要な設定をします。設定方法は使用するシステムの IPア
ドレスの種類によって異なります。詳細は，マニュアル「Borland Enterprise Server 
VisiBroker デベロッパーズガイド」を参照してください。

注意
• エイリアス IPアドレスと永続 IPアドレスは同一の LANに対して同時に構成する
ことはできません。

• 設定された永続 IPアドレスを使用しないで，サービス IPアドレスを使用して
ORBの通信をする場合は，通常の IPアドレスを使用する設定と同じ方法になり
ます。設定方法については，「(1)　IP交換による IPアドレス・テークオーバーの
場合」を参照してください。

（1） IP交換による IPアドレス・テークオーバーの場合

IP交換による IPアドレス・テークオーバーの場合の設定について説明します。

（a）osagentの設定（IP交換による IPアドレス・テークオーバー）

IPアドレスの設定（HACMP）
HACMPを起動するホスト上で osagentを起動する場合，HACMP上ですべての系
に次の定義ファイルを設定します。
• localaddrファイル

HACMP上で osagentを使用する場合，すべての系に localaddrファイルを作成
し，その系で osagentの起動時に有効なすべての IPアドレスを指定してくださ
い。
osagentがノード引き継ぎ対象ではなく，有効な IPアドレスをすべて設定できな
い場合は，自分自身をほかのホストで起動した osagentと認識し，通信量が増加
してしまうことがあります。

• htc.clienthandleraddrファイル
HACMP上で osagentが起動する場合，すべての系に htc.clienthandleraddrファ
イルを作成し，すべてのホストに対して，サービス IPアドレスを応答するように
設定してください。

osagentへの設定（HACMP）
異なるネットワークドメインの osagent間の通信で，一方の osagentをノード引き
継ぎの対象とする場合，ノード引き継ぎ対象の osagentと通信をする osagentの定
義ファイル（agentaddrファイル）に，サービス IPアドレスを設定します。

osagentに接続するプロセスへの設定（HACMP）
osagentと osagentに接続するプロセスを異なるネットワークドメインで起動し，
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osagentをノード引き継ぎの対象とする場合，次に示す定義ファイル，およびオプ
ションのどれかにサービス IPアドレスを設定してください。
• agentaddrファイル
• 環境変数 OSAGENT_ADDR
• プロパティ vbroker.agent.addr

（b）osagentの接続に関する設定（IP交換による IPアドレス・テークオーバー）

HACMP上で osagentを起動する場合，次に示す環境変数の設定が osagentに必要です。

環境変数名：OSAGENT_CLIENT_HANDLER_PORT

環境変数の設定方法については，マニュアル「Borland Enterprise Server VisiBroker デ
ベロッパーズガイド」を参照してください。

（c）サーバの設定（IP交換による IPアドレス・テークオーバー）

ネーミングサービスを含む CORBAアプリケーションをノード引き継ぎの対象とする場
合，次の設定をします。

• プロパティ vbroker.se.<xxx>.host
サービス IPアドレス，またはホスト名を設定します。

• プロパティ vbroker.se.<xxx>.scm.<yyy>.listener.port
任意のポート番号を設定します。
使用するポート番号は，すべての系で同じポート番号が使用できるように管理する必
要があります。

プロパティ名で，xxxはサーバエンジン，yyyはサーバコネクションマネージャを示しま
す。

（d）ORB機能使用時の設定例（IP交換による IPアドレス・テークオーバー）

IP交換による IPアドレス・テークオーバーの場合の，ORB機能の使用時の設定例につ
いて説明します。

システム構成の例
ORB機能使用時のシステム構成の例を次の図に示します。
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図 6-3　IP交換による IPアドレス・テークオーバーの場合のシステム構成例

IPアドレスの設定例
上記の図で示すシステム構成例での IPアドレスの設定例を次の図に示します。
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図 6-4　IP交換による IPアドレス・テークオーバーの場合の IPアドレス設定例

ホストごとに設定値について説明します。

ホスト Aの設定
• localaddrファイルに，osagent起動時に有効なサービス IPアドレス

"C.C.C.C"とスタンバイ IPアドレス "D.D.D.D"を記述します。また，そのほ
かに有効な IPアドレスがある場合は記述します。

• htc.clienthandleraddrファイルに，ホスト Cに対する応答 IPアドレスに
サービス IPアドレス "C.C.C.C"を記述します。

• サーバプロセスにプロパティ vbroker.se.<xxx>.hostでサービス IPアドレス
"C.C.C.C"を，プロパティ vbroker.se.<xxx>.scm.<yyy>.listener.portに
"8000"を設定します。
次のコマンドを実行します。
vbj Server - vbroker.se.<xxx>.host.C.C.C.C ¥ 
-vbroker.xe.<xxx>.scm.<yyy>.listener.port 8000
プロパティ名で，xxxはサーバエンジン，yyyはサーバコネクションマネー
ジャを示します。

• 環境変数 OSAGENT_PORTに "14000"を設定します。
• 環境変数 OSAGENT_CLIENT_HANDLER_PORTに "16666"を設定します。

ホスト Bの設定
• localaddrファイルに，osagent起動時に有効なサービス IPアドレス

"C.C.C.C"とブート IPアドレス "B.B.B.B"を記述します。また，そのほかに
有効な IPアドレスがある場合は記述します。

• htc.clienthandleraddrファイルに，ホスト Cに対する応答 IPアドレスに
サービス IPアドレス "C.C.C.C"を記述します。

• 環境変数 OSAGENT_PORTに "14000"を設定します。
• 環境変数 OSAGENT_CLIENT_HANDLER_PORTに "16666"を設定します。

ホスト Cの設定
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• agentaddrファイルに，サービス IPアドレス "C.C.C.C"を記述します。
• 環境変数 OSAGENT_PORTに "14000"を設定します。

（2） IPエイリアスによる IPアドレス・テークオーバーの場合

IPエイリアスによる IPアドレス・テークオーバーの場合の設定について説明します。

（a）osagentの設定（IPエイリアスによる IPアドレス・テークオーバー）

IPアドレスの設定（HACMP）
HACMPを起動するホスト上で osagentを起動する場合，HACMP上ですべての系
に次の定義ファイルを設定します。
• localaddrファイル

HACMP上で osagentを使用する場合，すべての系に localaddrファイルを作成
し，その系で osagentの起動時に有効なすべての IPアドレスを指定してくださ
い。

• htc.clienthandleraddrファイル
HACMP上で osagentが起動する場合，すべての系に htc.clienthandleraddrファ
イルを作成し，すべてのホストに対して，エイリアス IPアドレスを応答するよう
に設定してください。

osagentへの設定（HACMP）
異なるネットワークドメインの osagent間の通信で，一方の osagentをノード引き
継ぎの対象とする場合，ノード引き継ぎ対象の osagentと通信をする osagentの定
義ファイル（agentaddrファイル）に，エイリアス IPアドレスを設定します。

osagentに接続するプロセスへの設定（HACMP）
osagentと osagentに接続するプロセスを異なるネットワークドメインで起動し，
osagentをノード引き継ぎの対象とする場合，次に示す定義ファイル，およびオプ
ションのどれかにエイリアス IPアドレスを設定してください。
• agentaddrファイル
• 環境変数 OSAGENT_ADDR
• プロパティ vbroker.agent.addr

（b）osagentの接続に関する設定（IPエイリアスによる IPアドレス・テークオーバー）

HACMP上で osagentを起動する場合，次に示す環境変数の設定が osagentに必要です。

環境変数名：OSAGENT_CLIENT_HANDLER_PORT

環境変数の設定方法については，マニュアル「Borland Enterprise Server VisiBroker デ
ベロッパーズガイド」を参照してください。

（c）サーバの設定（IPエイリアスによる IPアドレス・テークオーバー）

ネーミングサービスを含む CORBAアプリケーションをノード引き継ぎの対象とする場
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合，次の設定をします。

• プロパティ vbroker.se.<xxx>.host
サービス IPアドレス，またはホスト名を設定します。

• プロパティ vbroker.se.<xxx>.scm.<yyy>.listener.port
任意のポート番号を設定します。
使用するポート番号は，すべての系で同じポート番号が使用できるように管理する必
要があります。

プロパティ名で，xxxはサーバエンジン，yyyはサーバコネクションマネージャを示しま
す。

（d）ORB機能使用時の設定例（IPエイリアスによる IPアドレス・テークオーバー）

IPエイリアスによる IPアドレス・テークオーバーの場合の，ORB機能の使用時の設定
例について説明します。

システム構成の例
ORB機能使用時のシステム構成の例を次の図に示します。
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図 6-5　IPエイリアスによる IPアドレス・テークオーバーの場合のシステム構成例

IPアドレスの設定例
上記の図で示すシステム構成例での IPアドレスの設定例を次の図に示します。
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図 6-6　IPエイリアスによる IPアドレス・テークオーバーの場合の IPアドレス設定例

ホストごとに設定値について説明します。

ホスト Aの設定
• localaddrファイルに，HACMP起動時に有効なエイリアス IPアドレス

"C.C.C.C"，スタンバイ IPアドレス "D.D.D.D"，およびブート IPアドレス
"A.A.A.A"を記述します。そのほかに有効な IPアドレスがある場合は記述し
ます。

• htc.clienthandleraddrファイルに，現用系に対する応答 IPアドレスにエイ
リアス IPアドレス "C.C.C.C"，ホスト Cに対する応答 IPアドレスにエイリ
アス IPアドレス "C.C.C.C"を記述します。

• サーバプロセスにプロパティ vbroker.se.<xxx>.hostでエイリアス IPアドレ
ス "C.C.C.C"を，vbroker.se.<xxx>.scm.<yyy>.listener.portに "8000"を設定
します。
次のコマンドを実行します。
vbj Server - vbroker.se.<xxx>.host.C.C.C.C ¥ 
-vbroker.xe.<xxx>.scm.<yyy>.listener.port 8000
プロパティ名で，xxxはサーバエンジン，yyyはサーバコネクションマネー
ジャを示します。

• 環境変数 OSAGENT_PORTに "14000"を設定します。
• 環境変数 OSAGENT_CLIENT_HANDLER_PORTに "16666"を設定します。

ホスト Bの設定
• localaddrファイルに，osagent起動時に有効なエイリアス IPアドレス

"C.C.C.C"とブート IPアドレス "B.B.B.B"を記述します。そのほかに有効な
IPアドレスがある場合は記述します。

• htc.clienthandleraddrファイルに，ホスト Cに対する応答 IPアドレスにエ
イリアス IPアドレス "C.C.C.C"を記述します。
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• 環境変数 OSAGENT_PORTに "14000"を設定します。
• 環境変数 OSAGENT_CLIENT_HANDLER_PORTに "16666"を設定します。

ホスト Cの設定
• agentaddrファイルに，エイリアス IPアドレス "C.C.C.C"を記述します。
• 環境変数 OSAGENT_PORTに "14000"を設定します。

（3） 永続 IPアドレスの場合

永続 IPアドレスの場合の設定について説明します。

（a）osagentの設定（永続 IPアドレス）

IPアドレスの設定（HACMP）
HACMPを起動するホスト上で osagentを起動する場合，HACMP上ですべての系
に次の定義ファイルを設定します。IPアドレスの設定は，osagentの起動タイミン
グによって異なります。設定例は，「(c)　ORB機能使用時の設定例（永続 IPアドレ
ス）」を参照してください。
• localaddrファイル

HACMP上で osagentを使用する場合，すべての系に localaddrファイルを作成
し，その系で osagentの起動時に有効なすべての IPアドレスを指定してくださ
い。
osagentがノード引き継ぎ対象ではなく，有効な IPアドレスをすべて設定できな
い場合は，自分自身をほかのホストで起動した osagentと認識し，通信量が増加
してしまうことがあります。

• htc.clienthandleraddrファイル
HACMP上で osagentが起動する場合，すべての系に htc.clienthandleraddrファ
イルを作成し，すべてのホストに対して，永続 IPアドレスを応答するように設定
してください。

osagentへの設定（HACMP）
異なるネットワークドメインの osagent間の通信で，一方の osagentをノード引き
継ぎの対象とする場合，ノード引き継ぎ対象の osagentと通信をする osagentの定
義ファイル（agentaddrファイル）に，永続 IPアドレスを設定します。

osagentに接続するプロセスへの設定（HACMP）
osagentと osagentに接続するプロセスを異なるネットワークドメインで起動し，
osagentをノード引き継ぎの対象とする場合，次に示す定義ファイル，およびオプ
ションのどれかに永続 IPアドレスを設定してください。
• agentaddrファイル
• 環境変数 OSAGENT_ADDR
• プロパティ vbroker.agent.addr
151



6.　HACMPとの連携
（b）サーバの設定（永続 IPアドレス）

ネーミングサービスを含む CORBAアプリケーションをノード引き継ぎの対象とする場
合，次の設定をします。

• プロパティ vbroker.se.<xxx>.host
永続 IPアドレス，またはホスト名を設定します。

• プロパティ vbroker.se.<xxx>.scm.<yyy>.listener.port
任意のポート番号を設定します。
使用するポート番号は，すべての系で同じポート番号が使用できるように管理する必
要があります。

プロパティ名で，xxxはサーバエンジン，yyyはサーバコネクションマネージャを示しま
す。

（c）ORB機能使用時の設定例（永続 IPアドレス）

永続 IPアドレスの場合の，ORB機能の使用時の設定例について説明します。

システム構成の例
ORB機能使用時のシステム構成の例を次の図に示します。
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図 6-7　永続 IPアドレスの場合のシステム構成例

IPアドレスの設定例
上記の図で示すシステム構成例での IPアドレスの設定例を次の図に示します。

HACMP起動前に osagentを起動させる場合
HACMP起動前に osagentを起動させる場合の設定例です。
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図 6-8　永続 IPアドレスの場合の IPアドレス設定例（HACMP起動前に osagentを起動
させる場合）

HACMP起動後に osagentを起動させる場合
HACMP起動後に osagentを起動させる場合の設定例です。

図 6-9　永続 IPアドレスの場合の IPアドレス設定例（HACMP起動後に osagentを起動
させる場合）

ホスト Aの設定
• localaddrファイルの設定

1.　HACMP起動前に osagentを起動させる場合
osagent起動時に有効な永続 IPアドレス "C.C.C.C"，ブート IPアドレス
"A.A.A.A"，およびスタンバイ IPアドレス "D.D.D.D"を記述します。そのほ
かに有効な IPアドレスがある場合は記述します。
2.　HACMP起動後に osagentを起動させる場合
osagent起動時に有効な永続 IPアドレス "C.C.C.C"，サービス IPアドレス
"B.B.B.B"，およびスタンバイ IPアドレス "D.D.D.D"を記述します。そのほ
かに有効な IPアドレスがある場合は記述します。

• htc.clienthandleraddrファイルに，現用系に対する応答 IPアドレスに永続
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IPアドレス "C.C.C.C"，ホスト Bに対する応答 IPアドレスに永続 IPアドレ
ス "C.C.C.C"を記述します。

• サーバプロセスにプロパティ vbroker.se.<xxx>.hostで永続 IPアドレス
"C.C.C.C"を，プロパティ vbroker.se.<xxx>.scm.<yyy>.listener.portに
"8000"を設定します。
次のコマンドを実行します。
vbj Server - vbroker.se.<xxx>.host.C.C.C.C ¥ 
-vbroker.xe.<xxx>.scm.<yyy>.listener.port 8000
プロパティ名で，xxxはサーバエンジン，yyyはサーバコネクションマネー
ジャを示します。

• 環境変数 OSAGENT_PORTに "14000"を設定します。

ホスト Bの設定
• agentaddrファイルに永続 IPアドレス "C.C.C.C"を記述します。
• 環境変数 OSAGENT_PORTに "14000"を設定します。
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6.4　HACMPとの連携時の運用

この節では，HACMPとの連携時の運用について説明します。

次の運用について説明します。

• TPBrokerの開始
• TPBrokerの停止
• TPBrokerの定義の変更
• 待機系での TPBrokerの移行

これ以外の運用については，マニュアル「TPBroker ユーザーズガイド」，HACMPのマ
ニュアルを参照してください。

6.4.1　TPBrokerの開始（HACMP）
HACMPの運用コマンドで，リソース・グループ（tpbroker）を開始します。共有ボ
リュームグループの活動を開始するタイミングは，HACMPが管理しているため，
TPBrokerの admstartコマンドで TPBrokerを開始させないようにします。

6.4.2　TPBrokerの停止（HACMP）
HACMPの運用コマンドで，リソース・グループ（tpbroker）を停止します。TPBroker
の admstopコマンドでは，TPBrokerは一時的にしか停止しません。

6.4.3　TPBrokerの定義の変更（HACMP）
TPBrokerをクラスタ構成で使用し，TPBrokerのシステム環境定義，および監視対象プ
ロセスのカレントディレクトリが作成，削除されるタイミングの定義を変更する場合の
手順について説明します。

1. 定義を変更します。
必ずすべての系で同じ設定をしてください。
• システム環境定義

tsdefvalueコマンドで定義を変更します。
• 監視対象プロセスのカレントディレクトリが作成，削除されるタイミングの定義

admsetupコマンドの -cオプションで指定したプロセス監視定義ファイルを編集し
ます。

2. リソース・グループ tpbrokerが起動している系で，TPBrokerがオンラインであるこ
とを確認します。
オンラインのときには，admstatコマンドを実行すると，TPBrokerの稼働状況が表
示されます。表示されないときには，開始中なので，オンラインになるまで待ってく
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ださい。
3. TPBrokerを正常停止します。

admstopコマンドを実行します。

6.4.4　待機系での TPBrokerの移行（HACMP）
TPBrokerのバージョンアップなどで，TPBrokerが動作していない系の TPBrokerを入
れ替える手順について説明します。

TPBrokerを入れ替えるには，OTS機能を正常停止させる必要があります。次の手順に
従ってください。

1. OTS機能を停止します。
-iオプションを指定して admstopprcコマンドを実行することで，OTS機能を正常停
止させます。

2. 計画的に系を切り替えます。
切り替えた先の系で OTS機能を起動してもかまいません。

3. ADM機能をアンセットアップします。
4. TPBrokerを入れ替えます。
5. OTS機能で使用するリソースマネージャを登録します。
コマンドの実行例を示します。
tslnkrm -nlm

-fオプションは指定しないでください。
6. ADM機能をセットアップします。
7. 計画的に系を切り替えます
セットアップした環境に戻します。

8. OTS機能を開始します。
同様にすべての系の TPBrokerを入れ替え，すべての系の TPBrokerのバージョンを
同一にしてください。
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6.5　HACMPとの連携時のアンセットアップ

この節では，HACMPとの連携時のアンセットアップについて説明します。

TPBrokerをアンセットアップする系ごとに次の手順をしてください。

1. TPBrokerのリソース・グループ（tpbroker）を停止します。
2. TPBrokerの運用支援実行環境をアンセットアップします。
次のコマンドを実行します。
admsetup -d

3. TPBrokerの OTS環境をアンセットアップします。
次のコマンドを実行します。
tssetup -d
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7　 JP1/ServerConductor/
Deployment Managerとの連
携
この章では，TPBrokerと JP1/ServerConductor/Deployment 
Managerとの連携方法について説明します。

7.1　JP1/ServerConductor/Deployment Managerでできること

7.2　JP1/ServerConductor/Deployment Managerとの連携時のセットアップ
159



7.　JP1/ServerConductor/Deployment Managerとの連携
7.1　JP1/ServerConductor/Deployment 
Managerでできること

この節では，JP1/ServerConductor/Deployment Managerとの連携でできることについ
て説明します。

JP1/ServerConductor/Deployment Managerと連携させることで，ディスク複製インス
トールをすることができます。

連携できる OSは次のとおりです。

• Windows（32ビット用）
• Linux（AS3）（32ビット用）

連携できる TPBrokerのプログラムプロダクトは次のとおりです。

• Cosminexus TPBroker
• TPBroker Developer
• TPBroker
• TPBroker Client（Windows限定）

JP1/ServerConductor/Deployment Managerの詳細は，マニュアル「JP1/
ServerConductor/Deployment Manager」を参照してください。
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7.2　JP1/ServerConductor/Deployment 
Managerとの連携時のセットアップ

この節では，JP1/ServerConductor/Deployment Managerとの連携時のセットアップの
方法について説明します。

ここで説明するセットアップの方法は，JP1/ServerConductor/Deployment Manager，
および TPBrokerの基本的な設定を終えていることを前提とし，TPBrokerとの連携時に
必要な手順だけを説明します。セットアップの詳細は，マニュアル「JP1/
ServerConductor/Deployment Manager」，およびマニュアル「TPBroker ユーザーズガ
イド」を参照してください。

7.2.1　セットアップの流れ（JP1/ServerConductor/
Deployment Manager）

JP1/ServerConductor/Deployment Managerとの連携時のセットアップの流れを次の図
に示します。

図 7-1　JP1/ServerConductor/Deployment Managerとの連携時のセットアップの流れ

なお，Cosminexus TPBrokerでは，OTS機能，および ADM機能が使用できません。
そのため，Cosminexus TPBrokerを使用している場合のセットアップは，次に示す手順
だけです。

1. ログ・トレースの削除（7.2.2(6)）
2. シナリオの設定（7.2.3）
3. ディスク複製による OSインストール（7.2.4）
4. 環境変数の設定（7.2.5(1)）
5. ORB機能の設定（7.2.5(2)(a)）
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インストール中に TPBrokerに関連するサービスが起動した場合，ほかのコンピュータ
上で起動している osagentと連携して，システム全体として問題が発生する可能性があ
るため，7.2.2以降で示すセットアップ手順に従って，ディスク複製中は TPBrokerが起
動しないようにしてください。

7.2.2　マスタコンピュータのセットアップ
JP1/ServerConductor/Deployment Managerで，TPBrokerを含む OSをディスク複製
する場合，次に示す手順に従ってください。

（1） OTS機能の停止

OTS機能を使用している場合は，OTS機能を正常停止します。

コマンドの実行例を次に示します。

1. OTS機能を正常停止します。
次のコマンドを実行します。
• ADM機能と連携している場合

admstopprc -i 0001
• ADM機能と連携していない場合

tsstop

Cosminexus TPBrokerで，J2EEサーバ上でインプロセストランザクションサービスを
使用している場合は，J2EEサーバの停止方法に従って，正常停止してください。

（2） TPBrokerのシステム環境定義のバックアップ

次の機能を使用している場合は，TPBrokerのシステム環境定義のバックアップを取得し
ます。

• ADM機能
• TPBrokerの OTS機能

コマンドの実行例を次に示します。

1. TPBrokerの定義のバックアップを取得します。
tslsconf > tslsconf.log

（3） ADM機能のアンセットアップ

ADM機能を使用している場合は，ADM機能をアンセットアップします。

コマンドの実行例を次に示します。

Windows
1. TPBrokerのサービスを停止します。
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net stop TPBroker
2. TPBrokerの AD　M機能をアンセットアップします。

admsetup -d

Linux
1. システム環境定義の開始モードの値に，"MANUAL"を設定します。

tsdefvalue /ADM set_conf_mode -s "MANUAL"
2. TPBrokerを正常停止します。

admstop
3. TPBrokerの ADM機能をアンセットアップします。

admsetup -d

（4） TPBrokerのアンセットアップ

次の機能を使用している場合は，TPBrokerをアンセットアップします。

• ADM機能
• TPBrokerの OTS機能

コマンドの実行例を次に示します。

1. TPBrokerをアンセットアップします。
tssetup -d

（5） ステータスファイルの削除

Cosminexus TPBrokerで，J2EEサーバ上でインプロセストランザクションサービスを
使用している場合，次に示す J2EEサーバのプロパティで，指定されているディレクト
リを削除します。

• ejbserver.distributedtx.ots.status.directory1
• ejbserver.distributedtx.ots.status.directory2

（6） ログ・トレースの削除

次に示すディレクトリ以下のファイルをすべて削除します。

Windows
• <TPBrokerのインストール先ディレクトリ >¥log
• <TPBrokerのインストール先ディレクトリ >¥log¥mdltrc
• <TPBrokerのインストール先ディレクトリ >¥log¥comtrc
• <TPBrokerのインストール先ディレクトリ >¥log¥stktrc
• <TPBrokerのインストール先ディレクトリ >¥logj
• <TPBrokerのインストール先ディレクトリ >¥logj¥mdltrc
• <TPBrokerのインストール先ディレクトリ >¥logj¥comtrc
• <TPBrokerのインストール先ディレクトリ >¥logj¥namelog
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• %VBROKER_ADM%¥..¥log
• %VBROKER_ADM%¥..¥log¥mdltrc
• %VBROKER_ADM%¥..¥log¥comtrc
• %VBROKER_ADM%¥..¥log¥stktrc
• %VBROKER_ADM%¥..¥logj
• %VBROKER_ADM%¥..¥logj¥mdltrc
• %VBROKER_ADM%¥..¥logj¥comtrc
• %VBROKER_ADM%¥..¥logj¥namelog
• %HVI_TRACEPATH%
• %HVI_TRACEPATH%¥mdltrc
• %HVI_TRACEPATH%¥comtrc
• %HVI_TRACEPATH%¥stktrc
• %HVI_TRACEPATH%¥namelog
• <TPBrokerのインストール先ドライブ >¥vbroker¥log
• %OSAGENT_LOG_DIR%

Linux
• <TPBrokerのインストール先ディレクトリ >/log
• <TPBrokerのインストール先ディレクトリ >/log/mdltrc
• <TPBrokerのインストール先ディレクトリ >/log/comtrc
• <TPBrokerのインストール先ディレクトリ >/log/hgttrc
• <TPBrokerのインストール先ディレクトリ >/logj
• <TPBrokerのインストール先ディレクトリ >/logj/mdltrc
• <TPBrokerのインストール先ディレクトリ >/logj/comtrc
• <TPBrokerのインストール先ディレクトリ >/logj/namelog
• $VBROKER_ADM/../log
• $VBROKER_ADM/../log/mdltrc
• $VBROKER_ADM/../log/comtrc
• $VBROKER_ADM/../log/hgttrc
• $VBROKER_ADM/../logj
• $VBROKER_ADM/../logj/mdltrc
• $VBROKER_ADM/../logj/comtrc
• $VBROKER_ADM/hgtfifo
• $VBROKER_ADM/../logj/namelog
• $HVI_TRACEPATH
• $HVI_TRACEPATH/mdltrc
• $HVI_TRACEPATH/comtrc
• $HVI_TRACEPATH/hgttrc
• $HVI_TRACEPATH/namelog

Windowsの場合，次に示すディレクトリを削除します。
164



7.　JP1/ServerConductor/Deployment Managerとの連携
%VBROKER_ADM%¥log

7.2.3　シナリオの設定
JP1/ServerConductor/Deployment Managerのシナリオを作成します。詳細は，マニュ
アル「JP1/ServerConductor/Deployment Manager」を参照してください。

また，JP1/ServerConductor/Deployment Managerと TPBrokerを連携させる場合，次
の設定を行います。

• 複製後のコンピュータで，固定 IPアドレスを使用する。
DHCPで IPアドレスを割り当てないようにしてください。

7.2.4　ディスク複製による OSインストール
ディスク複製インストールを実行します。詳細は，マニュアル「JP1/ServerConductor/
Deployment Manager」を参照してください。

注意事項
• ディスク複製時にセットアップパラメタファイルのコピーに失敗した場合，固定

IPアドレスを使用するように手動でネットワークの設定を行ってください。
• TPBrokerは DHCPに対応できません。ディスク複製後は DHCPを使用しないよ
うに設定してください。

7.2.5　複製先コンピュータのセットアップ
ディスク複製インストール後，次の設定を行ってください。

（1） 環境変数の設定（JP1/ServerConductor/Deployment Manager）

次の表に示す環境変数を確認し，値を再設定してください。

表 7-1　環境変数の一覧（JP1/ServerConductor/Deployment Manager）

（2） 定義の設定（JP1/ServerConductor/Deployment Manager）

ORB機能，および ADM機能に設定されている定義を確認し，値を再設定してくださ
い。

項番 環境変数名 設定内容

1 OSAGENT_PORT マスタコンピュータと ORBのドメインが異
なる場合，ドメインを構成するポート番号を
指定します。

2 OSAGENT_CLIENT_HANDLER_PORT 複製先コンピュータの環境に合わせます。

3 OSAGENT_ADDR 複製先コンピュータの環境に合わせます。
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（a）ORB機能の設定（JP1/ServerConductor/Deployment Manager）

ORB機能に関する定義ファイル，およびプロパティを確認し，値を再設定してくださ
い。

再設定する定義ファイルを次の表に示します。

表 7-2　定義ファイルの設定の一覧

再設定するプロパティを次の表に示します。

なお，プロパティ vbroker.orb.propStorage（ORBpropStorage）で指定した定義ファイ
ルに次の表に示すプロパティが指定されている場合は，定義ファイルの内容も変更する
必要があります。

表 7-3　プロパティの設定の一覧

項
番

定義ファイル ファイルの格納場所 設定内容

1 agentaddrファイル 次のどちらかです。
• $VBROKER_ADM/agentaddr
（%VBROKER_ADM%¥agentaddr）
• $OSAGENT_ADDR_FILE
（%OSAGENT_ADDR_FILE%），また
はプロパティ vbroker.agent.addrFile
に指定されたファイル

複製先コンピュータの連携先
の osagentの IPアドレスに
合わせます。

2 localaddrファイル 次のどちらかです。
• $VBROKER_ADM/localaddr
（%VBROKER_ADM%¥localaddr）
• $OSAGENT_ADDR_FILE
（%OSAENT_LOCAL_FILE%），また
はプロパティ vbroker.agent.localFile
に指定されたファイル

複製先コンピュータの環境
（自 IPアドレス）に合わせま
す。

3 htc.clienthandlerad
drファイル

次のどちらかです。
• $VBROKER_ADM/

htc.clienthandleraddr
（%VBROKER_ADM%¥htc.clienthan
dleraddr）

• $HVI_OSAGENT_CLIENTHANDLERA
DDR_FILE
（%HVI_OSAGENT_CLIENTHANDL
ERADDR_FILE%）に指定されたファ
イル

複製先コンピュータの環境
（自 IPアドレス）に合わせま
す。

項
番

オプション 設定内容

1 vbroker.se.<xxx>.host※ 1 複製先コンピュータの自 IPアドレスを指定し
ます。

2 vbroker.se.<xxx>.proxyHost※ 1 複製先コンピュータで解決できる IPアドレス
を指定します。
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7.　JP1/ServerConductor/Deployment Managerとの連携
注※ 1
xxxはサーバエンジンを示します。

注※ 2
yyyはサーバコネクションマネージャを示します。

（b）システム環境定義の設定（JP1/ServerConductor/Deployment Manager）

OTS機能，および ADM機能を使用している場合は，システム環境定義を設定します。

コマンドの実行例を次に示します。

1. TPBrokerをセットアップします。
tssetup

2. システム環境定義の値を設定します。
tsdefvalue /ADM set_conf_mode -s "MANUAL"
設定する値については，事前に取得したシステム環境定義のバックアップに従いま
す。詳細は，「7.2.2(2)　TPBrokerのシステム環境定義のバックアップ」を参照して
ください。
また，次の表に示すシステム環境定義をマスタコンピュータで設定していた場合は，
複製先コンピュータの環境に合わせて，再設定してください。マスタコンピュータで
設定していなかった場合は，設定する必要はありません。

表 7-4　システム環境定義の設定

（3） ADM機能の設定（JP1/ServerConductor/Deployment Manager）

ADM機能を使用している場合は，ADM機能の設定をします。

コマンドの実行例を次に示します。

3 vbroker.se.<xxx>x.scm.<yyy>.listener.port※
1,※ 2

複製先コンピュータの自ポート番号を指定しま
す。

4 vbroker.agent.addr 複製先コンピュータから接続する osagentの
IPアドレスを指定します。

5 vbroker.agent.port マスタコンピュータと ORBのドメインが異な
る場合，ドメインを構成するポート番号を指定
します。

項番 システム環境定義 設定内容

1 /OTS/completion_process_ipaddr_info 複製先コンピュータ上の決着デーモンが使用す
るホスト名に変更します。

2 /OTS/set_ipaddr_info 複製先コンピュータ上の OTSのデーモンが使用
するホスト名に変更します。

項
番

オプション 設定内容
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7.　JP1/ServerConductor/Deployment Managerとの連携
1. プロセス監視定義ファイルを変更します。
再設定したシステム環境定義の値に合わせて，プロセス監視定義ファイルの値を変更
します。
この手順は再設定したシステム環境定義の値が，プロセス監視定義ファイルでも設定
されている場合にだけ必要です。再設定したシステム環境定義の値については，「(2)
　定義の設定（JP1/ServerConductor/Deployment Manager）」を参照してください。

2. TPBrokerの実行環境のセットアップをします。
admsetup -c c:¥admconf.cf

（4） サービスの開始（JP1/ServerConductor/Deployment Manager）

ADM機能を使用する場合は，ADM機能のサービスを開始します。この手順は，
Windowsだけ必要です。

コマンドの実行例を次に示します。

1. TPBrokerの ADM機能のサービスを開始します。
net start TPBroker
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8　 メッセージ
この節では，TPBrokerの運用時に出力されるメッセージにつ
いて説明します。

8.1　メッセージの概要

8.2　KFCB91000～ KFCB91999のメッセージ

8.3　KFCB92000～ KFCB92999のメッセージ

8.4　トレース情報取得ができない場合に出力されるメッセージ

8.5　hvmgteeコマンドのエラーメッセージ

8.6　hdumpnsコマンドのエラーメッセージ
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8.1　メッセージの概要
この節では，TPBrokerの運用時に出力されるメッセージの種類，およびメッセージの表
記について説明します。

8.1.1　メッセージの種類
TPBrokerの運用時に出力されるメッセージの種類を示します。

表 8-1　TPBrokerの運用時に出力されるメッセージの種類

このマニュアルでのメッセージの並び順について説明します。

メッセージ IDがある場合は，メッセージ IDの順に並んでいます。メッセージ IDがあ
る場合のメッセージの出力形式については，「8.1.2　メッセージの表記」を参照してくだ
さい。

メッセージ IDがない場合は，アルファベット順に並んでいます。

8.1.2　メッセージの表記
メッセージ IDがある場合のメッセージの表記について説明します。

（1） メッセージの出力形式

メッセージの出力形式を次に示します。

メッセージの種類 参照先

KFCB91000～ KFCB91999のメッセージ 8.2

KFCB92000～ KFCB92999のメッセージ 8.3

トレース情報取得ができない場合に出力されるメッ
セージ

8.4

hvmgteeコマンドのエラーメッセージ 8.5

hdumpnsコマンドのエラーメッセージ 8.6
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（2） メッセージの記述形式

メッセージの記述形式を次に示します。

メッセージメッセージメッセージメッセージ IDIDIDID

メッセージテキスト

説明

［要因］
メッセージの出力要因を示します。

［システムの処理］
システムがメッセージを出力したあとにする主な処理を示します。

［対策］
メッセージ確認時の TPBroker管理者の処置を示します。
171



8.　メッセージ
8.2　KFCB91000～ KFCB91999のメッセージ

KFCB91000-I

Now starting Naming Service.

［要因］
ネーミングサービスを起動中です。

［システムの処理］
処理を続行します。

［対策］
なし。

KFCB91001-I

Naming Service is now online. FactoryName=aa....aa, Port=bb....bb

aa....aa：ネーミングサービス起動時に指定した名前

bb....bb：ネーミングサービスの待ち受けポート番号

vbroker.orb.htc.msgLog.security=trueが指定されている場合，ポート番号は固定文字列
"*****"が表示されます。

［要因］
ネーミングサービスが起動されました。

［システムの処理］
処理を続行します。

［対策］
なし。

KFCB91002-I

Naming Service stopped. FactoryName=aa....aa, Port=bb....bb

aa....aa：ネーミングサービス起動時に指定した名前

bb....bb：ネーミングサービスの待ち受けポート番号

vbroker.orb.htc.msgLog.security=trueが指定されている場合，ポート番号は固定文字列
"*****"が表示されます。

［要因］
ネーミングサービスユーティリティ（nsutil）の shutdownコマンドによって，ネー
ミングサービスが終了しました。
172



8.　メッセージ
［システムの処理］
処理を続行します。

［対策］
なし。

KFCB91003-I

Naming Service terminated. FactoryName=aa....aa, Port=bb....bb

aa....aa：ネーミングサービス起動時に指定した名前

bb....bb：ネーミングサービスの待ち受けポート番号

vbroker.orb.htc.msgLog.security=trueが指定されている場合，ポート番号は固定文字列
"*****"が表示されます。

また，名前，ポート番号が取得できなかった場合，名前およびポート番号は固定文字列
"*****"が表示されます。

［要因］
ネーミングサービスが終了しました。
ただし，このメッセージはネーミングサービスが強制終了された場合には出力され
ません。

［システムの処理］
処理を続行します。

［対策］
なし。

KFCB91004-W

A CORBA::TIMEOUT occurred. aa....aa=bb....bb, info=cc....cc

aa....aa：発生したタイムアウトの種類
RelativeConnectionTimeout，RelativeRequestTimeout，または
RelativeRoundtripTimeoutのどれかが出力されます。

bb....bb：設定したタイムアウト値（単位：100ナノ秒）

cc....cc：保守情報

RelativeConnectionTimeout
プロセス間通信のコネクション接続時にタイムアウトが発生しました。

RelativeRequestTimeout
データ送信時にタイムアウトが発生しました。

RelativeRoundtripTimeout
リクエスト送信処理からリクエストの応答受信までの間にタイムアウトが発生
しました。
173



8.　メッセージ
［要因］
タイムアウトが発生しました。

［システムの処理］
処理を続行します。

［対策］

RelativeConnectionTimeout
ネットワークに問題があるため，コネクション接続に時間が掛かっている可能
性があります。ネットワークの状態を見直してください。
指定したタイムアウト時間が短い場合は，
com.inprise.vbroker.QoSExt.RELATIVE_CONN_TIMEOUT_POLICY_TYPE
の値を大きくしてください。

RelativeRequestTimeout
サーバ側のリソース不足，ネットワークの問題などによって，サーバにリクエ
ストを送信できない可能性があります。サーバ側の状態，およびネットワーク
の状態を見直してください。
指定したタイムアウト時間が短い場合は，
org.omg.Messaging.RELATIVE_REQ_TIMEOUT_POLICY_TYPEの値を大き
くしてください。

RelativeRoundtripTimeout
次の状態になっている可能性があります。
• サーバ処理に時間が掛かっている
• リソース不足などによって，サーバがリクエストを受信できない
• 再接続処理が繰り返し行われている

サーバの状態を見直してください。
また，ネットワークの問題によって，次の状態になっている可能性があります。
• サーバにリクエストが到達していない
• 再接続処理が繰り返し行われている

ネットワークの状態を見直してください。
指定したタイムアウト値が小さい場合には，
org.omg.Messaging.RELATIVE_RT_TIMEOUT_POLICY_TYPEの値を大き
くしてください。

KFCB91005-W

ORB trace is unavailable due to failure to create directory. reason=aa....aa, path=bb....bb.

aa....aa：エラーコード
Windowsは GetLastError()，UNIXは errnoの値です。

bb....bb：パス名
作成時にエラーが発生したパス名です。
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［要因］
トレース出力ディレクトリの生成に失敗しました。そのため，生成に失敗したディ
レクトリ下の Java ORBトレースは取得されません。

［システムの処理］
処理を続行します。

［対策］
指定されたパスの，どのディレクトリまで作成できたかを確認した上で，エラー
コードからパスやアクセス権限などを見直してください。
出力ディレクトリのパスを再設定し，プロセスを再起動することをお勧めします。
問題を解決したあとプロセスを再起動しない場合には，障害発生時にトレース情報
がないので，調査が困難になります。
175



8.　メッセージ
8.3　KFCB92000～ KFCB92999のメッセージ

KFCB92000-I

Now starting OSAgent.

［要因］
osagentが起動しました。

［システムの処理］
処理を継続します。

［対策］
なし。

KFCB92001-I

OSAgent is now online. OSAGENT_PORT=aa....aa , 
OSAGENT_CLIENT_HANDLER_PORT=bb....bb

aa....aa：OSAGENT_PORTの値

bb....bb：OSAGENT_CLIENT_HANDLER_PORTの値
指定されていない場合は，それぞれのデフォルト値（14000および 0）が表示され
ます。

vbroker.orb.htc.msgLog.security=trueが指定されている場合は，それぞれ "*****"が表
示されます。

［要因］
osagentがサービスを開始しました。

［システムの処理］
処理を継続します。

［対策］
なし。

KFCB92002-I

OSAgent terminated. SIGNAL=aa....aa

aa....aa：シグナル番号

［要因］

（Windows）
osagentが終了しました。
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（UNIX）
osagentがシグナル aa....aa番によって終了しました。

"SIGNAL=aa....aa"は UNIXの場合だけ出力されます。Windowsでは該当個所の
メッセージは出力されません。

［システムの処理］
osagentプロセスを終了します。

［対策］
なし。

KFCB92003-I

OSAgent stopped.

［要因］
osagentがWM_CLOSEメッセージによって終了しました。
このメッセージはWindowsで -mオプションを指定した osagentだけ出力されま
す。

［システムの処理］
osagentプロセスを終了します。

［対策］
なし。

KFCB92004-E

OSAgent abnormal terminated.

［要因］
osagentがエラーによって終了しました。

［システムの処理］
osagentプロセスを終了します。

［対策］
osagentに指定したパラメタ（ポート番号，引数など），環境などに問題がないか確
認してください。

KFCB92005-E

Lack of the memory occurred in OSAgent.

［要因］
osagentでメモリ不足が発生しました。

［システムの処理］
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osagentプロセスを終了します。

［対策］
システムで osagentを複数起動するなどして，一つの osagentプロセスに対する負
荷を軽減してください。

KFCB92006-W

OSAgent detected client's going down. Host Name:[aa....aa] Process id:[bb....bb]

aa....aa：osagentと通信があったプロセスが起動されていたホスト名

bb....bb：osagentと通信があったプロセス ID

［要因］
osagentと一定期間の通信がなかったため，osagentは該当プロセスの登録情報を削
除しました。
登録情報を削除する条件は次のとおりです。
• 該当プロセスが異常終了している（C++ ORBの場合，［Ctrl］+［C］での割り込
みは含まれません）。

• 該当プロセスと osagentが通信できない状態になっている。
• 該当プロセスが，ORB.shutdown（Java ORB）や ORB.destroy（Java ORB），
または CORBA::ORB::shutdown（C++ ORB）や CORBA::ORB::destroy（C++ 
ORB）を実行しないままプロセスを終了している。

注
アプリケーションプログラムが Java ORBの場合，プロセス IDはプロセスを
識別するために TPBrokerが割り当てた整数値になります。
Java ORBで起動したときのプロセス IDに該当する，アプリケーションプログ
ラムの情報は，osagentのバーボースログで確認してください。

［システムの処理］
処理を継続します。

［対策］
該当プロセスの登録情報削除が予期しない動作である場合，ネットワーク構成，該
当プロセスの起動状態，および該当プロセスの処理を見直してください。

KFCB92007-W

Invalid host is specified in agentaddr. (aa....aa)

aa....aa：agentaddrファイルに指定されているホスト

［要因］
osagentは agentaddrファイルに指定されているホスト aa....aaを，ホストとして
解決できませんでした。
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［システムの処理］
処理を継続します。

［対策］
agentaddrファイルに指定されているホストが正しいか確認して修正してください。
修正を有効にするためには，osagentを再起動してください。
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8.4　トレース情報取得ができない場合に出力さ
れるメッセージ

この節では，トレース情報取得ができない場合に出力されるメッセージについて説明し
ます。このメッセージは，C++ ORBの場合だけ，標準出力に出力されます。

ORB trace is unavailable due to failure to create directory. reason=aa....aa, path=bb....bb.

aa....aa：エラーコード
Windowsは GetLastError()，UNIXは errnoの値です。

bb....bb：パス名
作成時にエラーが発生したパス名です。

［要因］
トレース出力ディレクトリの生成に失敗しました。そのため，生成に失敗したディ
レクトリ下の C++ ORBトレースは取得されません。

［システムの処理］
処理を続行します。

［対策］
指定されたパスの，どのディレクトリまで作成できたかを確認した上で，エラー
コードからパスやアクセス権限などを見直してください。
出力ディレクトリのパスを再設定し，プロセスを再起動することをお勧めします。
問題を解決したあとプロセスを再起動しない場合には，障害発生時にトレース情報
がなく，調査が困難になります。

ORB trace is unavailable due to system call failure. trace=aa....aa, func=bb....bb, reason=cc....cc.

aa....aa：トレース種別

mdl：モジュールトレース

comt：通信トレース

stk：スタックトレース

hgt：バーボースログ

bb....bb：エラーが発生したシステムコール名

cc....cc：システムコールのエラーコード

［要因］
システムコールでエラーが発生したため，トレース情報を取得できません。

［システムの処理］
処理を続行します。

［対策］
エラーコードから問題を解決し，プロセスを再起動することをお勧めします。
問題を解決したあとプロセスを再起動しない場合には，障害発生時にトレース情報
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がなく，調査が困難になります。
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8.5　hvmgteeコマンドのエラーメッセージ

この節では，hvmgteeコマンドのエラーメッセージについて説明します。このエラー
メッセージは，UNIXの場合だけ出力されます。

hvmgteeコマンドでエラーが発生した場合，エラーメッセージは次のフォーマットで標
準エラー出力に出力されます。

　
*** hvmgtee error ,cause=<XXX> ,errno=<XXX> ,line=<XXX> ***
　
（凡例）　XXX：任意の文字列

XXXに出力される情報を項目ごとに次に示します。

• cause
エラーの内容（関数名など）が出力されます。この情報で要因を特定できます。詳細
は「表 8-2　causeに出力される情報とその要因」を参照してください。

• errno
関数のエラーが要因となる場合に，errnoにセットされた値が出力されます。

• line
エラーが発生した hvmgteeコマンドの行番号が出力されます。

causeに出力される情報でエラー要因を特定します。errnoや lineの情報を参考にして，
要因を取り除いたあとに，hvmgteeコマンドを再起動してください。

causeに出力される情報とその要因を次の表に示します。

表 8-2　causeに出力される情報とその要因

項番 causeに出力される情報 考えられる要因

1 $VBROKER_ADM not defined 環境変数 VBROKER_ADMが指定されていません。

2 $VBROKER_ADM over length 環境変数 VBROKER_ADMに指定されたパス名が
980バイトを超えています。

3 child process dead hvmgteeコマンドのプロセスが，起動後に何らかの
要因で終了しました。

4 dup error1 osagentの標準出力のファイルディスクリプタを
FIFOへ移すのに失敗しました。

5 dup error2 osagentの標準エラー出力のファイルディスクリプタ
を FIFOへ移すのに失敗しました。

6 execlp error hvmgteeコマンドの起動に失敗しました。

7 FIFO can't be opened hvmgteeコマンドが FIFOのアクセスに失敗しまし
た。

8 FIFO can't be opened in the time osagentが作成した FIFOのアクセスを一定時間内に
成功させることができませんでした。
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9 fifo_dir opendir error hgtfifoディレクトリのアクセスに失敗しました。

10 fork error hvmgteeコマンドを自動実行させるために必要な
forkの処理で失敗しました。

11 malloc error hvmgteeコマンドのプロセス内でmalloc処理が失敗
しました。

12 mkfifo error hgtfifoディレクトリの下で FIFOの作成に失敗しま
した。

13 output_dir can't open hvmgteeコマンドがファイル出力するディレクトリ
のアクセスに失敗しました。

14 outputfile fopen error バーボースログの出力ファイルの作成に失敗しまし
た。

15 parents process dead hvmgteeコマンドのプロセスを自動起動した
osagentが，ログ出力前に終了しました。

項番 causeに出力される情報 考えられる要因
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8.6　hdumpnsコマンドのエラーメッセージ

この節では，hdumpnsコマンドのエラーメッセージについて説明します。このエラー
メッセージは，Cosminexus TPBroker（Windows）だけで，戻り値が 0以外の場合に，
出力されます。

hdumpns error:can't communicate with specified process. 

ERROR CODE = <エラーコード >

［要因］
指定されたネーミングサービスと通信できません。

［対策］
引数に指定されたプロセス IDが正しいかを確認してください。

［戻り値］
1

hdumpns error:can't send request.

ERROR CODE = <エラーコード >

［要因］
指定されたネーミングサービスと通信できません。

［対策］
hdumpnsコマンドを再度実行してください。
負荷が高い状態では hdumpnsコマンドが一時的にエラーになる場合があります。
その場合，しばらくしてから hdumpnsコマンドを再度実行してください。

［戻り値］
2
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9　 Cosminexusのバージョン
アップ時の移行
この章では，Cosminexusのバージョンアップ時の TPBroker
の移行について説明します。

9.1　Cosminexusのバージョンアップ時の移行の流れ

9.2　Cosminexusのバージョンアップ時の検討

9.3　データのバックアップ

9.4　バージョンアップ前の TPBrokerの準備

9.5　TPBrokerのインストール

9.6　ADM機能の移行

9.7　TPBrokerのセットアップ（32ビット用Windows）

9.8　TPBrokerのセットアップ（64ビット用Windows）

9.9　TPBrokerのセットアップ（AIX，HP-UX，Linux，Solaris）

9.10　トラブルシュート情報の採取方法の変更

9.11　プログラムソースコードの移行

9.12　バージョンアップに伴う変更点
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9.1　Cosminexusのバージョンアップ時の移行
の流れ

この節では，Cosminexusのバージョンアップ時の移行の流れについて説明します。

移行の流れを次の図で示します。

図 9-1　Cosminexusのバージョンアップ時の移行の流れ
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9.2　Cosminexusのバージョンアップ時の検討

この節では，Cosminexusのバージョンアップ時に検討することについて説明します。

Cosminexusのバージョンによって，TPBrokerの製品構成，および提供機能が異なりま
す。そのため，Cosminexusのバージョンアップに当たっては，事前に製品構成や機能
を確認しておく必要があります。

9.2.1　製品構成の確認
次の表で，Cosminexusのバージョンおよび TPBrokerの製品構成の関係をご確認くだ
さい。

表 9-1　Cosminexusのバージョンおよび TPBrokerの製品構成の関係

（凡例）－：該当なし
注※　Cosminexus TPBrokerの Version 3と Version 4では C++用，および Java用で製品が分か
れていましたが，Version 5から製品が一つになりました。

9.2.2　提供機能の確認
Cosminexusのバージョンによって，TPBrokerの提供機能が異なります。そのため，
Cosminexusのバージョンアップに当たっては，事前に提供機能を確認しておく必要が
あります。

（1） Cosminexus Version 4以前からのバージョンアップ限定
• Cosminexus TPBroker for Java Version 4が提供する CORBAサーバ機能を使用して
いる場合
Cosminexus TPBroker Version 5では，CORBAサーバ機能を提供していません。
CORBAサーバ機能は，TPBroker for Java Version 3と互換性のある CORBA2.1に準

Cosminexusのバージョ
ン

Cosminexus TPBroker 
for C++のバージョン

Cosminexus TPBroker 
for Javaのバージョン

備考

Version 3 Version 3 Version 3 －

Version 4 －

Version 4 Version 3 Version 3 －

Version 4 －

Version 5 Version 3 Version 5※ Linux以外

Version 5※ Linux

Version 6 Version 5※ －

Version 7 Version 5※ －
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拠した ORB機能が提供しています。そのため，CORBAサーバ機能を使用する場合
は，TPBroker for Java Version 3を使用してください。

• Cosminexus TPBroker for C++ Version 3を使用している場合
Cosminexus TPBroker Version 5では，C++ ORBを使用した CORBAアプリケー
ションのインタフェースを提供していません。Cosminexus TPBroker for C++ 
Version 3を使用した CORBAアプリケーションを実行する場合は，TPBroker for 
C++ Version 3を使用してください。

（2） Cosminexus Version 5 からのバージョンアップ限定
• Cosminexus TPBroker for C++ Version 3を使用している場合

Cosminexus TPBroker Version 5では，C++ ORBを使用した CORBAアプリケー
ションのインタフェースを提供していません。Cosminexus TPBroker for C++ 
Version 3を使用した CORBAアプリケーションを実行する場合は，TPBroker for 
C++ Version 3を使用してください。

（3） Cosminexus Version 5以前からのバージョンアップ共通（32ビット
用Windows限定）

Cosminexus TPBroker for C++ Version 3および Cosminexus TPBroker for Java 
Version 4での osagent（osagent.exe）は，サービス（サービス名：VisiBroker Smart 
Agent）として起動する機能を提供していましたが，Cosminexus TPBroker Version 5
では，サービスとして osagentを起動する方法は提供していません。osagentの実行中
にログオフする運用をする場合は，CosminexusのManagement Serverを使用してくだ
さい。

（4） Cosminexus Version 6以前からのバージョンアップ共通
• Cosminexus TPBroker Version 5では，ADM機能を提供していません。Cosminexus
では，Management Serverで運用することを推奨します。

• Cosminexus TPBroker Version 5では，アウトプロセストランザクションサービスを
提供していません。Cosminexus Version 7からは J2EEサーバ起動時にインプロセス
でトランザクションサービスを起動するようにしてください。詳細はマニュアル
「Cosminexus システム構築ガイド」を参照してください。
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9.3　データのバックアップ
この節では，Cosminexusのバージョンアップ時に必要なデータのバックアップについ
て説明します。

バージョンアップする前に，使用している機能に応じて，必要な情報やファイルのバッ
クアップを取得する必要があります。

9.3.1　ORB機能を使用している場合
ORB機能を使用している場合，使用している Cosminexus TPBrokerに応じて，バック
アップを取得します。

（1） Cosminexus TPBroker for C++ Version 3または Cosminexus 
TPBroker for Java Version 4

次のファイルを作成しているときには，バックアップを取得します。ファイルの格納先
は，環境変数 VBROKER_ADMに指定されたディレクトリです。

• agentaddr
• localaddr
• clienthandleraddr
• HVMGTEE_DEF（AIX，HP-UX，および Solarisの場合）
• HVIORB_DEF

なお，agentaddrファイル，localaddrファイル，clienthandleraddrファイルについて
は，環境変数 VBROKER_ADMとは別の環境変数でファイルの格納先を変更できます。
その場合，ファイルの格納先は次の表に示す環境変数を確認してください。

表 9-2　格納先を変更できるファイルと環境変数の対応（Cosminexus TPBroker for C++ 
Version 3または Cosminexus TPBroker for Java Version 4）

（2） Cosminexus TPBroker Version 5

次のファイルを作成しているときには，バックアップを取得します。ファイルの格納先
は，環境変数 VBROKER_ADMに指定されたディレクトリです。

• agentaddr
• localaddr

ファイル 環境変数

agentaddr OSAGENT_ADDR_FILE

localaddr OSAGENT_LOCAL_FILE

clienthandleraddr OSAGENT_CLIENTHANDLERADDR_FILE
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• htc.clienthandleraddr
• htc.props（Linux以外の場合）
• HVMGTEE_DEF（AIX，HP-UX，Linux，および Solarisの場合）
• HVIORB_DEF

なお，agentaddrファイル，localaddrファイル，および htc.clienthandleraddrファイ
ルについては，環境変数 VBROKER_ADMとは別の環境変数でファイルの格納先を変更
できます。その場合，ファイルの格納先は次の表に示す環境変数を確認してください。

表 9-3　格納先を変更できるファイルと環境変数の対応（Cosminexus TPBroker Version 
5）

9.3.2　OTS機能または ADM機能を使用している場合
OTS機能または ADM機能を使用している場合，次に示す情報およびファイルのバック
アップを取得します。

• システム環境定義の設定値（tslsconfコマンドの実行結果）
Cosminexus TPBroker for C++ Version 3または Cosminexus TPBroker for Java 
Version 4の，OTS機能または ADM機能を使用している場合に取得します。

• プロセス監視定義ファイル（admsetupコマンドの -cオプションに指定するファイル）
ADM機能を使用している場合に取得します。

tslsconfコマンド，および admsetupコマンドの詳細は，マニュアル「TPBroker ユー
ザーズガイド」を参照してください。

ファイル 環境変数

agentaddr OSAGENT_ADDR_FILE

localaddr OSAGENT_LOCAL_FILE

htc.clienthandleraddr HVI_OSAGENT_CLIENTHANDLERADDR_FILE
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9.4　バージョンアップ前の TPBrokerの準備

この節では，バージョンアップ前の TPBrokerの準備について説明します。

バージョンアップする前に，使用している機能に応じて，TPBrokerを準備する必要があ
ります。

なお，OTS機能，および ADM機能の両方を使用している場合は，必ず次に示す順序で
準備してください。

1. ADM機能を使用している場合の準備
2. OTS機能を使用している場合の準備

9.4.1　ADM機能を使用している場合の準備
ADM機能を使用している場合は，使用している Cosminexus TPBrokerに応じて，次に
示す手順で TPBrokerの準備をします。

（1） UNIXの場合

TPBrokerをアンセットアップします。手順を次に示します。

1. TPBrokerの開始モードをMANUALに設定します。
次のコマンドを実行します。
tsdefvalue /ADM set_conf_mode - s "MANUAL"

2. TPBrokerを停止します。
admstopコマンドを実行します。

3. OTS機能（OTSデーモン）を停止します。
tsstopコマンドを実行します。

4. ADM機能の環境を削除します。
admsetupコマンドを -dオプションで実行します。

5. TPBrokerの環境を削除します。
tssetupコマンドを -dオプションで実行します。

（2） Windowsの場合

TPBrokerをアンセットアップします。手順を次に示します。

1. TPBrokerのサービスを停止します。
2. OTS機能（OTSデーモン）を停止します。

tsstopコマンドを実行します。
3. ADM機能の環境を削除します。

admsetupコマンドを -dオプションで実行します。
4. TPBrokerの環境を削除します。
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tssetupコマンドを -dオプションで実行します。

9.4.2　OTS機能を使用している場合の準備
OTS機能を使用している場合は，使用している Cosminexus TPBrokerに応じて，次に
示す手順で TPBrokerの準備をします。

手順を次に示します。

1. OTS機能（OTSデーモン）を停止します。
tsstopコマンドを実行します。

2. TPBrokerの環境を削除します。
tssetupコマンドを -dオプションで実行します。
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9.5　TPBrokerのインストール

この節では，Cosminexus TPBroker Version 5のインストールについて説明します。

使用している OS，および Cosminexusのバージョンに応じて，Cosminexus TPBroker 
Version 5をインストールしてください。

9.5.1　Windowsの場合
Windowsの場合は，使用している Cosminexusのバージョンに応じて，次に示す手順で
Cosminexus TPBroker Version 5をインストールします。

（1） Cosminexus Version 4以前からのバージョンアップの場合

Cosminexus TPBroker Version 5をインストールします。手順を次に示します。

1. Cosminexus TPBroker for Java Version 4，および Cosminexus TPBroker for C++ 
Version 3をアンインストールします。

2. Cosminexus Version 7製品のインストーラで，Cosminexus TPBrokerを選択し，イ
ンストールします。

（2） Cosminexus Version 5からのバージョンアップの場合

Cosminexus TPBroker Version 5をインストールします。手順を次に示します。

1. Cosminexus Version 7製品のインストーラで，Cosminexus TPBrokerを選択し，イ
ンストールします。
Cosminexus Version 7のインストールでは，Cosminexus TPBroker for C++を自動
的にアンインストールし，Cosminexus TPBroker Version 5をインストールします。

（3） Cosminexus Version 6からのバージョンアップの場合

Cosminexus Version 7製品のインストーラで，Cosminexus TPBrokerを選択し，イン
ストールします。

9.5.2　AIX，HP-UX，Solarisの場合
AIX，HP-UX，および Solarisの場合は，使用している Cosminexusのバージョンに応
じて，次に示す手順で Cosminexus TPBroker Version 5をインストールします。

（1） Cosminexus Version 4以前からのバージョンアップの場合

Cosminexus TPBroker Version 5をインストールします。手順を次に示します。

1. Cosminexus TPBroker for Java Version 4および Cosminexus TPBroker for C++ 
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Version 3をアンインストールします。
2. Cosminexus TPBroker Version 5をインストールします。

（2） Cosminexus Version 5からのバージョンアップの場合

Cosminexus TPBroker Version 5をインストールします。手順を次に示します。

1. Cosminexus TPBroker for C++をアンインストールします。
2. Cosminexus TPBroker Version 5を上書きインストールします。

（3） Cosminexus Version6からのバージョンアップの場合

Cosminexus TPBroker Version 5をインストールします。

9.5.3　Linuxの場合
Cosminexus TPBroker Version 5をインストールします。

なお，Red Hat Enterprise Linux AS 2.1から Red Hat Enterprise Linux AS 3にアップ
グレードしたあとに，Cosminexus TPBroker Version 5を上書きインストールすること
はできません。次の手順でインストールしてください。

1. 旧バージョンの Cosminexus TPBrokerをアンインストールします。
2. OSをアップグレードします。
3. Cosminexus TPBroker Version 5をインストールします。
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9.6　ADM機能の移行

この節では，ADM機能の移行について説明します。

Cosminexus TPBrokerでは，ADM機能を提供していません。Cosminexusを運用する
場合は，Management Serverを使用します。Management Serverについては，マニュ
アル「Cosminexus システム構築ガイド」を参照してください。
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9.7　TPBrokerのセットアップ（32ビット用
Windows）

この節では，32ビット用Windowsの場合の TPBrokerのセットアップ方法について説
明します。

使用している Cosminexus TPBrokerに応じて，TPBrokerをセットアップする必要があ
ります。

9.7.1　Cosminexus TPBroker for C++ Version 3または
Cosminexus TPBroker for Java Version 4を使用してい
た場合（32ビット用Windows）（TPBrokerのセット
アップ）

Cosminexus TPBroker for C++ Version 3または Cosminexus TPBroker for Java 
Version 4を使用していた場合，次に示す手順で TPBrokerのセットアップをします。

（1） 環境変数の変更（32ビット用Windows）（TPBrokerのセットアッ
プ）

設定されている環境変数を変更します。

• 設定値
Cosminexus TPBroker for C++ Version 3または Cosminexus TPBroker for Java 
Version 4と，Cosminexus TPBroker Version 5とではインストール先ディレクトリが
異なるため，インストール先ディレクトリを含むパスを指定する環境変数について，
設定値を変更する必要があります。

• 環境変数名
Cosminexus TPBroker 05-12から名称が変更となった環境変数について，環境変数名
を変更する必要があります。

変更する必要がある環境変数については，「9.12.2　環境変数の変更」を参照してくださ
い。

（2） TPBrokerのセットアップ（32ビット用Windows）（TPBrokerの
セットアップ）

使用している機能に応じて，TPBrokerをセットアップします。

（a）ORB機能を使用していた場合（32ビット用Windows）（TPBrokerのセットアップ）

使用している環境に応じて，セットアップをします。
196



9.　Cosminexusのバージョンアップ時の移行
• 移行後に環境変数 VBROKER_ADMの値を変更し，agentaddrファイル，localaddr
ファイル，clienthandleraddrファイルを使用するとき
次に示すファイルを変更後の環境変数 VBROKER_ADMで指定したディレクトリに
合わせて格納し直します。
• %VBROKER_ADM%¥agentaddr
• %VBROKER_ADM%¥localaddr
• %VBROKER_ADM%¥clienthandleraddr

また，clienthandleraddrファイルは，ファイル名を htc.clienthandleraddrファイル
に変更します。

• 環境変数 VBROKER_ADMに <TPBrokerのインストール先ディレクトリ >¥admと
異なるディレクトリを指定しているとき
<TPBrokerのインストール先ディレクトリ >¥adm以下のファイルを環境変数
VBROKER_ADMで指定したディレクトリにコピーします。

• 移行前の環境で，agentaddrファイル，localaddrファイル，および
clienthandleraddrファイルの格納位置を環境変数 VBROKER_ADMとは別の環境変
数で指定していたとき
移行前の環境変数で指定していたディレクトリを基にファイルを格納し直します。ま
た，clienthandleraddrは，ファイル名を htc.clienthandleraddrに変更します。

（b）OTS機能を使用していた場合（32ビット用Windows）（TPBrokerのセットアップ）

アウトプロセストランザクションサービスからインプロセストランザクションサービス
に移行します。移行方法については，マニュアル「Cosminexus システム構築ガイド」
を参照してください。

9.7.2　Cosminexus TPBroker Version 5を使用していた場合
（32ビット用Windows）（TPBrokerのセットアップ）

TPBroker Version 5を使用していた場合，使用している機能に応じて，次に示す手順で
TPBrokerのセットアップをします。

（1） ORB機能を使用していた場合（32ビット用Windows）（TPBroker
のセットアップ）

使用している環境に応じて，セットアップをします。

• 移行後に環境変数 VBROKER_ADMの値を変更し，agentaddrファイル，localaddr
ファイル，htc.clienthandleraddrファイル，および htc.propsファイルを使用すると
き
次に示すファイルを変更後の環境変数 VBROKER_ADMで指定したディレクトリに
合わせて格納し直します。
• %VBROKER_ADM%¥agentaddr
• %VBROKER_ADM%¥localaddr
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• %VBROKER_ADM%¥htc.clienthandleraddr
• %VBROKER_ADM%¥htc.props

• 環境変数 VBROKER_ADMに <TPBrokerのインストール先ディレクトリ >¥admと
異なるディレクトリを指定しているとき
<TPBrokerのインストール先ディレクトリ >¥adm以下のファイルを環境変数
VBROKER_ADMで指定したディレクトリにコピーします。

• 移行前の環境で，agentaddrファイル，localaddrファイル，htc.clienthandleraddr
ファイル，および htc.propsファイルの格納位置を環境変数 VBROKER_ADMとは別
の環境変数で指定していたとき
移行前の環境変数で指定していたディレクトリを基にファイルを格納し直します。

（2） OTS機能を使用していた場合（32ビット用Windows）（TPBroker
のセットアップ）

アウトプロセストランザクションサービスからインプロセストランザクションサービス
に移行します。移行方法については，マニュアル「Cosminexus システム構築ガイド」
を参照してください。
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9.8　TPBrokerのセットアップ（64ビット用
Windows）

この節では，64ビット用Windowsの場合の TPBrokerのセットアップ方法について説
明します。

使用している機能に応じて，TPBrokerをセットアップします。

9.8.1　ORB機能を使用していた場合（64ビット用
Windows）（TPBrokerのセットアップ）

使用している環境に応じて，セットアップをします。

• 移行後に環境変数 VBROKER_ADMの値を変更し，agentaddrファイル，localaddr
ファイル，htc.clienthandleraddrファイル，および htc.propsファイルを使用すると
き
次に示すファイルを変更後の環境変数 VBROKER_ADMで指定したディレクトリに
合わせて格納し直します。
• %VBROKER_ADM%¥agentaddr
• %VBROKER_ADM%¥localaddr
• %VBROKER_ADM%¥htc.clienthandleraddr
• %VBROKER_ADM%¥htc.props

• 環境変数 VBROKER_ADMに <TPBrokerのインストール先ディレクトリ >¥admと
異なるディレクトリを指定しているとき
<TPBrokerのインストール先ディレクトリ >¥adm以下のファイルを環境変数
VBROKER_ADMで指定したディレクトリにコピーします。

• 移行前の環境で，agentaddrファイル，localaddrファイル，および
htc.clienthandleraddrファイルの格納位置を環境変数 VBROKER_ADMとは別の環
境変数で指定していたとき
移行前の環境変数で指定していたディレクトリを基にファイルを格納し直します。

9.8.2　OTS機能を使用していた場合（64ビット用
Windows）（TPBrokerのセットアップ）

アウトプロセストランザクションサービスからインプロセストランザクションサービス
に移行します。移行方法については，マニュアル「Cosminexus システム構築ガイド」
を参照してください。
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9.9　TPBrokerのセットアップ（AIX，HP-UX，
Linux，Solaris）

この節では，AIX，HP-UX，Linux，および Solarisの場合の TPBrokerのセットアップ
方法について説明します。

使用していた Cosminexus TPBrokerに応じて，TPBrokerをセットアップする必要があ
ります。

9.9.1　Cosminexus TPBroker for C++ Version 3または
Cosminexus TPBroker for Java Version 4を使用してい
た場合（AIX，HP-UX，Solaris）（TPBrokerのセット
アップ）

Cosminexus TPBroker for C++ Version 3または Cosminexus TPBroker for Java 
Version 4を使用していた場合，次に示す手順で TPBrokerのセットアップをします。

（1） 環境変数の変更（AIX，HP-UX，Solaris）（TPBrokerのセットアッ
プ）

設定されている環境変数を変更します。

• 設定値
Cosminexus TPBroker for C++ Version 3または Cosminexus TPBroker for Java 
Version 4と，Cosminexus TPBroker Version 5とではインストール先ディレクトリが
異なるため，インストール先ディレクトリを含むパスを指定する環境変数について，
設定値を変更する必要があります。

• 環境変数名
Cosminexus TPBroker 05-12から名称が変更となった環境変数について，環境変数名
を変更する必要があります。

変更する必要がある環境変数については，「9.12.2　環境変数の変更」を参照してくださ
い。

（2） TPBrokerのセットアップ（AIX，HP-UX，Solaris）（TPBrokerの
セットアップ）

使用している機能に応じて，TPBrokerをセットアップします。

（a）ORB機能を使用していた場合（AIX，HP-UX，Solaris）（TPBrokerのセットアッ
プ）

使用している環境に応じて，セットアップをします。
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• 移行後に環境変数 VBROKER_ADMの値を変更し，agentaddrファイル，localaddr
ファイル，HVMGTEE_DEFファイル，および clienthandleraddrファイルを使用す
るとき
次に示すファイルを変更後の環境変数 VBROKER_ADMで指定したディレクトリに
合わせて格納し直します。
• $VBROKER_ADM/agentaddr
• $VBROKER_ADM/localaddr
• $VBROKER_ADM/HVMGTEE_DEF
• $VBROKER_ADM/clienthandleraddr

また，clienthandleraddrファイルは，ファイル名を htc.clienthandleraddrに変更し
ます。

• 環境変数 VBROKER_ADMに /opt/Cosminexus/TPBC/admと異なるディレクトリを
指定しているとき
/opt/Cosminexus/TPBC/adm以下のファイルを環境変数 VBROKER_ADMで指定し
たディレクトリにコピーします。

• 移行前の環境で，agentaddrファイル，localaddrファイル，HVMGTEE_DEFファ
イル，および clienthandleraddrファイルの格納位置を環境変数 VBROKER_ADMと
は別の環境変数で指定していたとき
移行前の環境変数で指定していたディレクトリを基にファイルを格納し直します。ま
た，clienthandleraddrファイルは，ファイル名を htc.clienthandleraddrに変更しま
す。

（b）OTS機能を使用していた場合（AIX，HP-UX，Solaris）（TPBrokerのセットアップ）

アウトプロセストランザクションサービスからインプロセストランザクションサービス
に移行します。移行方法については，マニュアル「Cosminexus システム構築ガイド」
を参照してください。

9.9.2　Cosminexus TPBroker Version 5を使用していた場合
（AIX，HP-UX，Linux，Solaris）（TPBrokerのセット
アップ）

TPBroker Version 5を使用していた場合，使用している機能に応じて，次に示す手順で
TPBrokerのセットアップをします。

（1） ORB機能を使用していた場合（AIX，HP-UX，Linux，Solaris）
（TPBrokerのセットアップ）

使用している環境に応じて，セットアップをします。

• ファイルをバックアップしていて，移行後もそのファイルを使用するとき
バックアップしたファイルを環境変数 VBROKER_ADMに指定したディレクトリに
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格納します。バックアップしたファイルについては，「9.3.1　ORB機能を使用してい
る場合」を参照してください。

• 環境変数 VBROKER_ADMに $TPDIR/admと異なるディレクトリを指定していると
き
$TPDIR/adm以下のファイルを環境変数 VBROKER_ADMで指定したディレクトリ
にコピーします。

（2） OTS機能を使用していた場合（AIX，HP-UX，Linux，Solaris）
（TPBrokerのセットアップ）

アウトプロセストランザクションサービスからインプロセストランザクションサービス
に移行します。移行方法については，マニュアル「Cosminexus システム構築ガイド」
を参照してください。
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9.10　トラブルシュート情報の採取方法の変更
この節では，トラブルシュート情報の採取方法の変更について説明します。

Cosminexus TPBrokerでは，環境変数 VBROKER_ADMに指定したディレクトリを起
点に，トラブルシュート情報をファイルに出力します。そのため，環境変数
VBROKER_ADMに Cosminexus TPBroker for C++のインストール先以下のディレク
トリを指定している場合は，トラブルシュート情報の取得手順や取得スクリプトを変更
してください。

トラブルシュート情報の詳細は，マニュアル「TPBroker ユーザーズガイド」を参照して
ください。
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9.11　プログラムソースコードの移行
この節では，プログラムソースコードの移行について説明します。

使用している Cosminexus TPBrokerに応じて，プログラムソースコードを移行します。
Cosminexus Version 5の Cosminexus TPBroker Version 5（32ビット用Windows，
AIX，Solaris，またはHP-UX）を使用し，Cosminexus TPBroker for C++ Version 3を
使用していない場合は，9.11.1の手順は不要です。

9.11.1　Cosminexus TPBroker for Java Version 4が提供する
CORBAクライアント機能を使用している場合（32
ビット用Windows，AIX，HP-UX，Solaris）

Cosminexus TPBroker for Java Version 4（32ビット用Windows，AIX版，HP-UX，
または Solaris） が提供する CORBAクライアント機能を使用している場合の，プログラ
ムのソースコードの移行について説明します。CORBAクライアント機能は，TPBroker 
for Java Version 3と互換性のある CORBA2.1に準拠した ORB機能が提供しています。

• アプリケーションのソースコードの移行
Cosminexus TPBroker Version 5で提供している ORB機能は，Cosminexus 
TPBroker for Java Version 4で提供している ORB機能から ORBのインタフェースを
変更しているため，アプリケーションのソースコードに互換性がありません。そのた
め，Cosminexus TPBroker Version 5の ORBインタフェースを使用して，アプリ
ケーションのソースコードを再作成してください。

• IDLファイルの移行
Java 2 SDK 1.4の言語仕様が変更されて，パッケージのないクラスの import文は，
コンパイルエラーとなるようになりました。IDLファイル内で typedef宣言をする場
合は，module文の中で宣言する必要があります。そのため，Cosminexus TPBroker 
for Java Version 4の ORB機能で使用していた IDLファイルを移行するときにはソー
スコードを見直してください。

9.11.2　Cosminexus TPBroker 05-00（32ビット用Windows，
AIX，HP-UX，Solaris），Cosminexus TPBroker 05-11
（Linux）を使用している場合

Cosminexus TPBroker 05-00（32ビット用Windows，AIX，HP-UX，または Solaris），
Cosminexus TPBroker 05-11（Linux）を使用している場合の，プログラムのソース
コードの移行について説明します。

• スタブソースの移行
Cosminexus TPBroker 05-17以降（32ビット用Windows）の IDLコンパイラを使用
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して，スタブソースを再度生成してください。

9.11.3　Cosminexus TPBroker 05-10（32ビット用Windows，
AIX，HP-UX，Solaris），Cosminexus TPBroker 05-11
（Linux）を使用している場合

Cosminexus TPBroker 05-10（32ビット用Windows，AIX，HP-UX，または Solaris），
Cosminexus TPBroker 05-11（Linux）を使用している場合の，プログラムのソース
コードの移行について説明します。

• ソースコードの移行
Messaging::RelativeRoundtripTimeoutPolicy機能によるタイムアウト監視範囲は，
応答電文の受信処理だけとしていました。Cosminexus TPBroker 05-12からは，タイ
ムアウト監視範囲に，リクエスト電文の送信処理を含めました。そのため，
RelativeRoundtripTimeoutPolicy機能を使用していた場合は，リクエスト電文の送信
処理に要する時間を考慮した値を設定してください。
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9.12　バージョンアップに伴う変更点
この節では，Cosminexusのバージョンアップに伴う機能の変更点について説明します。

Cosminexusのバージョンアップをすると，使用している OSによって，機能に変更があ
ります。使用している OSに応じて，必要な個所をお読みください。必要な個所の一覧
を次の表に示します。

表 9-4　バージョンアップに伴う変更点一覧（機能）

（凡例）○：参照が必要　×：参照が不要

また，使用している Cosminexus TPBrokerのバージョンによって，動作に変更があり
ます。使用している OSに応じて，必要な個所をお読みください。必要な個所の一覧を
次の表に示します。

項目 適用 OS

AIX HP-U
X

HP-U
X

（IPF）

Linux Linux
（IPF）

Solari
s

Windo
ws
（32
ビット
用）

Windo
ws
（64
ビット
用）

使用できなくなった機
能（9.12.1参照）

○ ○ × × × ○ ○ ×

使用できなくなった環
境変数（9.12.2(1)参
照）

○ ○ × × × ○ ○ ×

設定値の変更
（9.12.2(2)参照）

○ ○ × × × ○ ○ ×

環境変数名の変更
（9.12.2(3)参照）

○ ○ × × × ○ ○ ×

デフォルト値の変更
（9.12.2(4)参照）

× × × × × × ○ ×

コマンドオプションの
変更（9.12.3参照）

○ ○ × × × ○ ○ ×

起動および停止方法の
変更（9.12.4参照）

○ ○ × × × ○ ○ ×
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表 9-5　バージョンアップに伴う変更点一覧（動作）

（凡例）○：参照が必要　×：参照が不要

9.12.1　使用できなくなった機能
Cosminexus TPBroker for C++ Version 3で使用できていて，Cosminexus TPBroker 
Version 5で使用できなくなった機能を次の表に示します。この変更点は，32ビット用
Windows，AIX，HP-UX，または Solarisの場合に該当します。

表 9-6　使用できなくなった機能

9.12.2　環境変数の変更
Cosminexus TPBroker Version 5で変更があった環境変数について説明します。

Cosminexus TPBroker
のバージョン

適用 OS

AIX HP-U
X

HP-U
X

（IPF）

Linux Linux
（IPF）

Solari
s

Windo
ws
（32
ビット
用）

Windo
ws
（64
ビット
用）

05-12（9.12.5(1)参照） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

05-15 9.12.5(2)(
a)参照

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9.12.5(2)(
b)参照

○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

9.12.5(2)(
c)参照

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

05-15-/A（9.12.5(3)参
照）

× × × × × × ○ ×

05-16（9.12.5(4)参照） × × × × × × ○ ○

05-17（9.12.5(5)参照） ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

項番 機能 説明

1 LIOP通信 LIOP通信に依存する機能はすべて使用できません。

2 UAPトレース UAPトレースに依存する機能はすべて使用できません。

3 hosstopコマンド
（Windows限定）

hosstopコマンドは使用できません。そのため，コマンドによる osagent
の終了はできません。

4 ORBログ ORBログの機能はすべて使用できません。

5 エラーログ
（C++ ORB限定）

C++ ORBの場合，エラーログに関する機能はすべて使用できません。
Java ORBの場合は使用できます。
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（1） 使用できなくなった環境変数

Cosminexus TPBroker for C++ Version 3で使用できていて，Cosminexus TPBroker 
Version 5で使用できなくなった環境変数を次の表に示します。この変更点は，32ビッ
ト用Windows，AIX，HP-UX，または Solarisの場合に該当します。

表 9-7　使用できなくなった環境変数

（2） 設定値の変更

Cosminexus TPBroker for C++ Version 3または Cosminexus TPBroker for Java 
Version 4を使用している場合，Cosminexus TPBroker Version 5とインストール先ディ
レクトリが異なるため，インストール先ディレクトリを含むパスを指定する環境変数は，
設定値を変更する必要があります。この変更点は，32ビット用Windows，AIX，
HP-UX，または Solarisの場合に該当します。

ディレクトリまたはファイルのパスを設定値に指定する環境変数を次の表に示します。

項番 環境変数 Cosminexus TPBroker Version 5での動作

1 HVI_OSAGENT_ORMSG_RESTRICT 該当機能を "有効 "にした場合と，同じ動作
です。

2 HVI_RELOCATE_USE_HOSTNAME 該当機能に "Y"を指定した場合と，同じ動作
です。

3 HVI_TRIAL_CONNECT 該当機能に "Y"を指定した場合と，同じ動作
です。

4 HVI_CONNECT_NOLOCK 該当機能に "Y"を指定した場合と，同じ動作
ですが，Cosminexus TPBroker for C++ 
Version 3で，この機能を使用するときの注意
事項は発生しません。

5 HITACHI_TERMINATION_THREAD_WAIT
_LOOP

TPBrokerがアプリケーションを終了すると
きに，TPBrokerの管理するスレッドの終了
を適切に待ちます。特に設定は必要ありませ
ん。

6 HVI_MTRENTRYCOUNT_THD モジュールトレースのスレッドごとのヒープ
領域出力機能は提供していません。7 HVI_MDLTRACE_THD
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表 9-8　設定値の変更

（凡例）－：説明なし

設定値の変更例
• 条件

Cosminexus Version 5の Cosminexus TPBroker for C++（32ビット用Windows）
を使用していた場合の，環境変数 TPDIRの設定値を変更します。

• 変更前
"<Cosminexusのインストール先ディレクトリ >¥TPBC"
（Cosminexus TPBroker for C++のインストール先ディレクトリ）
• 変更後

"<Cosminexusのインストール先ディレクトリ >¥TPB"
（Cosminexus TPBroker Version 5のインストール先ディレクトリ）

（3） 環境変数名の変更

Cosminexus TPBroker 05-12から名称を変更した環境変数を次の表に示します。この変
更点は，32ビット用Windows，AIX，HP-UX，または Solarisの場合に該当します。

項番 環境変数名 必須 /任意 備考

1 CLASSPATH 必須 －

2 PATH －

3 TPDIR －

4 TPJDIR －

5 VBROKER_ADM －

6 SHLIB_PATH HP-UXの
場合

7 LD_LIBRARY_PATH HP-UX
（IPF），ま
たは
Solarisの
場合

8 LIBPATH AIXの場合

9 HVI_OSAGENT_CLIENTHANDLERADDR_FILE 任意 －

10 HVI_TRACEPATH －

11 OSAGENT_LOCAL_FILE －

12 OSAGENT_ADDR_FILE －
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表 9-9　環境変数名の変更

（4） デフォルト値の変更

環境変数 VBROKER_ADM，およびプロパティ vbroker.orb.admDirのデフォルト値は
ありませんでしたが，%TPDIR%¥admに変更になります。osagentは Cosminexus 
TPBroker 05-12-/Cで，そのほかの機能は Cosminexus TPBroker 05-15で変更されまし
た。

デフォルト値の変更に伴い，環境変数 VBROKER_ADMの設定値を使用する機能（トラ
ブルシュートファイルの出力先や agentaddrファイルの探索など）は，環境変数
VBROKER_ADMを設定していないときの動作に変更があります。この変更点は，32
ビット用Windowsの場合に該当します。

項
番

変更前 変更後 注意事項

1 OSAGENT_CLIENTHAN
DLERADDR_FILE

HVI_OSAGENT_CLIENT
HANDLERADDR_FILE

デフォルト値に変更があります。
• 変更前（Cosminexus TPBroker for 

C++ Version 3および Cosminexus 
TPBroker for Java Version 4の場
合）
$VBROKER_ADM/
clienthandleraddr
（%VBROKER_ADM%¥clienthan
dleraddr）

• 変更後（Cosminexus TPBroker 
05-12以降）
$VBROKER_ADM/
htc.clienthandleraddr
（%VBROKER_ADM%¥htc.client
handleraddr）

そのため，Cosminexus TPBroker for 
C++ Version 3および Cosminexus 
TPBroker for Java Version 4で
clienthandleraddrを使用している場
合は，ファイル名の変更が必要です。

2 OSAGENT_CLIENT_HAN
DLER_UDP_PORT

OSAGENT_CLIENT_HAN
DLER_PORT

設定値に変更はありません。

3 OSAGENT_CLIENT_HAN
DLER_TCP_PORT

OSAGENT_CLIENT_HAN
DLER_PORT

設定値に変更はありません。

4 HVI_OSAGENT_OSFIND
_VERBOSE

HVI_OSAGENT_LOCATE
_VERBOSE

設定値に変更があります。
詳細は次を参照してください。
「3.3.3　バーボースログの出力抑止」

5 HVI_OSAGENT_HEARTB
EAT_INTERVAL

HVI_OSAGENT_ALIVE_I
NTERVAL

設定値に変更があります。
詳細は次を参照してください。
「3.3.2　HEARTBEATメッセージお
よび ARE_YOU_ALIVEメッセージ
の送信間隔」
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9.12.3　コマンドオプションの変更
Cosminexus TPBroker for C++ Version 3と Cosminexus TPBroker 05-12以降では，一
部のコマンドのオプションに変更があります。この変更点は，32ビット用Windowsの
場合に該当します。

次の表に示します。

表 9-10　コマンドオプションの変更

9.12.4　起動および停止方法の変更
Cosminexus TPBrokerの起動，および停止方法に変更があります。

（1） 起動および停止方法の変更（32ビット用Windows）

起動方法の変更
osagent.exeを起動するときのコマンドオプションを変更する必要があります。コマ
ンドオプションの変更については，「9.12.3　コマンドオプションの変更」を参照し
てください。
また，サービスとしての起動はできないように変更になりました。詳細は，
「9.2.2(3)　Cosminexus Version 5以前からのバージョンアップ共通（32ビット用
Windows限定）」を参照してください。

停止方法の変更
Cosminexus TPBroker Version 5では，osagent.exeの終了コマンドである
hosstop.exeを提供しません。osagent.exeを終了するには，システムトレイの
"Smart Agent"アイコンを右クリックして，"Exit"を実行してください。
また，サービスとしての停止はできないように変更になりました。詳細は，
「9.2.2(3)　Cosminexus Version 5以前からのバージョンアップ共通（32ビット用
Windows限定）」を参照してください。

（2） 起動および停止方法の変更（AIX，HP-UX，Linux，Solaris）

起動および停止方法の変更は必要ありません。

項
番

コマンド 説明

1 osagent.exe 変更前 -Cオプションを指定することで，コマンドプロンプトか
らコンソールモードで osagentを起動できます。

変更後 -Cオプションは指定できません。
そのため，コマンドプロンプトからコンソールモードで
起動することはできません。起動方法を変更する必要が
あります。
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9.12.5　Cosminexus TPBrokerの動作の変更
Cosminexus TPBrokerの動作に変更があります。

（1） Cosminexus TPBroker 05-15以前での動作の変更点

リクエストのタイムアウト時の動作
リクエストがタイムアウトしたときに，コネクションをクローズするように動作が
変更になりました。コネクションをクローズするため，タイムアウトが発生したと
きに同じ宛先のサーバと通信中のほかのスレッドには，通信障害が発生します。
タイムアウトが発生したときにコネクションをクローズしないようにするためには，
次の表に示すプロパティに "true"を設定する必要があります。

表 9-11　リクエストのタイムアウト時の動作の変更

この変更点は，Cosminexus TPBroker 05-12（32ビット用Windows，Linux），
Cosminexus TPBroker 05-12-/A（AIX，HP-UX，または Linux（IPF）），または
Cosminexus TPBroker 05-15（64ビット用Windows，HP-UX（IPF），または Solaris）
の場合に該当します。

（2） Cosminexus TPBroker 05-15での動作の変更点

（a）プロパティ vbroker.orb.htc.mtr.traceの設定

プロパティ vbroker.orb.htc.mtr.traceの設定は，EJBクライアントアプリケーションの
場合は JavaVMの起動オプションに，Webコンテナサーバまたは J2EEサーバの場合
は，usrconf.cfgファイルに行うようになりました。

そのため，usrconf.propertiesなどの上記以外の方法で設定しているときには，設定方法
を変更する必要があります。

この変更点は，32ビット用Windows，64ビット用Windows，AIX，HP-UX，HP-UX

プロパティ デフォル
ト

説明

vbroker.ce.iiop.ccm.htc.r
eaderPerConnection

false "true"を設定すると，
Messaging::RelativeRoundtripTimeoutPolicyで指定したタ
イムアウト値に達したときに，コネクションをクローズしま
せん。
詳細は次を参照してください。
「3.4.4　コネクションのクローズの抑止」

vbroker.ce.iiop.ccm.htc.t
hreadStarter

false Webアプリケーション（サーブレットエンジンモードのWeb
コンテナサーバ）やWebアプリケーション／ EJB（J2EE
サーバ）で
"vbroker.ce.iiop.ccm.htc.readerPerConnection=true"を設定
する場合，このプロパティに "true"を指定します。
詳細は次を参照してください。
「3.4.5　専用スレッドによる応答電文受信の設定」
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（IPF），Linux，Linux（IPF），または Solarisの場合に該当します。

（b）トラブルシュートファイルの出力ディレクトリがない場合の動作

Java ORBでは，トラブルシュートファイル出力時に出力ディレクトリがない場合，
ファイル作成，読み込み，および書き込み権限のあるディレクトリを自動的に作成する
ようになりました。

作成するディレクトリは，環境変数HVI_TRACEPATHが設定されているときには，そ
の指定ディレクトリ，設定されていないときには ${VBROKER_ADM}/../logjディレクト
リになります。また，通信トレース，およびモジュールトレースを取得するときも同様
に，トレースファイルの出力ディレクトリ下に，comtrcディレクトリ，およびmdltrc
ディレクトリを作成します。

ただし，作成するディレクトリの親ディレクトリがない，または権限が制限されている，
などの場合には作成できません。

この変更点は，AIX，HP-UX，HP-UX（IPF），Linux，Linux（IPF），または Solaris
の場合に該当します。

（c）トレースファイルの長さが上限値を超えたときの動作

Java ORBでは，モジュールトレースファイル，および通信トレースファイルを取得す
る場合，ファイル名を含む絶対パスの長さがシステムの上限値を超えたときに，ファイ
ル名を変更して出力しようとします。ただし，ファイル名を変更したあともシステムの
上限値を超えていると，トレースファイルの出力ができません。

ファイル名を含む絶対パスの長さがシステムの上限を超えないように，トレースファイ
ルの出力先を決定することをお勧めします。

この変更点は，32ビット用Windows，64ビット用Windows，AIX，HP-UX，HP-UX
（IPF），Linux，Linux（IPF），または Solarisの場合に該当します。

（3） Cosminexus TPBroker 05-15-/Aでの動作の変更点（32ビット用
Windows）

メッセージ（KFCB92006-W）の出力
osagentが出力していた KFCB92006-Wのメッセージが，デフォルトでは出力され
ないように変更になりました。このメッセージを出力させる場合は，環境変数
HVI_MSGLOG_NO_PERMISSIONまたはプロパティ
vbroker.orb.htc.msgLog.noPermissionで設定する必要があります。詳細は，
「2.8.4(5)　HVI_MSGLOG_NO_PERMISSION（osagentだけ）」を参照してくださ
い。
この変更点は，32ビット用Windowsの場合に該当します。
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（4） Cosminexus TPBroker 05-16での動作の変更点

vbjコマンドの動作
vbjコマンドを実行したとき，クラスに渡す引数に '*'（アスタリスクをシングル
クォーテーションで囲ったもの）を指定した場合，クラスのmain()関数に *（アス
タリスク）だけが渡されるようになりました。
この変更点は，32ビット用Windows，または 64ビット用Windowsの場合に該当
します。

（5） Cosminexus TPBroker 05-17での動作の変更点

RelativeRoundtripTimeoutの動作
RelativeRoundtripTimeoutはサーバへのリクエスト送信時にタイムアウトを検出し
ていませんでしたが，リクエスト送信時でも検出するように変更しました。
なお，RelativeRequestTimeoutPolicyと RelativeRoundtripTimeoutPolicyの両方
を設定した場合，RelativeRequestTimeoutPolicyに設定した値が送信タイムアウト
値として有効になります。RelativeRoundtripTimeoutPolicyに設定する値は，
RelativeRequestTimeoutPolicyよりも大きな値を設定してください。
この変更点は，32ビット用Windows，64ビット用Windows，AIX，HP-UX，
HP-UX（IPF），Linux，Linux（IPF），または Solarisの場合に該当します。
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付録 A　用語解説

（英字）

ADM
TPBrokerが提供する，システム運用時のアプリケーションの起動，停止，監視，および再起動を制
御する運用支援機能のことです。

C++ ORB
VisiBrokerを用いて C++言語で作成されたプログラムに有効になる ORB機能のことです。
VisiBrokerが提供する osagentやネーミングサービスなどのデーモンやコマンドのうち，C++ ORB
は，osagentの機能があります。

CORBA
分散オブジェクト技術の標準化を目的として，OMGが策定する業界標準です。

Cosminexus
アプリケーションサーバを中核とした，性能や信頼性の高い業務アプリケーションを開発・実行す
るためのシステム構築基盤製品です。

Cosminexus TPBroker
Cosminexus用の TPBrokerです。J2EEサーバ上での分散トランザクション処理を実現します。
ただし，CORBAアプリケーションを開発・実行する機能はありません。

GIOP
CORBA環境で使用される汎用的な上位プロトコルです。データ送受信時の変換復元規則，メッ
セージフォーマットなどが規定されています。特定のトランスポートプロトコルには依存しません。

HAモニタ
HAクラスタシステムを実現するクラスタソフトウェアです。
HAとは High Availabilityの略で，高可用性，つまりシステムを連続して稼働できることを意味し
ます。HAクラスタシステムとは，高可用性を実現するシステム構成のことです。

Java ORB
VisiBrokerを用いて Java言語で作成されたプログラムに有効になる ORB機能のことです。
VisiBrokerが提供する osagentやネーミングサービスなどのデーモンやコマンドのうち，Java 
ORBは，ネーミングサービスなどのデーモンやコマンドの機能があります。

JP1/ServerConductor/Deployment Manager
日立アドバンストサーバ HA8000シリーズを一括管理するためのソフトウェアです。
資産管理機能，障害管理機能，遠隔操作機能，およびプログラム連携機能があります。

Management Server
運用管理ドメインを構成するサーバプログラムです。運用管理ドメイン単位に一つ配置します。
Management Serverは運用管理ドメイン内の各ホストに配置した運用管理エージェントに指示を出
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して，運用管理ドメイン全体の運用管理を実行します。

Microsoft Cluster Service
Microsoft社が提供するクラスターサービスのことです。

OAD
インプリメンテーションリポジトリを実現する，オブジェクト活性化デーモンのことです。
インプリメンテーションリポジトリは，サーバがサポートしているクラス，実体化されているオブ
ジェクトとそれらに関する情報をランタイム時にリポジトリとして提供します。また，OADはクラ
イアントがオブジェクトを参照するときにインプリメンテーションを自動的に活性化する目的にも
使用されます。

OMG
オブジェクト指向技術の普及と標準化のために設立された非営利団体です。

ORB
TPBrokerが提供する，分散オブジェクト同士が通信するためのソフトウェア・バス（通信ミドル
ウェア）です。すべてのオブジェクトは ORBを介して通信します。
通信プロトコル（通信データ形式），通信形態の違いを ORBが吸収するため，システムの拡張や変
更が簡単にできます。

osagent
Visibrokerが提供するスマートエージェントのことです。
スマートエージェントとは，クライアントアプリケーションとオブジェクトインプリメンテーショ
ンの両方に機能を提供する動的な分散ディレクトリサービスです。ネットワークで使用できるオブ
ジェクトを管理し，起動時にクライアントアプリケーションが要求するオブジェクトを探します。

OTS
CORBAが提供するサービスの一つで，トランザクションを制御する機能を持ちます。

QoS
各ポリシーを利用して，クライアントアプリケーションとそれに接続されているサーバとのコネク
ションの定義と管理を行うサービスです。

TPBroker
分散オブジェクト環境の業界標準規格 CORBAに準拠した分散オブジェクト基盤です。オブジェク
ト管理やオブジェクト間通信の制御機能（ORB），トランザクション制御機能（OTS），および運用
支援機能（ADM）があります。

（ア行）

アウトプロセス
プロセスの起動のしかたです。アウトプロセスで起動させると，J2EEサーバのプロセス外で実行し
ます。アウトプロセスでネーミングサービスを使用する場合，ネーミングサービスはユーザが起動
する必要があります。
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アンマーシャリング
ORBの共通フォーマットに変換されたリクエストの内容を，サーバで処理できる形式に変換するこ
とです。

インプロセス
プロセスの起動のしかたです。インプロセスで起動させると，J2EEサーバのプロセス内で実行する
ように最適化されるので，パフォーマンスの高いシステムが実現できます。
Application Serverでは，トランザクションサービスを J2EEサーバのインプロセスで起動できま
す。インプロセスでトランザクションサービスを起動すると，トランザクション処理を J2EEサー
バのプロセス内で実行するように最適化されるので，パフォーマンスの高いシステムを実現できま
す。

（カ行）

系切り替え
業務を実行しているシステム（系）やサーバに障害が発生した場合に，待機しているシステム（系）
やサーバに業務を引き継ぐ機能のことです。
系には，実行系，待機系があります。

（サ行）

シナリオ
JP1/ServerConductor/Deployment Managerで，Linuxパッチファイルの適用，バックアップ，お
よびリストアなどの実行に使用する設定ファイルです。

（タ行）

トラブルシュートファイル
ORBのトラブルシュート機能で出力できるファイルのことです。トラブルシュートファイルには次
に示すファイルがあります。
• モジュールトレース
• エラーログ
• 通信トレース
• メッセージログ
• バーボースログ
• スタックトレース
• ネーミングサービス名前空間情報ログ

トランザクションサービス
グローバルトランザクションを使用する場合に，トランザクションを管理するサービスです。
TPBroker OTSによって提供されるサービス全体を表します。トランザクションサービスは，J2EE
サーバのインプロセスで起動されます。
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（ナ行）

名前空間
インタフェース名などの名前（識別子）の重複を回避するための仕組みのことです。インタフェー
ス名が重複した場合に，moduleキーワードを用いて，名前空間を定義することで，インタフェース
名の重複を避けることができます。

ネーミングサービス
Application Serverで，CORBAの仕様に準拠した，リモートオブジェクトの格納場所を管理するた
めのネーミングサービスです。Cosminexus TPBrokerによって提供される機能です。

（ハ行）

プライマリ IPアドレス
gethostname()または sysinfo()を利用して得られるホスト名を使用して，gethostbyname()を発行
して得られた IPアドレスのことをいいます。

（マ行）

マーシャリング
クライアントごとに個別に処理されたリクエストの内容を，ORBの共通フォーマットに変換するこ
とです。

マルチホーム
インターネットに接続するときに，複数のネットワークインタフェースから，複数のネットワーク
に接続されることです。負荷分散や障害対策を目的とします。
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ソフトウェアマニュアルのサービス ご案内 

１．マニュアル情報ホームページ 
ソフトウェアマニュアルの情報をインターネットで公開しています。 

URL  http://www.hitachi.co.jp/soft/manual/ 

ホームページのメニューは次のとおりです。 

■マニュアル一覧 日立コンピュータ製品マニュアルを製品カテゴリ，マニュアル名称，資料番号の

いずれかから検索できます。 

■CD-ROMマニュアル 日立ソフトウェアマニュアルと製品群別CD-ROMマニュアルの仕様について記載

しています。 

■マニュアルのご購入 マニュアルご購入時のお申し込み方法を記載しています。 

■オンラインマニュアル 一部製品のマニュアルをインターネットで公開しています。 

■サポートサービス ソフトウェアサポートサービスお客様向けページでのマニュアル公開サービス

を記載しています。 

■ご意見・お問い合わせ マニュアルに関するご意見，ご要望をお寄せください。 

２．インターネットでのマニュアル公開 
2 種類のマニュアル公開サービスを実施しています。 

(1) マニュアル情報ホームページ「オンラインマニュアル」での公開 

製品をよりご理解いただくためのご参考として，一部製品のマニュアルを公開しています。 

(2) ソフトウェアサポートサービスお客様向けページでのマニュアル公開 

ソフトウェアサポートサービスご契約のお客様向けにマニュアルを公開しています。公開しているマニ 

ュアルの一覧，本サービスの対象となる契約の種別などはマニュアル情報ホームページの「サポートサ 

ービス」をご参照ください。 

３．マニュアルのご注文 

①  マニュアル情報ホームページの「マニュアルのご購入」にアクセスし，お申し込み方法をご確認の

うえ WEB からご注文ください。ご注文先は日立インターメディックス(株)となります。 

②  ご注文いただいたマニュアルについて請求書をお送りします。 

③  請求書の金額を指定銀行へ振り込んでください。 

④  入金確認後 7日以内にお届けします。在庫切れの場合は，納期を別途ご案内いたします。 

お客様

B A N K

請求書

マニュアル

日立インターメディックス(株)

② 請求書をご送付

③ 銀行振込でご入金

④ マニュアルをお届け

  ①ご注文はWEBで

WEB
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